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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　バレンタインデー狂想曲　～前編～







　昼休みの教室。

　俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは、親友である葉は山やま辰たつ吉きちと一緒に昼ごはんを食べていた。

　辰吉は金髪で小柄、整った顔立ちをした男子だった。一見不良っぽい外見をしているが、成績は学年トップクラス、品行方正な生徒さんである。女装趣味という変態的な趣味をお持ちな生徒さんでもあるのだが。

　俺は購買部で買ってきたパンをかじりながら、向かいに座る辰吉に尋たずねる。

「なあ、辰吉」

「ん？　なんだ？」

　辰吉は顔を上げ、俺を見る。

「なんかさ、最近……」

　俺は教室の中を見回しながら、言う。

「教室の雰ふん囲い気き、おかしくないか？　なんというか、変に浮かれてるというか、浮き足立ってるというか……特に女子連中が……」

　仲が良いグループごとに机をくっつけ、昼ごはんを食べながら談笑している女子たち。最近、その女子たちの様子が微妙に変なような気がするのだ。

　うまく言えないのだが、なんか通常よりテンションが高いというか、キャピキャピ度がアップしているというか……

「ああ……」

　辰吉は軽くうなずき、

「それは、バレンタインデーが近いからだろ」

「バレンタインデー？　あ……」

　今日は二月九日。

　あと五日でバレンタインデーだ。

「年とし頃ごろの乙女にとっては大事なイベントだからな」

　言ったあと、辰吉はパックの紅茶に刺さったストローに口を付ける。

「なるほど……」

　俺はつぶやくように言うと、改めて教室を見回す。

　確かに、昼食をとる女子グループのほうから「チョコレート」や「本命」や「義理」などという単語が漏もれ聞こえてくる。

　俺おれたちのすぐそばで固まっている女子たちは、みんなでチョコレートの特集が載のせられた雑誌を眺ながめていた。

　辰たつ吉きちはにかっと笑い、

「まあ、バレンタインデーを意識してるのは女子だけじゃないけどな。男子のほうだって、やっぱ気になるだろ」

「まあ、な……」

　俺も年とし頃ごろの男の子。

　やはりバレンタインデーは無視できないイベントではある。

　チョコレートをもらえるかどうかは別として。

　辰吉は俺の顔を見て、

「そういえば……」

「ん？」

「こういうものを極ごく秘ひ裏りに入手したんだが……」

　辰吉は小さな声で告げると、こそっとなにかを手渡してきた。

「こういうもの……？」

　俺はそれを受け取った。

　それはルーズリーフを半分に切ったものだった。

　その紙の上のほうには『バレンタインにチョコレートをあげたい男子ランキング』という文字が書かれてある。その下にはクラスメイトの男子の名前が並んでいた。

「なんだよ、これ？」

「クラスの女子たちが男子に内緒で作ったランキングらしい。バレンタインデーにチョコレートをあげたいなあと思う男子に女子たちが一人ずつ投票し、その結果をまとめたものみたいだ」

「よ、よくそんなものを入手できたな……」

　俺は半分呆あきれながら、そのランキングに目を落とす。

「一位……葉は山やま辰吉……」

「いやあ、照れるなあ」

　辰吉は微妙に得意げな顔をしている。ちょっとムカついた。

　まあ、こいつは整った顔をしているので女子たちにモテるのは不思議なことではない。実際、中学生のときもモテてたし。

「俺はいいとして、四位のところを見てみろよ」

「四位？」

　四位の欄。

　そこには『砂さ戸ど太た郎ろう』と書いてあった。

「砂戸太郎って……えええええっ、俺おれじゃねえかっ!?」

　俺は目を丸くしながらそのランキングを見つめる。

　見間違いではない、そこには確かに俺の名前が書いてあった。

　俺はあわあわうろたえながら、

「お、俺が四位？　マ、マジで……なにかの間違いじゃあ……」

「まあ、そのランキングに入ったからって、実際にチョコレートをもらえるかどうかはまた別の問題だと思うけどな。けど、やっぱり上位に入ったら悪い気はしないだろ？」

「そりゃあ悪い気はしない……まったくしない……」

　だけど信じられない。俺が四位なんて。

　辰たつ吉きちは俺の顔を覗のぞき込むようにして、

「でも、そんなランキングは関係なく……おまえはもう、チョコもらえることが確定してるだろ？　少なくとも一個は」

「は？　確定って誰だれにだよ？」

　本気で見当がつかない。こいつはいったい誰のことを言っているんだ？

「結ゆう野のに決まってるだろうが」

「うえっ!?」

　俺は思わずランキングが書かれた紙をぐしゃっと潰つぶしてしまった。

　結野というのは、結野嵐あらし子このこと。クラスメイトで同じ第二ボランティア部に所属している女子のことだった。男性恐怖症で、男性の体に触れるとその男性を反射的に殴ってしまうという習性の持ち主だ。

「な、なんで結野が俺に……」

「おまえ……それ、本気で言ってんのか？」

　辰吉はなぜか呆あきれた顔をしていた。

「まあ、俺と結野はクラスメイトで同じ部活でもあるし、義理でチョコレートをくれるっていう可能性はなきにしもあらずだが……」

　俺はぼそぼそ言った。

　結野が俺にチョコレート……

　そんなことがあるのだろうか……

　俺は視線を巡めぐらし、なんとなく結野の姿を探す。

　結野は親友である間ま宮みや由ゆ美みさんと一緒に昼ごはんを食べていた。

　結野は指通りの良さそうなショートカット気味の髪に、大きな瞳ひとみが印象的な女の子だ。肌はなめらかでとても白く、やわらかそう。お箸はしで挟んだ卵焼きをはむっと口の中に入れ、もぐもぐと咀そ嚼しやくしていた。間ま宮みやさんがなにか言うと、それに反応して顔を上げ、うなずきながらやわらかい笑みを見せている。いったいどんな会話をしているのだろうか。

　その結ゆう野のの視線がふいに滑すべり――俺おれのほうを向いた。

　これでもかというほど完かん璧ぺきに目が合う。

　結野は大きく目を見開きぱちぱちと何度かまばたきしたあと、恥ずかしそうに顔をうつむかせた。口元を手で隠し、口の中のものを急いで飲み込む。微妙に顔が赤くなっていた。

　俺も慌あわてて視線を逸そらす。

　気恥ずかしさで顔が少し熱くなっていた。

「おーおー、見とれちゃって」

「なっ――み、見とれてたわけじゃねえよっ！」

「でも、冗談抜きで結野はおまえに本命チョコを――」

　辰たつ吉きちが言いかけた、そのとき。

　俺たちのすぐそばから「チッ！」というあまりにも鋭するどすぎる舌打ちが聞こえてきた。

　その鋭さに驚いた俺たちは、反射的にそちらに顔を向ける。

　そこには、クラスメイトの男子である内うち原はらくんがいた。

　内原くんは眼鏡めがねをかけた小太りの男子だった。一人で昼ごはんを食べていた内原くんは、自分の弁当に視線を落としながら「チッ！」ともう一度舌打ちを繰り返した。

　内原くんは眼鏡の奥の瞳ひとみを尖とがらせ、低い声で、

「なにがバレンタインデーだ、くそったれ……ファック……」

「う、内原。いったいどうした？」

　辰吉が微妙に及び腰になりながら尋たずねる。

　内原くんは辰吉のほうには顔も向けず、強く握りしめた両りよう拳こぶしをぶるぶる震わせながら、

「バレンタインデーなんて、お菓子会社がチョコレートの売り上げを伸ばすために作った陰謀的なイベントなんだよ……そんなもんに踊らされやがって、クソ女子どもは本当に頭が悪いというか救いようがないというか……」

「う、内原くん？」

　俺は内原くんの様子におののきながら声をかける。

　内原くんは、どちらかといえば温厚な性格の男子だった。だったはずだ。

　だというのに……いまの内原くんは温厚とは正反対の印象、まるで修しゆ羅らのような形ぎよう相そうをしている。

　はっきり言って、非常に怖かった。

　内原くんは怒りに顔を赤らめ、眉まゆを逆さか立だてながら、

「はっ！　バレンタインデーにキャピキャピ浮かれやがるバカ女子どもはいったいなにを考えてるんだか！　つーかなにも考えてないんだろうなバカだから！　脳みそナッシングなメスブタのアバズレどもはもう絶滅しやがればいいんだ！　ファック！」

「ちょ……内うち原はらくん、声が大きすぎ――」

　と――

「内原くん、なによそれ」

　そんな声が、近くで上がる。

　俺おれたちのそばで昼ごはんを食べていた女子グループだった。女子たちは瞳ひとみに剣けん呑のんなものを宿しながら、内原くんを見つめている。

「バカ女子どもって酷ひどすぎるんじゃない？」

「メスブタとかアバズレとか、信じられない」

「バレンタインデーを楽しみにしてなにが悪いの？」

　口々に内原くんを非難する。

　内原くんは女子たちをキッと睨にらみつけ、大声で言い放はなった。

「うるせえ！　バレンタインデーなんかクソくらえなんだよ！」

「う、内原、少し落ち着け……」

「そ、そうそう、冷静に……」

　辰たつ吉きちと俺は慌あわてて内原くんをなだめようとする。

　どうして内原くんがこんなに興奮しているのか、その理由はまったくもって謎なぞなのだが、このままでは内原くんのクラス内での立場がやばいことになってしまうような気がしたのだ。

　が、内原くんの勢いは収まらない。

「おまえらみたいな低脳どもがいるからバレンタインデーなんていう忌いむべきイベントが堂々と市民権を得てやがるんだよっ！　その華やかなイベントの裏でどんな凄せい惨さんな事件が起きてるかも知らずに……ち、ちちちくしょう！　おまえらみたいなクズどもはチョコレートの代わりにウンコでも渡してればいいんだっ！　つーかおまえらがウンコだっ！」

　内原くんはくわっと両目を見開き、大量に唾つばを飛ばしながら、暴言を連発している。ほんと、端から聞いていても酷い暴言だった。

　そんな暴言を浴びせられた女子たちも、もちろんヒートアップ。

「ウ、ウンコ!?　なんて下品なことを言うの!?　しかもお食事中に！」

「ほんとあり得ない！　内原くん、あやまりなさいよ！」

「そうよ、あやまれ！」

「つーか内原くん、自分がチョコもらえそうにないからひがんでるだけじゃないの？」

「モテない男子のひがみってやつですか？　うわー、気持ち悪いです」

　いつの間にか、内原くんを非難する女子たちの数が増えていた。

　内原くんが暴言を繰り返すたびに、援軍はさらに増える。

　そして、いつしかクラスの女子の半分近くが、内うち原はらくんと対たい峙じするようになっていた。

　完全に多勢に無勢。

　が、内原くんは引かない。

　それどころか、さらに酷ひどい暴言を重ねる。女子一人一人を指差し、「脂肪のかたまり」「短足」「化粧濃くてキモい」「チビ女」「デカ女」「産む機械」とか、バレンタインデーに関係ないような暴言というか失言を吐き出していた。

　そこまで言われては女子たちも反撃せざるを得ない。女子たちも内原くんの人格や身体的特徴を攻撃。「根ね暗くら」「キモい」「女子の体操服盗みそう」「ブタ」「デブ」「ゴミメガネ」。怒ど濤とうのような罵ば詈り雑ぞう言ごんが、内原くんに浴びせられていた。

　大勢の女子たちが、内原くんたった一人を罵ば倒とうしている。

　それはとても凄すさまじい光景で……

　そ、その矢や面おもてに立っている内原くんは、どんなに気持ちいい思いをして――はあ、はあ、はあ……

「お、俺おれも内原くんと同じように、女子たちに暴言を吐けば……はあ、はあ、はあ……」

　あの快楽の嵐あらしの中に……はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……

「こ、この……メスブタどもが……」

「た、太た郎ろう？」

「バレンタインデーに踊らされるメスブもがもが……っ！」

「太郎！　おまえなに気持ちよくなってやがるんだ！　正気に戻れ！」

　俺の様子がおかしいことに気付いた辰たつ吉きちが、慌あわてて俺の口を塞ふさぐ。

　そんなことをしているあいだにも、内原くんVS女子軍団の罵詈雑言合戦はさらに白熱し加速していた。

　内原くんもがんばっていたが、やはり一人ではちょっと厳しい。

　次第に女子たちの勢いに押されていき、なにも言えなくなる時間が増えてきた。

　そして、約十分後――

「ふん。これにこりたら、もう二度とバレンタインデー批判なんてしないでよね」

「でも、なんかすっきりしたなあ」

「うんうん、ちょっとストレス解消になったかも」

　女子たちは勝利の笑みを浮かべながら去っていく。

　一方、内原くんのほうは……

「う、ううう、ぐす、うぇぐ、ばはっう、ひっぐ、ぐべあおうえおあ……」

　号泣していた。

　教室の床に四よつん這ばいになり、完全なる敗者の気配を全身から放はなちながら、ぼたぼたと尋常じゃない量の涙を床の上にこぼしていた。

「ち、ちくしょう……ちくしょうちくしょうちくしょう……」

「…………」

「…………」

　あまりに気の毒な姿に、俺おれと辰たつ吉きちは言葉を失っていた。

「う、内うち原はらくん、大丈夫か？」

「と、とりあえず立とうぜ？　な？」

「うびぃ、ごばあ、げぼ……ひっぎ、ひっぐ……」

　俺と辰吉が声をかけても、内原くんは動かない。

　やがて、昼休みの終了を告げるチャイムの音が響き渡った。




　放課後。

　掃除当番である俺は、教室の外の廊下を掃除していた。箒ほうきを手に持ち、廊下のゴミを掃はいている。

「うう、廊下は寒いな……」

　つぶやき、俺は体を震わせる。

　少し離れたところには、同じく掃除当番である結ゆう野のがいた。

　結野も箒を手に持ち、ぱたぱたとゴミを掃いている。時とき折おり、俺と同じようにちょっと寒そうに身を縮こめたりしていた。その仕草がなんだかかわいく見えて、俺はこそっと口元をゆるませたりしていた。

　ゴミを一カ所に集める。

　俺は教室の掃除用具入れからちりとりを持ってきて、ゴミの固まりの前に置いた。結野が箒で掃き、ゴミをちりとりの中に入れる。

　ちょっと顔を上げると、結野の細いながらも弾力のありそうな白い太ももが目に入り、俺はなんとなく照れながら顔をうつむかせた。

　立ち上がり、ちりとりの中に集めたゴミをゴミ箱に捨てに行こうとしたとき、

「あの……タロー」

　結野が俺に声をかけてきた。

　俺は結野のほうに顔を向け、

「ん？　なんだ、結野」

「えっと……」

　結野は箒の柄つかを両手でぎゅっと握りながら、

「タ、タローは……甘いものって、大丈夫？」

「えっ？」

　ドキッとした。

　甘いもの。

　甘いものというのは、まさか……

　俺おれは微妙にうろたえたが、それを表に出さないよう努力しながら、

「あ、甘いものが大丈夫って……どういう意味だ？」

　と、尋たずねる。

　すると結ゆう野のはあせあせした様子で、

「お、男の子って、あんまり甘いものが好きじゃない人もいるみたいだから……それで、ちょっと不安になったというか、その……」

「…………」

　どうして急にそんなことを訊きいてくるのか。

　しかも、この時期に。

「えーっと……大丈夫だけど。というか、甘いものは大好物だけど」

「ほんと？」

　結野はぱっと顔を輝かせる。

「じゃ、じゃあ……カカオが原材料な感じのお菓子とかも、大丈夫……？」

　カカオが原材料な感じのお菓子。

　それはもう、あのお菓子しかないのではないだろうか。

　結野は微かすかに顔を赤らめながら、なんか意味ありげな目で俺を見つめている……ような気がした。

　心臓の鼓動が速くなった。

　俺が硬直していると、結野は「あっ」と小さく口を開け、

「タロー、ゴミが……」

「ゴミ？　おおう!?」

　いつの間にか、ちりとりの中に入れていたゴミを廊下にこぼしてしまっていた。

　俺は慌あわてて、

「わ、悪い、せっかく集めたのに……」

「ううん、わたしも変なこと訊いちゃったから……」

　二人であたふたしてから、顔を見合わせ――思わず笑みをこぼす。

　なにがおかしいのかよくわからなかったが、俺たちはその場でくすくすと笑いあっていた。

　そのとき――

「ケッ！　女子となんか仲良くしてんじゃねえぞコラアアア！」

　いきなりの怒声が、俺の鼓膜を激しく震わせた。

　驚きながら声のしたほうに顔を向ける。

　そこにいたのは、教室から出てきた内うち原はらくんだった。

　内原くんはほっぺたをぶるぶるさせながら、俺おれたちを睨にらみつけていた。奥歯をぎりぎり噛かみしめ、血走った両目はギラギラと不穏な輝きを放はなっている。

「う、内原くん……」

　俺は顔を青くしながらつぶやく。

　内原くんの形ぎよう相そうは、数日前のものとは完全に性質が変わってしまっていた。温厚だった頃ころの内原くんの面おも影かげはどこにもない。

「ち、ちくしょう……メスブタどもめ……バレンタインデーめ……ゆるさない、絶対にゆるさない、俺は必ず復ふく讐しゆうしてやる……たとえ、悪魔に魂を売ってでも……」

　内原くんは憎悪と怒りのオーラを全身から立ちのぼらせながら、去っていく。なんかすごく怖いことをつぶやいていたような気がする。

「内原くん……大丈夫だろうか……？」

「内原くんに悪口を言ってた女の子たちも、言い過ぎたって反省してたよ。それで、放課後にあやまろうとしてたみたいだけど……内原くんの様子があまりにも怖かったから、声をかけられなかったんだって……」

　俺と結ゆう野のは去っていく内原くんの背中を見つめる。

　その背中を見ていると……なぜか、嫌な予感がした。猛烈に嫌な予感が。

　そして――俺のこの予感は、残念ながら完かん璧ぺきに的中してしまうのだった。




　掃除を終えたあと、俺と結野は第二ボランティア部の部室に向かった。

　部室の扉を開ける。

　部室は十畳ほどの広さだった。さらに奥には、六畳ほどの広さの畳敷きの部屋がある。

　中には、すでに二つの人影。

　第二ボランティア部の部長である石動いするぎ美み緒お先輩と、保健医の鬼おに瓦がわらみちる先生がいた。

「ふんっふふ～♪」

　長い亜あ麻ま色いろの髪、抜けるような白い肌。桜色の可か憐れんな唇に、濡ぬれた宝石のような麗うるわしくも美しい二ふた重えの瞳ひとみ。石動先輩は相も変わらず完璧な美少女である。外見だけは。

「ふんっふふっふ～♪」

　石動先輩は椅い子すに座りながら、鼻歌なんぞを歌ったりしていた。

　瞳はやわらかな弧を描えがき、口元はにんまりにまにましている。鼻歌に合わせて微妙に頭を揺らしたりもしていた。

　なんというか……かなりご機嫌な様子だ。

　俺と結野は目を丸くする。

　いつも不機嫌な感じがデフォルトである石動先輩が、今日は怖いほどの上機嫌。いったいなにがあったのだろうか。逆に不気味だった。

　俺おれはおずおずと、

「あ、あの……石動いするぎ先輩？」

「ああ、ブタロウじゃない！」

　言って、先輩は椅い子すから立ち上がる。にこーっと満面の笑みで。

「う……」

　か、かわいい。

　こんなふうにまっすぐ笑顔を向けられることはそうはないので、俺は微妙にたじろいでしまった。

　先輩はかわいい笑みを浮かべながら、ぱたぱたという感じで俺のそばに近づいた。

　そして、おもむろに、

「え……？」

　自分の両手を俺の両手に重ねる。

　やわらかい感触。

　俺は顔を赤くしてしまった。

「ちょ……先輩……」

「ブタロウ！　踊るわよっ！」

「はい？」

　先輩は俺の両手をとり、でたらめなダンスを踊る。

　俺は困惑しながら、そのダンスに付き合った。わけがわからない。

　が、先輩のステップはめちゃくちゃで――

「おがぶっ!?」

　先輩の足が、思いっきり俺の足を踏んづけた。

　爪つま先さきから全身に迸ほとばしる、快楽の稲妻。

「お、おおう、こりゃいいばい……はあ、はあ、はあ……」

　条件反射的に呼吸が荒くなる。

「たらったー♪　たらたったー♪」

「おごじょべ!?　ま、また踏んづけて……はあ、はあ、はあ……」

　俺はあひあひ気持ち悪い笑みを浮かべながら、悦楽のダンスを踊る。

　先輩は何度も何度も俺の足を踏んづけ、そのたびに俺は気持ちよくなってしまっていた。ほんと、どうもありがとうございます！

「いえーい！　楽しいわね、ブタロウ！」

　先輩は満面の笑みで言う。

「は、はひいぃい……た、楽しいでしゅう……違う意味で……」

「おら、もっとテンション上げていくわよっ！」

　先輩はダンスの動きを大きくする。

　跳ねるように踊る先輩。

　大きく振り上げられた先輩の足、その膝ひざが――

　俺おれの股こ間かんに、めり込んだ。

「おがごおおおおおおおおおお――――っっ!?」

　それは！　あまりにも衝撃的な、黙もく示し録ろく的てきな、快感でありました！　溢あふれ出す法ほう悦えつは螺ら旋せんとなって立ち昇り、天を引き裂く！　おおっ、龍りゆうが見える……鞭むちの尾を持ちロープで縛られた姿をした変態龍が見えるのじゃああああ！

「え……？」

　動きを止め、視線を下方に転じる先輩。

　自分の膝がなにに触れているのかを確認する。

　息を呑のむように唇を結び、両目を丸く開き、その顔が――真っ赤に染まる。

「おまえなにを触らせやがんだこのドエロ変態があああああ――っっ！」

「ひょがぼおおおおおおおおおお――――っっ！」

　先輩の理不尽な神しん拳けんが俺の顔面を陥かん没ぼつさせ、俺は背後に吹っ飛んだ。

　後ろにあった壁に全身を打ち付ける。鈍い音が部室に響いた。












「お、おおううう……さ、さいこうだぜい……」

　俺おれは壁際に崩れ落ちながら、社会的にギリギリアウトな感じの笑みを浮かべていた。

　先輩は顔を赤くしたまま両腕を組み、

「ふんっ！　いつもなら半殺しにしてるところだけど、今日は機嫌がいいし特別にゆるしてあげることにするわ！　感謝しなさい！」

「す、すでに充分半殺し状態なのですが……はあ、はあ、はあ……」

　ああああ、もう悦楽がジュンジュワ～な感じで最高だぽお……

「あの、美み緒おさん……」

　結ゆう野のが先輩に近づき、声をかける。

「機嫌がいいって言ってましたけど、なにかいいことでもあったんですか？」

　それは俺も気になった。いきなりダンスを踊ってしまうほど上機嫌な先輩。なにがあったのだろうか。

　先輩はにへっと笑みを浮かべ、

「じつはね……うふふ……」

「なんですか？」

「さっき――依頼があったのよっ！」

「依頼……？」

　結野は首をかしげる。俺も同じだった。

「依頼っていうのは……」

「もちろん、願いごとの依頼のことよっ！」

　先輩は結野に向けて言い放はなった。

「願いごとの……依頼……」

　俺は床に倒れたまま、つぶやく。

　そうだった。

　第二ボランティア部というのは、桜さくら守もりの生徒たちの願いごとを叶かなえることが目的の部活だったのだ。

　あまりにも願いごとの依頼が来ないので、そんな設定があることを忘れかけてしまっていた。

　石動いするぎ先輩はキラキラ瞳ひとみを輝かせながら、声を張り上げる。

「久しぶりの依頼！　願いごとの依頼！　クリスマスのときのような、こっちから訪問して強引に叶えるとかじゃなくて、正真正銘、この美緒さまに救って欲しくて捧ささげられた願いごと！　これはもうテンションマックスだわ！」

　俺はふらふらと立ち上がると、

「あの……それで、どんな願いごとを依頼されたんですか？」

　この第二ボランティア部の――というか石動いするぎ先輩の――悪名を知らない生徒はいないはず。普通の判断力をお持ちの生徒さんなら、間違っても第二ボランティア部に願いごとの依頼などしようとは思わないはずだ。だから、誰だれが、どんな願いごとをしたのか、とても気になった。

　石動先輩は胸の前で両手の指を重ねながら、無邪気な笑顔で、

「バレンタインデーをぶっ潰つぶして欲しい――そうお願いされたわっ！」

　と、言った。

　一瞬、部室が静まった。

「え……？」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　バレンタインデーを……ぶっ潰して欲しい？

　先輩は相変わらずにこにこしながら、

「さっき部室にやってきた小太りな男子が依頼してくれた願いごとよ。その男子は、バレンタインデーにとても嫌な思い出があって、それでバレンタインデーというイベントを死ぬほど憎んでるの。バレンタインデーも、それに踊らされるバカな奴やつらも。だから、バレンタインデーをメチャクチャにぶっ潰して欲しい――そう言ってたわ」

「…………」

　俺はしばしのあいだ絶句したあと、ハッとして、

「も、もしかして、その願いごとをしたのは……内うち原はらって名前の奴じゃあ……」

「うん、確かそんな名前だったわね。なに？　知り合いなの？」

「え、ええ……クラスメイトです……」

　そういえば、さっき内原くんは言っていた。俺は必ず復ふく讐しゆうしてやる、たとえ悪魔に魂を売ってでも、みたいなことを……

「う、内原くん……なんてことを……」

　俺は愕がく然ぜんとしながら石動先輩を見つめる。内原くんの奴、本当に悪魔に魂を売りやがった……いや、悪魔よりも最悪なお人に……

「と、いうわけで――」

　先輩は薄い胸を張り、迷いのない表情で宣言した。

「あたしたち第二ボランティア部は、内原くんとやらの願いごとを叶かなえるため――バレンタインデーをぶっ潰すわっ！」

「ダ、ダメですっ！」

　と、力いっぱいな感じで否定したのは、結ゆう野のだった。

　結野は両りよう拳こぶしを作り、眉まゆを逆さか立だてながら、

「バレンタインデーをぶっ潰すなんて……そんなの絶対にダメです！　絶対に！」

「なんでよ？」

　先輩は不思議そうに尋たずねる。心の底から疑問に思っているようだった。

　常識的に考えれば、それがダメなことであるくらい誰だれにでもわかりそうなものだが、先輩はマジでわかっていないらしい。なんというか、常軌を逸いつした感性の持ち主だった。

「な、なんでって……当たり前じゃないですかっ！」

　結ゆう野のは当たり前な意見を必死な表情で告げる。

「バレンタインデーは、みんなが楽しみにしてるイベントで……わ、わたしだって、バレンタインデーには勇気を出そうって決心して――と、とにかく、絶対にダメなんです！」

　結野は顔を真っ赤にしながら、大声を上げる。

「そ、そうですよ、先輩……」

　俺おれは先輩のほうに近づきながら、

「バレンタインデーをぶっ潰つぶすなんてことはやめてください……乙女の恨みは怖いんですからね、本当に……」

　俺は、今日の昼休みに起きた出来事を思い出していた。

　バレンタインデー批判をし、女子たちから罵ば詈り雑ぞう言ごんの集中砲火を喰くらっていた内うち原はらくん。

　バレンタインデーをぶっ潰したりなんかしたら、あれの何千倍もの憎悪と攻撃をいただくことになってしまうだろう。

　最悪、第二ボランティア部が廃部に追い込まれるかも……

「考え直してください、先輩」

「イヤよっ！」

「がばああああっ!?」

　先輩はなぜか裏うら拳けんを放はなってきた。俺は激しく吹っ飛んだ。

「あ、あひーあひー……きもちいいれろれろぉ……」

　無ぶ様ざまに倒れながら、破滅的な笑みを浮かべる。

　先輩は右みぎ拳こぶしを握りしめ、天井を仰ぐような格好で、

「あの小太りはかわいそうな奴やつなのよ……」

　涙すら浮かべそうな雰ふん囲い気きで告げる。

「奴が中学生の頃ころ、クラスの男子全員に義理チョコを渡していた女子がいたらしいの。でもその女子は、小太りにだけ義理チョコを渡さなかった。同級生から伝え聞いた話によると、奴があまりにも小太りで眼鏡めがねでなんかキモかったから、義理チョコを渡したらそれを本命だと勘違いしてストーカーにでもなっちゃうんじゃないかって心配したらしいわ。だから、小太りにだけチョコを渡さなかった……そのときのことがあまりにもショックで、小太りはバレンタインデーを憎むようになってしまったのよ……」

「それは……酷ひどい話ですね……」

　外見だけでそんなことを決めつけるのは酷ひどすぎる。

「……奴やつはね、あたしにこう言ったの。この願いごとを叶かなえることができるのは、あなたしかいない。だからお願いします、僕の願いを叶えてください――土下座しながら、涙を流しながら、そう言ったのよ」

「う、内うち原はらくん……君はそこまで……」

「あそこまでやられちゃあ、奴を見捨てることなんてできないわ！　たとえ奴が小太りだとしても！　かけてる眼鏡めがねが驚くほどダサかったとしても！」

「美み緒おさん！」

「あたしは第二ボランティア部の部長として、そして神様として、あの小太りの願いごとを叶えてみせる！　絶対に！」

　自称神様・石動いするぎ先輩は、そう高らかに宣言した。

　そして、先輩は結ゆう野のを見やった。

　睨にらみ合うように視線を重ねる。

「……嵐あらし子こ。どうやら、あたしに協力する気はないようね」

「……はい。ほかのことなら協力したと思います。でも、バレンタインデーを潰つぶすという願いごとだけは、それだけは、叶えさせるわけにはいきません」

　結野には珍しいほどはっきりとした物言いだった。

　先輩は軽くかぶりを振ると、

「そう……残念だわ……」

「わたしもです、美緒さん……」

　結野はつらそうにつぶやく。

　先輩は、吹っ切るように結野から視線を外すと、

「ブタロウ！」

　俺おれのほうに顔を向けてきた。

「え？　あ、はい」

「あんたはどうなの？」

　睨むような目で尋たずねてくる。

「俺ですか……俺は……」

　協力することはできない。

　それは、言うまでもないことだった。

　先輩は俺の表情を見ると、寂さびしそうに瞳ひとみを細め、

「そっか……あんたも、協力してくれないのね……」

「私は美緒に協力しよう」

　と言ったのは、いままで黙っていたみちる先生だった。

　俺おれはぎょっとしてみちる先生を見やる。

「ちょ――みちる先生……」

「私も、前々から、バレンタインデーというイベントは気にくわないと思っていたのだ。かわいらしい女の子たちが、私ではなく男子にチョコレートを渡す……それは、なんとなくおもしろくないと感じていたのだよ。なんとなく。だから、なんとなくバレンタインデーをぶっ潰つぶすことにしようと思う」

「あんたなに言ってんだ!?　それがまともな大人おとなの意見か！」

「ほほう。砂さ戸ど太た郎ろう、君は私のことをまともな大人だと思ってくれていたのか？」

「すみません、一ひと欠片かけらも思ってないです……」

　こんなにクレイジーな大人はそうはいない。ある意味、石動いするぎ先輩よりも常軌を逸いつした感性の持ち主だと思っております。

　すっと石動先輩の隣に立つみちる先生。

　二人に対たい峙じする、俺と結ゆう野の。

「どうやら……ここで袂たもとを分かつしかないようね……」

　石動先輩は、心底残念だというように告げる。

「美み緒おさん、もう一度考え直して――」

「くどい。武士に二言はないわ」

「武士じゃなくて女子高生ですあなたは……」

　俺は弱々しくツッコむ。

「……みちる姉ねえ、行きましょう。共に、修しゆ羅らの道を」

「ああ。血塗られた茨いばらの道も、美緒と一緒なら悪くはない」

　先輩とみちる先生はなんかカッコイイ感じのセリフを残すと、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、部室を出て行った。

「美緒さん……わたしは、あなたを、止めてみせる……」

　瞳ひとみに強い意志の光を宿しながら、結野はつぶやく。

　なんか、先輩とみちる先生の空気に汚染されてるっぽい感じなのだが……それは気のせいだろうか。

　それにしても……この先、どうなってしまうのだろうか……

　とても不安だった。




　帰宅した俺は、二階にある自分の部屋に向かった。

　ドアノブに手をかけ、ドアを開こうとしたとき――

「んん、あふう……あ、ああ、やっぱりいいよぉ……ほわわ……」

　部屋の中から、なんか艶つやっぽい女性の声が漏もれ聞こえてきた。

「この声は……」

　俺おれは瞳ひとみを半眼にしながら、ドアを開けた。

　ベッドの上にある俺の掛け布団。

　それが、もぞもぞと動いている。

「ああ、たろうひゃんのにほい……はふう、たまらんよぉ……」

「…………」

「ハァハァ……た、たた、たろうちゃん汁じるをもっと吸収……」

「…………」

　俺は無言でベッドに近づくと、勢いよく掛け布団を取り去った。

「は、はひゃっ!?」

　俺のベッドの上でもぞもぞしていたのは、さらさらな感じの髪を肩の辺りまで伸ばした、小柄で幼い容姿の女性だった。

　その女性――我が姉である砂さ戸ど静しず香かは、瞳を大きく見開きながら俺を見上げ、

「た、太た郎ろうちゃん!?」

　と、驚いた声を上げる。

「姉貴……」

　俺は姉貴にうんざりした視線を向ける。

「俺のベッドでなにしてやがんだよ……」

「え、えっとね……」

　姉貴はベッドの上に座ると、もじもじした様子で、

「ちょ、ちょっと太郎ちゃんのぬくもりを感じたくなったというか……その……」

「それはなんかもう、完全に変態の行動じゃねえか……」

「ち、違うよっ！　愛ゆえの行動だよっ！」

　姉貴は両手をばたばたさせながら弁解する。

「し、仕方ないよねっ！　なぜなら人は誰だれだって愛の奴ど隷れいなのだから！」

「まったく……」

　俺はやれやれとため息をつく。

　本当にキモいお姉ちゃんだ。

「太郎ちゃん……」

　姉貴は俺を上うわ目め遣づかいで見つめながら、

「お、怒ってるのかな？」

「えっ？」

「太郎ちゃんがいないときに勝手に部屋に入って、無断でベッドに寝て……そんなことをしちゃったお姉ちゃんに怒ってるのかな？」

「いや、いまさらそんなことで怒ったりは――」

「だ、だったら……」

　姉貴は軽く握った右みぎ拳こぶしを口元に当て、顔を真っ赤にしながら、

「おしおき……してほしいな」

　と、言った。

「は？」

「お姉ちゃんみたいな悪い子には、おしおきしないとダメだよね？　だから、太た郎ろうちゃんにおしおきしてほしいな」

「おしおきって……いったいどういう……」

「おしおきといえば、アレしかないよ」

「アレ？」

　アレってなんだ？　まったく見当がつかない。

「おしりぺんぺん、だよ」

　恥ずかしそうに告げると、姉貴はベッドの上に四よつん這ばいになった。

「さ、さあ、太郎ちゃん……お姉ちゃんのおしりを、思いっきり叩たたいて……」

「アホか！　そんなことするわけねえだろ！」

　俺おれは思わず大声を上げた。

　おしりぺんぺんって、姉貴はいったいいくつだよ！

　姉貴はハッとした顔になって、

「ま、まさか、おしりぺんぺんじゃあ生ぬるいから……おっぱいぺんぺんでおしおきしちゃうつもりなの……？」

「おっぱいぺんぺんってなんだ!?　そんなおしおき聞いたことねえ！」

「じゃあ、おしりぺんぺんで我慢するから！　さあ早く！」

「しねえよっ！　つーか我慢するからってどういうこと!?」

　そのとき、俺はドアのほうに人の気配を感じた。そちらに顔を向ける。

　俺は目を見開いた。

「え……か、母さん？」

　そこには、俺の母親である砂さ戸ど智とも子こが立っていた。

　長い髪を首の後ろで結った、穏やかな顔立ちの女性。

　が、母さんはなんだかいつもと様子が違う。

　母さんはなぜか黒いスーツを着て、両手に白い手袋をはめている。そして、微妙に鋭するどい視線を部屋の中に投じていた。

　母さんは、四つん這いになっている姉貴を見つめると、

「静しず香かさん……」

　冷たく聞こえる声で言った。

「なに？　いまいいところなんだからババァは邪魔しな――」

「静しず香かさんが太た郎ろうさんの部屋でいろいろやっているあいだに、私は静香さんの部屋をガサ入れしました」

「え……？」

　姉貴の顔色が変わる。

　母さんはすっとなにかを掲かかげる。

　それは、警察の鑑かん識しきの人がやるような感じでビニール袋に密閉された、歯ブラシとハンドタオル。二つとも見覚えがある品だった。

「これは、太郎さんが使っていた歯ブラシとタオルですね？」

「あ、あああああ……」

「太郎さんの私物を黙って盗み出す……これは、ＬＯＶＥタロウ条約第十七条に違反する行為だったはずです。そのことは理解していますね？」

「ご、ごめんなさい、ほんの出来心で……」

　姉貴の全身がガクガク震え出す。顔面は真っ青で冷や汗びっしり。尋常じゃない怯おびえ方だった。

「出来心で済めば条約はいりません」

　母さんはぴしゃりと言い放はなった。

「条約に違反したからには……規定通り、おしおきを受けてもらいます」

「お、おしおき……」

　姉貴の体の震えがさらに大きくなる。

「ちょっと前に改定してすんごくハードになってしまったというあのおしおき……ふおおおお……」

　姉貴はうるんだ瞳ひとみを母さんに向け、

「お、お母さん、今回だけは勘弁して……」

「ダメです」

　母さんは告げると、俺おれのほうに笑顔を向け、

「太郎さん。いまから静香さんとお話ししなければいけないことがありますから、ちょっとのあいだ部屋の外に出ていてください」

「え、でも……」

「お願いします」

　母さんは有無を言わさない感じで言うと、俺の背中を押して部屋から退場させた。

「た、たた、太郎ちゃん！　お願い、お姉ちゃんをたすけ――」

　姉貴の言葉の途中、ばたんとドアが閉まった。

　俺おれは呆ぼう然ぜんとドアを見つめる。

　しばらくして、

「ひょぎゃあああああ――っ！　い、いやあ、そんなこと……あひいいいっ！　ちょ、ちょちょ、ちょっと待っ――あううん！　んんんんんんんんっ！　ごばっ、げぶぶぶっ！　だ、だめ、恥ずかし……んぐ、んぐぐ、うわああ、そ、そっちのあなはイヤ――ひいいいいいいいいっ！　も、ももももうゆるしてててててて――――っっっ！　げぼげぼげぼっくすっ！」

「…………」

　中でなにが起こっているのか、怖くて想像することもできない。きっと、おしりぺんぺんを遥はるかに超越したおしおきを受けているのだろう。

　俺は両耳を塞ふさぎ、姉貴の叫び声から逃げ出した。




　夕方からはコンビニのバイトがあった。

　俺はレジカウンターに立っている。

　隣には店長である道どう明みよう寺じさんが立っていた。

　店長は長身でホストみたいな格好いい外見をしている。が、中身は超がつくほどのアニメオタクであった。

　俺は店長のほうに顔を向け、

「あの、店長……」

「なんだい？」

「あれ……」

　と、俺はコンビニの一角を指さす。

　俺の指の先。その売り場スペースには大量のネギが並べてあった。

　俺は首をかしげ、

「なんで、いきなりネギなんかを大量に入荷したんですか？　コンビニにあんないっぱいネギがあるのは不自然なような気がするんですが……」

「それはね……」

　店長はとても綺き麗れいな笑顔で言った。

「末まつ音ねミユちゃんが、ネギ好きだからだよ」

「末音ミユ？」

「ああ」

　店長は涎よだれを垂らしそうなほどうっとりした表情をしながら、

「僕が大好きなボーカロイドの女の子の名前さ……ミユちゃんは、とってもかわいい子なんだ……」

「えーっと……」

　俺おれは眉み間けんを指でつまみながら、

「つまり、末まつ音ねミユとかいう二次元の女の子が好きだからという末期的なほどアホな理由で、ネギを大量に入荷したんですか？」

「うん」

　ダメ店長ははっきりとうなずいた。

　このコンビニはたぶんそのうち潰つぶれるだろう。

　店長はどこからともなくネギを取り出すと、それを両手に握り、えへっと笑みを浮かべる。

「こうやってネギを握っていると、ミユちゃんに近づけたような気がして……なんだか幸せな気持ちになるよね……」

「それはよかったですね……」

「ミユちゃんの気持ちになって、レッツダンシング！」

　店長は叫ぶように言うと、両手に持ったネギを上下に振りながら、

「ミッユミッユにしてあげちゃう～♪」

　なんか謎なぞの歌をうたいはじめた。

「砂さ戸どくん、君も一緒に踊ろう！　さあネギを持って！」












「えっ!?　い、いや、俺おれは遠慮しときます」

「ダメだ！　踊らないとクビにする！」

「なんで!?」

　俺は仕方なくネギを両手に握り、店長と同じように踊った。

　うう、なぜ俺がこんなことを……

「いいよ砂さ戸どくん！　君はとっても筋がいい！　ミッユミッユにしてやんべ～♪」

「ミ、ミッユミッユにしてやんべ……」

　店長と俺は横に並びながら、ネギを上下に振る。怪しげな宗教的儀式のようだった。

「ミッユミッユに……ミッユユユユ……」

「砂戸くん？」

「…………」

「砂戸くん、どうしたんだい？　そんな虚無的な顔をして」

「…………」

「手の動きも止まってるよ？　さあ、もっと元気よく踊ろう！」

「店長……俺、もうクビでもいいです……」

「え？」

「いままでありがとうございました」

　俺はネギを叩たたきつけるように捨てると、すたすたとコンビニの出入り口のほうに歩いていった。

「さ、砂戸くん？　えっ、ちょっと待って……さっきのはただの冗談だから！　砂戸くーん、戻ってきてちょー！」

　店長の絶叫が店内に響き渡った。




　翌日の昼休み。

　俺は購買部でパンを買い、教室に戻った。

「あれ？　辰たつ吉きち、まだ戻ってきてないのか？」

　俺が購買部に行こうとしたとき、辰吉はトイレに行くと言って俺と一緒に教室を出た。

　あれからけっこう時間が経たっているのに、教室に辰吉の姿はない。

　まだトイレから戻ってきていないのだろうか。それとも別の用事でどこかに行っているのだろうか。

　ふと、そのとき俺の視界に入ったのは、内うち原はらくんの席だった。

　そこには誰だれも座っていない。

「内原くん……」

　内原くんは今日、学校を休んでいた。

　休んだ理由は定かではないのだが、あんなことがあった翌日なので、もしかすると罵ば倒とうされてできた心の傷が痛むとかが理由かもしれない。

「それにしても、石動いするぎ先輩を頼るなんて……」

　それはあまりにも危険すぎる。

　俺おれは憂ゆう鬱うつな気分でため息をついた。

「しかし辰たつ吉きちの奴やつ遅いなあ」

　椅い子すに座り、しばらく待ったが、辰吉は帰ってこない。

「どこ行ってやがるんだよ」

　もう先に食べてしまおう。そう思ってパンの外装を破こうとしたとき。

「タロー」

　と、声をかけられた。

　顔を上げると、

「ああ、結ゆう野の」

　目の前に結野が立っていた。

　結野はきょろきょろと辺りを見回したあと、

「あれ？　葉は山やまくんは一緒じゃないの？」

「それが……あいつ、どっかに行っちまって戻ってこないんだ。だから、もう先に食べちまおうと思って……」

「そうなんだ。あっ、だったら……」

「ん？」

「え、えっと……」

「なんだ？」

　結野はおずおずとした様子で、

「も、もしよかったら……ごはん、わたしたちと一緒に食べない？」

「えっ？」

　わたしたち。つまり、結野と間ま宮みやさんと一緒にということだろうか。

　結野は一瞬で顔を赤くすると、胸の前で両手を振りながら、

「イ、イヤだったら別にいいの！　ご、ごめんね、急に……」

「べつに、イヤじゃないけど……」

「ほんと？」

　結野は声を弾はずませると、

「じゃあ、一緒に食べようよ」

　赤い顔のまま、にこっと笑みを浮かべた。

「…………」

　そんな笑顔を見てしまうと……もう断ることなんてできなかった。

　俺おれは立ち上がると、結ゆう野のと間ま宮みやさんが机をくっつけているところに向かった。

　結野は、椅い子すに座っている間宮さんに向かって言う。

「由ゆ美み……えっとね、今日はタローも一緒でいい？」

　間宮さんは、

「…………」

　嫌そうというか、ムカついているというか、気に食わない相手に「あーん？　テメエなんだコラ」ってガンくれてるときの不良っぽい顔をしていた。

「……砂さ戸どくんと一緒に、ですって？」

　間宮さんは言うと、さらに視線を鋭するどくする。

「わたしが、砂戸くんと一緒に、ごはんを？」

　粘っこい口く調ちようで言ってくる。

　間宮さんは、ドＭの変態である俺を嫌っているのです……はあ、はあ、はあ……

　結野は間宮さんの様子に気付くと、

「ご、ごめんね、由美……由美に断らずに、勝手にタローを連れてきちゃって……」

　しゅんとした顔で言った。とても悲しそうだった。

　間宮さんはハッとした表情になると、

「ううん、そんなことないわ！　嵐あらし子こはまったく悪くない！　悪いのはぜんぶ砂戸くんなんだから！」

「え、なんで俺が？」

「シャラップ変態！　――だから嵐子、そんな悲しそうな顔しないで！」

　間宮さんは立ち上がると、ぎゅーっと結野を抱きしめる。

「ちょ、ちょっと、由美……」

　結野は間宮さんの腕の中で困った顔をしていた。

　そんなこんなで、俺は結野と間宮さんと昼ごはんを食べることになった。

　机を二つくっつけてテーブル代わり。俺たちは三角形になるような感じで座った。俺の右にいるのが結野、左にいるのが間宮さん。

　結野はにこにこと機嫌がよさそう。明るい笑顔を向けてくれる。

　間宮さんは殺気すら滲にじませるほどの不機嫌。刃物のような視線を向けてくる。

　気持ちいいほど対照的だ。

　ほんと、気持ちいいほど……はあ、はあ、はあ……

「タローって、いつもお昼はパンとか学食だよね？」

　と、結野が俺に尋たずねてくる。

「ああ。姉貴と母さんは俺の弁当を作りたがってるんだけど、どっちが作るかで揉もめたりするから……」

　俺おれは結ゆう野のの弁当を見て、

「結野のは手作りっぽいけど、もしかして……」

「うん、最近は自分で作ってるの」

　ほんのりほほ笑みながら告げる。

「へえ、すげえなあ」

「そんな……大したものは作ってないし……」

　結野は照れ照れした感じでつぶやく。

　なんか左側からの殺気の濃度が増したような気がした。

「いや、大したことあるって。その卵焼きとかうまそうだし」

「え？　だったら……食べる？」

　結野は俺のほうに弁当を差し出してくる。

「いいのか？」

「う、うん、ぜひ」

「じゃあ、お言葉に甘えて……あ、でも、箸はしがないな」

　ちょっとお行儀が悪いけど、手で掴つかむことにしよう。そう思っていたのだが。

「あ、そうか、お箸が……えっと、じゃあ……」

　結野は微妙に困った顔をしたあと、自分の箸で卵焼きを挟み――

　俺の口元に近づけてきた。

　俺は一瞬硬直した。

「……ゆ、結野。さすがにそれは」

「え!?　そっか、そうだよね、わたしったらなにを……」

　結野は顔を真っ赤にしながらうつむく。

　俺は手で卵焼きを掴み、それを自分の口の中に入れた。

「うん、うまい」

「ほ、ほんと？」

「ああ」

「……よかった」

　結野は両目を細め、ほほ笑む。なんかすんごい幸せオーラを放出していた。

　それに比例して、左側からの殺気の濃度がさらに高まっていく。……あ、いかん、俺のドＭ体質が少しだけ反応しちゃってる。微妙に気持ちよくなっちゃってる。

「……砂さ戸どくん」

　間ま宮みやさんは低い声で言った。

「わたしの卵焼きもあげるわ」

　間ま宮みやさんは卵焼きを自分の箸はしで挟むと、

「はい――あーんっ！」

　卵を挟んだ箸の先端を、俺おれの口に向けて高速で突き出してきた。

「ぬおうっ!?」

　俺は奇跡的な反射神経を発揮し、なんとかそれを避よけた。

「ま、間宮さん！　いったいなにを……」

「どうしたの、砂さ戸どくん？　わたしはただ卵焼きを食べさせてあげようと――そりゃああああっ！」

「ひぃいい――っ！」

　空くうを切り裂きながら迫り来る箸を再びかわす。

　卵を挟んだままの超速突き。なんて器用なことをするんだ。

「……チッ！　今度こそ――」

「うひゃああっ！」

　あまりにも鋭するどすぎる突き。

　あんなものを喰くらっては口の中が血まみれになってしまう……いや、それどころか箸が後ろに貫通してしまうかも……はあ、はあ、はあ……

「クソが！」

　間宮さんは苛いら々いらした顔で吐き捨てる。

「ゆ、由ゆ美み……」

　ぷるぷる全身を震わせながら言ったのは、結ゆう野のだった。

「そ、そそそそ、そんな何度もチャレンジしちゃうほどタローに『あーん』をしたいなんて……」

　なんか、恐ろしくズレたことを言っていた。

「も、もしかして、由美はタローのことが好きなんじゃあ……」

「な――」

　間宮さんはとても慌あわてた様子で、

「そ、そんなわけないじゃない嵐あらし子こ！　どうしてわたしがこんな気持ち悪い変態野郎を好きにならなきゃいけないのよ！　というか、こんな変態を好きになる女の子なんているわけないじゃない！　こんなの好きになるなんて、男の子を見る目がナッシングな頭のおかしい子ぐらいしか――」

「男の子を見る目がナッシングな頭のおかしい子……ううう……」

「ハッ!?　ち、違うの、違うのよ嵐子！　いまのは冗談で……」

　なぜか泣きそうになっている結野を、間宮さんは必死な様子で気き遣づかっている。

　そのときだった――

『今日の校内放送です。まずはお昼の音楽から――えっ？　ちょ、ちょっと、あなたたちはいったい……ぐはあああああっ!?』

　スピーカーから流れてくる校内放送。

　それが、なんか変な感じに途切れた。

　俺おれは目を丸くした。結ゆう野のや間ま宮みやさん、クラスメイトたちも。

　みんな驚いた表情で、なんとなくスピーカーのほうを眺ながめている。

　と――

『……アーアー、ただいまマイクのテスト中』

　さっきまで喋しやべっていた放送部の人間とは別人、どこか横おう柄へいな感じのする女子の声がスピーカーから流れてくる。

　俺と結野は目を見合わせた。

　こ、この声は、まさか……

　女子は「ごほん」とわざとらしい咳せき払ばらいをしたあと、言った。

『みなさん、はじめまして。あたしの名前は石動いするぎ美み緒お――反バレンタインデー組織〈カカオ・クラッシャー〉の総統である』

　教室がにわかにざわつきはじめる。

　俺は呆ぼう然ぜんとした顔で、スピーカーを見つめる。

「い、石動先輩、いったいなにを……」

　反バレンタインデー組織？　〈カカオ・クラッシャー〉？

『冷徹なる資本主義によって作り出された忌いむべき行事、バレンタインデー。正義の使徒である我々は、決してその存在を容認することはできない。よって本日この時刻より、我々〈カカオ・クラッシャー〉は、バレンタインデーに浮かれる愚ぐ昧まいな輩やからどもを滅めつ殺さつするための作戦を開始する』

　教室のざわつきが大きくなる。

『我々に従うならよし、だが万が一我々に楯たて突つこうとするならば……その愚おろかさを己の命によって贖あがなうこととなるだろう』

　俺は唖あ然ぜんとしていた。

　せ、先輩……なにしちゃってるんですか……

『まずは挨あい拶さつ代わりだ……第二校舎の屋上を見たまえ』

　第二校舎の屋上？

　その言葉にとても不穏なものを感じた俺は、慌あわてて教室を出て廊下の窓に寄り、第二校舎の屋上に視線を投じた。結野と間宮さん、クラスメイトも同じように窓のほうに近づいてくる。

「あ、あれは……」

　俺おれは目を見開いた。

　いつの間にあんなものを作ったのか……屋上に、大きな十字架が立ててある。

　その十字架に――

「た、たたたたた、辰たつ吉きちっ!?」

　辰吉が磔はりつけにされていた。

　ただ磔にされているだけではない。顔面はボコボコで、全身はヒクヒクと危うい感じに痙けい攣れんしている。この上なく満まん身しん創そう痍い、というか明らかに虫の息だった。

　さらに上半身を裸に剥むかれ、その胸には……チョコレートを剣で串くし刺ざしにしたようなマークが大きく描かれてある。

　それは、鬼のように恐ろしい光景だった。

「…………」

　俺も含め、クラスメイトたちはみんな絶句していた。

　スピーカーから声が漏もれる。

『彼は一年生の葉は山やま辰吉。女子に人気のある男子の一人だ。バレンタインデー当日、彼は多くの女子からチョコレートをもらうことだろう。よって我々は彼を、バレンタインデーを活性化させる危険分子と認定し、粛しゆく清せいを実行した』

　クラスメイトたち――特に女子たちが、短い悲鳴を上げる。

「は、葉山くん……いやあ……」

「ひどい、わたしもチョコ渡そうと思ってたのに……」

「〈カカオ・クラッシャー〉……なんて恐ろしい組織なの……」

「辰吉くん……ふにゃあ……」

「ゆ、由ゆ美み!?　大丈夫!?」

　倒れそうになった間ま宮みやさんの体を、結ゆう野のは慌あわてて支える。間宮さんは辰吉に片思いをしているのだ。

　その陰惨な光景を呆ぼう然ぜんとしながら見つめていると――

　屋上の昇降口の扉が開き、そこからぞろぞろと人影が現れた。

　十人近くの集団。

　皆、赤色の軍服っぽい衣装に身を包んでいる。

「あ、あいつらはいったい……？」

　その露骨に怪しげな集団は、辰吉が磔にされている十字架の前に並んだ。

　集団の中央には――

「せ、先輩……」

　石動いするぎ先輩がいた。

　先輩の衣装はほかの奴やつらよりやや豪華な感じで、紫色のマントまで背負っている。

　先輩は両足を肩幅に開き、両腕を組みながら、厳しいまなざしで眼下を睥へい睨げいしている。

　その右隣には一人だけ白衣のみちる先生、左隣には内うち原はらくんが立っている。

　う、内原くん……今日は学校を休んでいたはずなのに……

　放送室は第二校舎の屋上の真下にある。彼らは放送室を不法に占拠してさっきの放送を流したあと、屋上のほうに出てきたのだろう。

　先輩は唇の端を吊つり上げ、見る者をぞっとさせるような威圧的で不敵な笑みを残すと、バッとマントを翻ひるがえし、屋上をあとにした。ほかの生徒たちも先輩の背中に続く。

　クラスメイトの誰だれかが、

「あれが……〈カカオ・クラッシャー〉……」

　と、戦せん慄りつを含んだ声こわ音ねでつぶやいた。

　教室の温度が下がる。

　皆、言いようのない恐怖に胸中を支配されていた。

　俺おれは唾つばを飲み込もうとして、うまく飲み込めなかった。

　石動いするぎ先輩……

　今回は、ちょっと暴走しすぎではありませんか？

「…………」

　重苦しい沈黙。

　その沈黙を突き破るように――

「……ゆるせない」

　すぐそばから、そんなつぶやきが聞こえる。

　声を発したのは、結ゆう野のだった。

　結野はふるふると怒りに震えながら、

「みんなが楽しみにしているバレンタインデーを、暴力と恐怖で潰つぶそうとするなんて……そんなこと、絶対にゆるせないっ！」

　と、大声で言い放はなった。

「ゆ、結野？」

　俺は目を丸くしながらつぶやく。ほかのクラスメイトたちも俺と同じような顔で結野を見つめていた。

　結野はクラスではおとなしい女の子として周囲に認識されている。そんな結野が大声を張り上げ憤いきどおっている姿を見て、みんな驚いているのだ。

「わたしは……」

　結野は凛りんとしたまなざしで、力のこもった声を放った。

「わたしは……美み緒おさんたちには屈しない！　絶対に！」

　凛り々りしく、力強く、頼もしいその姿。

　クラスメイトたちから「おお……」という声が漏もれる。それは、結ゆう野のの瞳ひとみにともった勇壮で荘そう厳ごんな光に不吉な暗雲を払う力を感じたからだろう。

「そ、そうよっ！」

　結野に追従したのは、間ま宮みやさんだった。

　間宮さんは愛する人をボコボコにされた怒りに燃え上がりながら、

「バレンタインデーは恋する乙女たちにとっては最も大事なイベントよ！　だから、わたしは……わたしたちは、必ずバレンタインデーをやり遂とげてみせる！　その邪魔をしようとする〈カカオ・クラッシャー〉。わたしたちは彼らの存在をゆるさない！」

　その言葉に、クラスの女子たちがうなずいて見せる。

　間宮さんは芝居がかった感じで右手を鋭するどく広げ、宣言した。

「わたしたちは恋する乙女の気概を守るため――〈カカオ・クラッシャー〉をぶっ潰つぶす！」

　女子たちが「おーっ！」と右みぎ拳こぶしを振り上げた。




　二月十日。反バレンタインデー組織〈カカオ・クラッシャー〉がバレンタインデー撲ぼく滅めつのための活動を開始すると宣言。一年生でイケメンである葉は山やま辰たつ吉きちを血祭りに上げると同時に、その存在を全校生徒の前に露ろ呈ていする。

　同日、その宣言に反発する一年生の女子、結野嵐あらし子こと間宮由ゆ美みを中心として〈カカオ・クラッシャー〉対抗組織――〈乙女の気概〉が設立される。

　イケメン狩り、バレンタインデー特集が載のった雑誌の焼却、チョコレートの話題をしていた女子への体罰、チョコレート踏み絵など、〈カカオ・クラッシャー〉はその活動を活発にする。

〈乙女の気概〉はそれに武力で対抗。

　校内の至るところで戦闘が勃ぼつ発ぱつする。

　両者の争いは日を追うごとに苛か烈れつになり。

　そして……

「そして――桜さくら守もり高校は、戦場と化してしまったのだった……」

「あなた、虚うつろな表情でなにをぶつぶつ言ってらっしゃるの？」

　俺おれの隣に座る辰吉が、怪け訝げんな表情で尋たずねてくる。

　二月十四日。

　今日は運命のバレンタインデー。

　いま、時刻は午前九時くらいだった。

　下駄箱の裏に、俺と辰吉は背を預けて座っている。

　辰吉は長い髪のカツラを被かぶり、桜守高校の女子用の制服に身を包んでいる。つまり女装しているのだった。これは〈カカオ・クラッシャー〉のイケメン狩りから逃のがれるための処置だった。

　俺おれは虚こ空くうを見つめながら、

「どうして……こんなことになっちゃったんだろうな……」

「ええ……本当ですわね……」

　辰たつ吉きちも俺と同じような表情をしていた。

　遠くから、悲鳴や怒号や断末魔の声、銃声っぽい音や爆発音っぽい音が間かん断だんなく聞こえてくる。校舎の窓ガラスは割られ、校舎の壁面や床には亀き裂れつが入り、校庭にはなんかクレーターっぽいものまで出現していた。

　なんというか、学校は世紀末的な感じに荒れ果てていた。

　一昨日おとといあたりからだっただろうか。桜さくら守もり高校は学校としての機能を完全に停止し、戦場と化してしまった。

〈カカオ・クラッシャー〉と〈乙女の気概〉の争いに巻き込まれることを恐れた教師や一般生徒たちは自主的に登校を中止し、学内に残っているのは血に飢えた両組織のメンバーのみ。当然、授業も行われていない。もうメチャクチャだ。

「つーか……先生たちも酷ひどいよな……」

　下駄箱にこんっと後頭部をくっつけ、言う。

「自分たちの責任を放棄して逃げ出すなんて。せめて警察に連絡ぐらいしろよ」

「それには理由があるらしいですわ」

「理由？」

　俺は首をかしげながら、辰吉のほうを見る。

　辰吉はうなずき、

「〈カカオ・クラッシャー〉の参謀であるみちる先生が、教師たちを脅きよう迫はくしたらしいんですの。警察などに連絡せず、家でおとなしくしていろって。もし連絡したら、いろいろな弱みをバラすぞ……そう言ったらしいですわ」

「脅迫……」

　俺は苦にが々にがしい顔でつぶやいた。

　なるほど。あの人ならそれぐらいやりそうだ。ほかの教師たちの弱みを把握していたというところも、いかにもあの人っぽい。

　辰吉は陰いん鬱うつな表情で、

「……両組織は着実にメンバー数を増やし、いまはどちらも百人を超える大組織になっているらしいですわ。〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーは非モテな男子たちが中心で、〈乙女の気概〉のメンバーは恋する乙女たちが中心」

「へえ……」

「〈カカオ・クラッシャー〉は総統である石動いするぎ貧乳美み緒おをリーダーとして、副リーダーに作戦参謀であるみちる先生、さらにその下に〈四天王〉と呼ばれる四人の強力な幹部がいるらしいですわ。〈乙女の気概〉は結ゆう野の嵐あらし子こをリーダーとして、副リーダーに間ま宮みや由ゆ美み、そしてメンバーを十の隊に分けて編成し、それぞれの隊の隊長を幹部と認定しているみたいですわよ。間宮由美は副リーダーと一番隊隊長を兼任しているようですわね」

「おまえ……すげえ事情通だな」

「定期的に由美に電話して、情報を入手していますのよ。最近は戦局が激しくなって忙しいのか、あんまり電話に出られないみたいですけど……」

「ふうん……」

　いろいろツッコまなければならないところが多いのだが、いまはそんな気力もないので、俺おれはスルーすることにした。

　ちなみに、〈乙女の気概〉は第一校舎の四階を自分たちの本部にしていて、〈カカオ・クラッシャー〉は第二校舎の四階を本部にしている。

　第一校舎と第二校舎はどの階も渡り廊下でつながっているのだが――上空から見ると校舎は『Ｈ』の形になっている――敵の侵入経路を限定するためにいまは一階以外の渡り廊下はすべて封鎖されている。校舎のそれぞれの階の右端と左端近くにある階段は、その片方が同じ理由で使えないようにされてあった。机のバリケードとかで。

　以上、どうでもいい補足説明でした。

「それにしても……」

　辰たつ吉きちはちらりと俺のほうを見て、

「あなたはどちらの組織にも属していないのに、どうしてまだ登校してらっしゃるの？　ここがどんなに危険な場所かわかっているでしょうに……」

〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーたちはみちる先生がデザインした赤色の軍服を着ていて、〈乙女の気概〉のメンバーたちは間宮さんがデザインした薄緑色の戦闘服に身を包んでいた。

　俺と辰吉は軍服も戦闘服も着ていない。

　つまり、どちらの組織にも属していない状態なのだ。

　そのような中立の立場の生徒は、おそらく俺と辰吉しかいないだろう。ほかの中立の立場の生徒たちは自宅に引きこもっているはず。

「それは……」

　俺は少し考え、

「責任を感じてるから、かな」

「責任？」

「ああ……」

　俺はうつむきながら、告げる。

「俺おれは、内うち原はらくんがクラスの女子たちに罵ば倒とうされているときにも、第二ボランティア部の部室で石動いするぎ先輩がバレンタインデーをぶっ潰つぶすと宣言したときにも、その場にいたんだ」

　そのときのことを脳裏に思い浮かべながら、言葉を続ける。

「でも、なにもしなかった。なにもできなかった。もしあのとき、俺がなにか行動を起こしていれば、いまみたいな悲惨な状況にはならなかったんじゃないかと思って……」

「あなた、そんなふうに思ってらっしゃったの……」

「ああ」

　俺はうなずく。

「だから、家でじっとしていることなんてできなかった。それで律義に登校してきてるんだけど……できれば、両組織の暴走を止めたいと思って……」

　俺の気持ち的には、バレンタインデーをぶっ潰すことには大反対。

　つまり〈乙女の気概〉寄りの思想をしていると言える。

　だからといって、〈乙女の気概〉に加入するのにはちょっと抵抗があった。それは、どちらかの組織に入ってどちらかの組織を壊滅させるための活動をすることが嫌だったからかもしれないし、できるだけ後々の禍か根こんを残さない感じで石動先輩と結ゆう野のを仲直りというか元の状態に戻したいと願っていたからかもしれないし、部室での先輩の寂さびしそうな顔がなぜか忘れられなかったからかもしれない。

　が、現状は両組織の戦闘から逃げ回ってるだけ。

　俺がここにいる意味はまったくない。

　俺は辰たつ吉きちのほうに顔を向け、

「おまえはどうしてなんだよ？　おまえだってどっちの組織にも属していないくせに、どうしてこんな危険な場所に登校してきてるんだ？」

「それは……」

　辰吉はぷいっと俺から顔を背けると、

「……あなたがここにいるからですわよ」

「へ……？」

「な、なんでもありませんわっ！」

　辰吉は怒ったような感じで言うと、睨にらみつけるように前方を見つめる。が、その顔は微妙に赤くなっていた。

　俺はしばらくきょとんとしてから、

「そっか……」

　ふっと瞳ひとみをゆるませた。

　こいつは俺のことが心配だから、ここにいるのだ。そういうことなのだ。

　女装して性格が変わってしまっていても、こいつは俺の親友なのである。もし立場が逆だったら、俺おれだって辰たつ吉きちを放ほうっておくことなどできないだろう。

「ありがとな、辰吉」

「ふ、ふんっ！　貴族として当然の行いですわっ！」

　辰吉はさらに顔を赤くしながら言った。

　そのとき――

　俺はそばに人の気配を感じ、顔を上げた。

「……あーん？　貴様ら、そんなところでなにをイチャついてやがるのだぁ……？」

　目の前に、

「う、内うち原はらくん……？」

　眼鏡めがねをかけた小太りな男子、内原くんが立っていた。

　内原くんは軍服の前をはだけ、下に大きく『殺』という文字の書かれたシャツを着ている。あと、この寒空の下、なぜか服の袖そでを破ってノースリーブみたいにしていた。

　そして、一ひと際きわ目を引くのが……肩に担かつぐようにして持たれた、剣というにはあまりにも大きすぎるというか大おお雑ざつ把ぱすぎる感じの、鉄てつ塊かいのような大剣……

　内原くんはにやりと唇を歪ゆがめ、

「ほほう。我が名を知っているというのか」

「いや、だってクラスメイトだし……」

「いかにも！　我は〈四天王〉が一人、〈玄げん武ぶ〉の内原っ！」

　大声で言い放はなつと、内原くんは大剣をぶうんと横に振った。剣風が俺と辰吉の前髪を浮かせる。

　内原くんが〈四天王〉の一人……

　いやまあ、それはいいとして……

「う、内原くん、その武器は明らかに銃刀法違反……」

「むむう？　貴様らは〈カカオ・クラッシャー〉の軍服を着ておらんなあ……」

　内原くんは俺たちをじろじろ眺ながめ、言った。俺の言葉はまったく聞こえていない様子だった。

　内原くんは狂気的な笑みを浮かべながら、

「つまり、貴様らは我が組織に従わぬ者たち……我らの敵であるということかあ……」

　大剣を大きく振り上げる。

　俺と辰吉は思わず抱き合い、ガクガク震えながら、

「ち、ちが……」

「わ、わたくしたちは、その……」

「もんどーむよーっ！　しゅくせーいっ！」

　内原くんは叫ぶように言ったあと、一片の容よう赦しやもなく大剣を振り下ろした。

「ぎょえええええっ！」

「ひいいいいいいっ！」

　俺おれと辰たつ吉きちは慌あわてて左右に逃げる。

　振り下ろされた大剣は――下駄箱を縦に切り裂いていた。

「あ、あああ……」

「ひ、ひいい……」

　俺たちは顔を青ざめさせる。

　こ、こいつ、俺たちをマジで殺そうと……

　俺と辰吉は顔を見合わせ、

「た、辰吉、逃げるぞ！」

「りょ、了解ですわ！」

　脱だつ兎とのごとくその場から逃げ出した。

「にーがーすーかぁあああぁあっ！」

　内うち原はらくんは腹の脂肪を揺らしながら俺たちを追ってくる。

「ぎゃああああああ！　な、なんでこんな目にいいいいいい！」

「さ、最悪ですわああああああああ！」

「ヒャハハハハ――ッ！　待ちやがれえええ――っ！」

　内原くんは大剣をぶんぶん振り回しながら俺たちを追いかける。完全にイッちゃった顔をしていた。

　下駄箱の並ぶ昇降口を出て、第一校舎に。

　廊下を激走する。

「ちょっと庶民！　あの小太りモンスターなんとかしなさいっ！」

「あんなもんをなんとかできるかっ！」

　俺と辰吉は涙目になりながら全力で走る。

　封鎖されていないほうの階段を上がり、二階へ向かう。

　そのときだった。

「あ――」

「えっ？　た、辰吉!?」

　辰吉が階段に足を取られ、転倒した。

　階段の踊り場にうつぶせになって倒れる辰吉。膝ひざでも打ったのか、苦痛に顔を歪ゆがめている。

　少し先行していた俺は踊り場まで戻り、

「大丈夫か、辰吉！」

「大丈夫……ちょっと打っただけですわ……」

「肩を貸すから、立ちあが――」

「うふふ……やっと追いついたぞお……」

　近くで聞こえた不気味な声にぎょっとする。

　内うち原はらくんが、すぐそばに立っていた。

「くくく……追いかけっこは、もう終わりだあ……」

　言って、内原くんは大剣の刃をべろりと舐なめる。

　怖い。

　怖すぎる。

「う、ううう……」

「ひょえええ……」

　あまりの恐怖に動けなくなってしまった俺おれと辰たつ吉きち。

　内原くんは俺の顔をじーっと見つめ、

「貴様……」

　眼光を鋭するどくする。

「えっ？」

「貴様、よく見ると、なかなか整った顔立ちをしているな……」

　内原くんは憎にく々にくしげにつぶやく。

「そんな整った顔立ちに生まれ……そして、こんな綺き麗れいな彼女がいて……」

「い、いや、彼女では……」

　こいつの正体は男なのです。

「貴様は勝ち組だなあ……人生バラ色パラダイスだなああああ……」

　内原くんはこめかみをヒクヒク痙けい攣れんさせながら言った。憤ふん怒ぬの気配が彼の全身を包んでいる。

「え、ええ、えっと、それは完全に誤解……」

「イケメンは敵いいい！　リア充じゆうは敵いいいいいっ！」

　内原くんは憎しみのこもった声で叫ぶと、大剣を真上に振り上げ――

「――お待ちなさい」

　涼やかな声が、内原くんの動きを止めた。

　声は上方から聞こえてきた。俺は慌あわてて顔を上げる。

　踊り場を境さかいにして『く』の字の形のように向きを変える階段。

　二階から踊り場までの階段の途中に立ち、腰までぐらいの手すり越しにこちらを見下ろしているのは、色の白い小柄な美少年。

「ひ……日ひ村むら？」

　発明部に所属している、日村雪ゆき之の丞じようだった。

　日ひ村むらはなんか余裕な感じの表情を浮かべながら、踊り場まで降りてくる。

　彼は薄緑色の戦闘服に身を包んでいる――あれは〈乙女の気概〉のメンバーに与えられる戦闘服だった。

　俺おれは呆ぼう然ぜんとしながら、

「ひ、日村、おまえは〈乙女の気概〉に……」

「はい、そうです」

　日村は軽くほほ笑む。

「意外に思うかもしれませんが、僕ってけっこうモテるんですよ。だから、バレンタインデーは好きなイベントの一つなんです」

　確かに、日村はかなり整った顔立ちをした男子だった。線の細い美少年で、女子に受けそうな外見をしていると思う。

　でも、こいつは……

「それに、バレンタインデーは、乙女たちが好きな男性に自分の気持ちを伝える日……その恋する乙女の中に、五歳くらいの幼女がいるかもしれない。いつか、幼女からの愛の告白とともにチョコレートをもらえる日が来るかもしれない……そんなふうに妄想すると、僕はもう興奮を止めることができなくなってしまうんですよ。あふう」

　こいつは、生きつ粋すいのロリコン野郎なのだ。

「ああ、幼女……君たちは本当に美しい、ハァハァハァ……」

　日村は顔を上気させながらとても気持ち悪いことを言っていた。早く逮捕したほうがいいと思いますマジで。

「そんな夢に溢あふれたバレンタインデーを、僕は絶対に守って見せます。いつか僕にチョコレートをくれるであろう幼女のために」

　そんな幼女は未み来らい永えい劫ごうあらわれないと思うのだが……

「日村……」

　内うち原はらくんはつぶやくと、日村に鋭するどい視線を向け、

「日村雪ゆき之の丞じよう。貴様が〈乙女の気概〉七番隊隊長か……多くの同胞を屠ほふった、悪名高き幼女マイスター……」

「人のことは言えないんじゃないんですか、〈玄げん武ぶ〉……」

　二人は激しく睨にらみ合う。

　内原くんはゆらりと大剣を構え、

「貴様、なかなかのイケメンであるなあ……イケメンは滅めつ殺さつ……」

「ありがとうございます。あなたはなかなか醜みにくい外見をしてらっしゃいますね」

「くくく……言いおるわ……」

　内原くんの全身から圧倒的な闘気が膨ふくれあがる。そして殺気も。

　人のものとは思えない高密度の殺気。

　その殺気を受けた日ひ村むらの顔色が変わる。

「ほほう……噂うわさ以上の闘気と殺気……」

　日村はおもむろにポケットに手を入れると、そこからなにかを取り出した。

　それは写真だった。

　五歳くらいの女の子が、笑顔で砂遊びをしている写真だ。

　日村はくわっと両目を見開き、その写真を凝視すると――吼ほえた。

「ふおおおおおっ！　幼女成分チャージいいいい！」

　その瞬間、日村の肉体から不可視のオーラが立ち昇った。

　日村はにやりと獰どう猛もうな笑みを浮かべると、不敵に告げる。

「ふうう、戦闘準備完了……ロリロリロリ……」

「おもしろい」

　内うち原はらくんは心から楽しそうにつぶやくと――日村に向けて大剣を振り下ろした。

　両者の闘気が衝突し、大気を震わせる。

　そして、人外のものどうしの、あまりにも激しすぎるバトルが開始された。

「た、辰たつ吉きち、いまのうちに逃げるぞ……」

「わ、わかりましたわ……」

　俺おれと辰吉はこっそりと一階に下りると、ダッシュでその場から逃げ出した。

「む、むう！　攻撃があたらん！」

「警察の職務質問から何度も逃げ切った僕の機動力、侮あなどってもらっては困ります！」

「なるほどな……ふははははは！　楽しい、楽しいぞ日村ああああ！」

「ふふ……あなたこそ本物のバーサーカーだ……」

　二人の会話を背中で聞きながら、思った。あいつらは間違いなくアホだ。




「はあ、はあ、はあ……こ、ここまで来れば大丈夫だろ……」

「そ、そうですわね……」

　第二校舎の裏。

　校舎の壁面の隅のほうに背中を預けるようにして、へたり込む。

「さっきは……マジで死ぬかと思った……」

「わ、わたくしもですわ……」

　二人とも肩で息をしている。

　顔色はもう最悪だった。

　俺は乾いた笑みを浮かべながら、

「なんかもういろいろと間違ってるよな……世界観とか……」

「……同感ですわ」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……おお、悪い。いまちょっと気絶してた。ショックすぎて」

「……わたくしも、精神が別世界に逃避してましたわ」

　言ったあと、二人でため息をつく。

　もう何度目のため息だろうか。

「はあ……本当に疲れましたわ……」

　そう言って、辰たつ吉きちは俺おれの肩に頭を乗せてきた。

「お、おい、辰吉」

「ふう……」

　辰吉は俺の体に寄りかかるようにして、切なそうな吐息を漏もらす。

　すぐ隣にある辰吉の体温。

　不覚にも俺はドキドキしてしまった。男の辰吉相手に。

　どうやら俺もかなり疲れてるらしい。

「た、辰吉、ちょっと離れろ」

　俺はやや強引な感じで辰吉の体を押しのける。このまま辰吉と密着しているのは危険なような気がしたのだ。

「なんですの、ちょっとぐらい……ははーん……」

　辰吉はおもしろいオモチャを見つけたときみたいな顔で、

「あなた……」

　じーっと俺の顔を見つめてくる。

「な、なんだよ？」

「いま、わたくしに欲情したんじゃなくて？」

「はあ!?」

　俺は慌あわてながら、

「なに馬ば鹿かなこと言ってやがる！」

「恥じることはありませんわよ。このビューティー貴族であるわたくしに欲情してしまうのは思春期の男の子として当然の反応ですわ」

　にまにま顔で言ってくる辰吉。

「当然の反応じゃねえよ！　おまえは男じゃねえか！　男なんかに欲情するか！」

　そう言うと、辰吉はむーっと不機嫌そうな顔で、

「……いまのセリフは、ちょっとカチンときましたわ。プライドが傷つきましたわ」

　そして――ぐいっと肩を強く押される。

「え……？」

　俺おれは辰たつ吉きちに押し倒されるようにして、仰あお向むけに倒れてしまっていた。

　辰吉は四よつん這ばいの格好で俺の上に覆おおい被かぶさっている。

「た、辰吉？」

　いったいなにを……

　辰吉は右手を俺の頬ほおに添えると、

「本当に欲情しないかどうか……試してみましょうか……？」

　妖よう艶えんで魅惑的な微笑をたたえながら、鼓膜を愛あい撫ぶするような囁ささやき声で告げてくる。

　俺の体温は急上昇してしまう。

　これはやばい。いろんな意味でやばい。

　そう思って内心あたふたしていると――

「や、山やま口ぐち、しっかりしろおおおお！　き、傷は浅いぞ！」

「へ、へへ……どうやら、もうダメみたいだ……」

　ちょっと離れたところから、そんな声が聞こえてくる。

　俺と辰吉はぱちくりと両目をまばたかせる。












　同時に、いまはこんなことをしている場合じゃないと気付き、急いで離れた。

「いまの声は……」

「確かこっちのほうから聞こえてきましたわよ」

　声が気になった俺おれと辰たつ吉きちはこそっと移動し、校舎の端から顔だけを出すようにして、そちらのほうをうかがった。

〈カカオ・クラッシャー〉の軍服に身を包んだ男子。それが二人。

　一人はなんか満まん身しん創そう痍いな感じで地面に倒れている。もう一人の男子は、彼を抱きかかえながら泣きそうな顔をしていた。「山やま口ぐち、しっかりしろ！」と何度も声をかけている。

　彼らの周囲には戦闘の爪つめ痕あとが色濃く残っていた。どうやら、ちょっと前までここらは両組織のメンバーが争う戦場となっていたらしい。

「や、山口、どうして俺なんかを庇かばって……」

「さあな……体が、勝手に動いちまったんだよ……」

「山口、おまえって奴やつは……」

「へへ……」

　倒れている男子――山口くんというらしい――は、どこか満足そうな顔をしていた。

　そして、

「お、俺はここまでのようだ……あとのことは、頼んだ……」

「山口っ！」

「頼む、必ずバレンタインデーを潰つぶしてくれ……非モテな男子に絶望をあたえるだけのあのイベントを……せ、世界を、変えてくれ……」

「山口！　おいっ、山口っ！」

　その光景を見つめる俺と辰吉は、なんとも言えないような表情をしていた。

　そのとき。

　向こうのほうから、こちらに歩いてくる集団が。

　俺は目を見開く。

　その集団の先頭に立っていたのは、亜あ麻ま色いろの髪を長く伸ばした超絶美少女、石動いするぎ先輩――〈カカオ・クラッシャー〉の総統だった。隣には、白衣姿のみちる先生もいる。

「い、石動先輩……みちる先生……」

　俺はつぶやく。

　石動先輩を先頭にした〈カカオ・クラッシャー〉の集団は、山口くんたちのそばで立ち止まった。

「ああ、み、美み緒お総統……」

　山口くんはかすれた声を落とす。

　先輩は山口くんの前で膝ひざを折ると、

「貴君の名は？」

「えっ？　お、俺おれの名前は……山やま口ぐち晴はる樹きですが……」

「山口晴樹……」

　先輩は噛かみしめるように言ったあと、優しい目で、

「貴君の名は、あたしの胸の中で生き続けるだろう。永遠に」

　と、告げた。

「おお……な、なんと、もったいないお言葉……」

　山口くんはぼろぼろと涙をこぼしていた。

「こ、これで、心おきなく……逝いける……」

「や、山口？　おい……やまぐちいいいいいっ！」

　山口くんはがくっと頭を垂らしていた。

　いや、いくらなんでも本当に死んでるわけはないと思うんだけど……たぶん……

　石動いするぎ先輩はすっと立ち上がったあと、

「つらいわ……」

　苦痛に耐えるような表情で、言った。

　隣にいるみちる先生が、

「美み緒お。つらいのはわかるが……」

「ええ、大丈夫よ。あたしは……やり遂とげてみせる……」

　先輩たちが再び歩き出そうとしたとき。

「――美緒さんっ！」

　そんな大声が響き渡った。

　先輩たちは弾はじかれたように顔を上げる。

　いつの間に、そこにいたのか――

　先輩たちから五メートルほど離れたところに、二つの人影が。

　あれは……

「ゆ、結ゆう野のと……間ま宮みやさん……」

　先輩たちを見つめているのは〈乙女の気概〉のリーダーである結野と、副リーダーと一番隊隊長を兼任している間宮さんだった。

　ざわり、と〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーたちの空気が変わる。

　肌に突き刺さりそうなきわどい緊張感が場を支配する。

　両組織のリーダーが同じ場所に立つ……こんな事態は、この戦争がはじまって以来はじめてのことではないだろうか。おそらく。

「嵐あらし子こ……」

「美緒さん……」

　二人はしばし見つめ合う。

　結ゆう野のはなんだか泣きそうな顔をしながら、

「美み緒おさん……お願いです、バレンタインデーをぶっ潰つぶすなんてことはやめてください」

「嵐あらし子こ、あなたまだそんなことを……」

　と、隣にいる間ま宮みやさんが微かすかに目を見開きながら言う。

「お願いです！　美緒さん！」

「嵐子……」

　石動いするぎ先輩はふっと哀かなしげな笑みを浮かべたあと、

「あんたは甘いわね……本当に、甘い……」

　その笑みを不敵なものに変え、結野を睨にらみつける。

「本当に甘い――まるでチョコレートのように……」

「み、美緒さ――」

「嵐子。いまさらそんなことは無理よ。あたしたちは……あまりにも血を流しすぎた……」

「…………」

　結野は無言で唇を噛かみしめる。

　やがて、

「わかりました……」

　結野は瞳ひとみに涙をにじませながらも、決然とした表情で告げる。

「わたしも……もう迷いません。今日、すべての決着をつけましょう」

「ええ、今日……バレンタインデーに、すべての決着を」

　両リーダーの瞳に宿る決意と覚悟。

　そして、

「でも、このまま泥沼の争いを続けても、今日中に決着をつけることなんてできません。だから、一つ提案があります」

　結野は言うと、懐ふところからすっとなにかを取り出した。

　それは――一輪の赤い薔ば薇らの花だった。

　結野はそれを先輩のほうに放ほうり投げる。

　放物線を描えがいて向かってきた赤い薔薇を、石動先輩は片手で受け取った。

「これは……？」

　先輩は訝いぶかしげな顔をしながら、赤い薔薇を見つめる。

　結野はもう一度懐に手を入れ、今度は白い薔薇を取り出した。

　その白い薔薇を自分の左胸に挿す。

「美緒さんの赤い薔薇と、わたしの白い薔薇……」

　結野は告げる。

「両組織のリーダーの胸につけられた薔ば薇らの花……これを先に散らしてしまったほうが負まけということにしませんか？」

「なるほど……」

　先輩はつぶやくように言う。

「この薔薇の花を勝利条件にしようってわけね」

「はい、そうです」

　結ゆう野のはうなずく。

「このまま殲せん滅めつ戦せんを続けていても、今日中に決着をつけることはたぶんできない。でも、この条件なら……」

「狙ねらうのはリーダーの胸につけられた薔薇の花だけ。まあ、全滅したほうが負けとかよりも早く決着がつくわね、きっと」

「はい。それに、そのほうがお互いの犠牲も少なくすむはずです」

「ふむ……」

　石動いするぎ先輩は確かめるように赤い薔薇を眺ながめたあと、

「いいわ。その条件でやってやろうじゃないの」

　言って、自分の軍服の胸ポケットに赤い薔薇を挿した。

「美み緒お。相手の出した提案にそんな簡単に乗っては……」

「いいじゃない。条件は五分と五分よ」

　先輩はみちる先生の忠告を軽く受け流すと、結野を見つめ、

「薔薇の花を散らしてしまったほうが負け……それでいいのね？」

「はい」

「薔薇の花を散らす手段はなんでもアリ。どんな方法や手段であっても、あとから文句はなし」

「当然です」

「よし……じゃあ、それでいきましょう」

　先輩はにやりと笑みを浮かべる。

　結野はしばしのあいだ先輩を見つめたあと――

　間ま宮みやさんを引き連れ、その場を去っていった。

〈カカオ・クラッシャー〉の集団の一人が、みちる先生に向かって、

「追いますか？」

「やめておけ。いまこの場にいる手て駒ごまでは間宮由ゆ美みには勝てない。それに、ここで追うのはあまりにも無ぶ粋すいだ。そんなことより――」

　みちる先生は先輩に顔を向け、

「美緒。参謀として、一つ作戦の提案があるのだが」

「なに？」

「砂さ戸ど太た郎ろうを人質にするという作戦だ」

　その言葉に、俺おれは声を上げそうになった。慌あわてて両手で口を塞ふさぐ。

　お、俺を人質って……なんで……

　先輩は首をかしげながら、

「ブタロウを人質に？」

「そうだ。砂戸太郎は嵐あらし子このアキレス腱けん。人質としてうまく使えば、戦局を優位にすることが可能だろう」

　と、みちる先生。

　先輩はしばし逡しゆん巡じゆんしたあと、

「それは……一理あるわね。でも、ブタロウの奴やつはあたしたちの組織にも嵐子の組織にも属してないらしいじゃない。だったら、学校内にはもういないかも……」

「いや。彼はきっと学校内のどこかにいる。彼はそういう人間だ」

「そうね……そうかもしれないわね……」

　先輩はうなずき、

「わかったわ。その作戦を承認する」

「了解だ。――全メンバーに通達。学校内に潜伏している砂戸太郎という名の男子生徒を捕獲しろ。無論、生きたままだ。捕獲に成功した者には、総統が直じき々じきにご褒ほう美びを与える」

　みちる先生が集団に向けて告げる。

　俺と辰たつ吉きちは青い顔を見合わせると――

　急いでその場から逃げ去った。



















第二話　間奏　～砂さ戸ど家・バレンタインデーの朝～







　広い、天てん蓋がいつきのベッド。

　その上に俺おれはいた。

　そして目の前には、超絶的な美少女がいる。

　長く伸びた亜あ麻ま色いろの髪。陶とう磁じのような白くてなめらかな肌。桜色の小さな麗うるわしい唇。魅惑的な二ふた重えの瞳ひとみ。もはや伝説級とさえ言えるような美しい少女。

「い、石動いするぎ先輩……？」

　ベッドの上にぺたんという感じで座り込んでいる先輩は、なぜかネグリジェにその身を包んでいた。

　裾すその短い、透明感のあるネグリジェ。

　先輩はそれしか着ていないように見える。

　なんというか……目のやり場に困る格好だった。

「ブタロウ……」

　先輩は四よつん這ばいになるような感じで俺に顔を近づける。

　せ、先輩……

　そんな格好をすると、胸元が……

　顔が熱くなり、ドキドキと鼓動が速くなってしまう。

　間近にある先輩の瞳が、泣き出しそうに歪ゆがみ、

「ブタロウ、お願い……」

　囁ささやくような声で懇こん願がんしてくる。

「〈カカオ・クラッシャー〉に加入して。あたしの味方になって」

「え……？」

　あまりに予想外のセリフだったので、俺はぽかんとしてしまった。

「お願い。あたしには、あんたが必要なの……」

　先輩は必死な表情で訴えてくる。

「…………」

　俺はなにも言えず、ただ先輩の顔を見つめる。

　あんたが必要なの――まさか、先輩の口からこんな言葉が聞ける日が来るとは。

　もしかして……これは夢なのか？

　そのとき。

「――っ!?」

　俺おれの手のひらを、なにかあたたかいものが包み込んだ。

　それは、先輩の両手だった。

　先輩はきゅっと俺の右手を握ると、それを胸元に持って行く。

「せ、先輩……？」

　俺はうろたえながらつぶやく。

「あたしね……」

　祈るような格好で続ける。

「あたしね……やっと、自分の気持ちに気付いたの……」

「へ？　じ、自分の気持ち？」

「……うん」

　先輩はこくりと小さくうなずく。少し頬ほおを赤らめながら。

　それは、反則的にかわいらしい仕草だった。

「ブタロウは、あたしがどんなにメチャクチャなことをしても、あたしから離れようとはしなかった。いつもあたしを心配してくれた。あたしのために必死になってくれた。あたしをたすけてくれた。あたしを救ってくれた」

　先輩は顔を上げ、俺をまっすぐ見つめてくる。

「あたし、そんなあんたのことを、いつの間にか……」

「先輩……」

　美しく潤うるんだ瞳ひとみが、俺の心を掴つかむ。

　俺の体温は急激に上がっていった。

「あたし、いつの間にか……」

　そのあとの言葉は続けず。

　代わりに――

　先輩は、すっと両目を閉じた。

「ほへ……？」

　俺は困惑した。

　微かすかに顎あごを上げ、唇をこちらに向けてくる。

　先輩は両目を閉じたまま、なにかを待っている。

　顔は赤く染まり、長い睫まつ毛げがふるふると震えていた。

「…………」

　俺は……

　なにか魔的なものに誘われるように、自分の唇を先輩の唇に……

　と――

「――おまえなにしようとしてんだ、ブタ。キモっ」

　先輩は瞼まぶたを開け、言った。

「え……？」

「調子に乗ってんじゃないわよ、このクソブタが」

　先輩はすくっと立ち上がると、俺おれを見下ろしながら罵ば倒とうした。

　いきなりの豹ひよう変へん。

「あの、先輩……」

　おどおどしながら言う。

「あたし……やっと自分の気持ちに気付いたのよ」

　両手を腰に当て、続ける。

「あたしってば……」

　先輩の右足が高く振り上げられ――

「あんたのことを――死ぬほどキモいと思ってたのよっ！」

「びっぐずりいぁあ――っ!?」

　振り下ろされた踵かかとが、俺の顔面にめり込んだ。

　吹っ飛ぶように下がった後頭部がベッドの上でバウンドする。気が狂うほどの快楽が全身を駆けめぐり、俺の精神はもうダメになった。うふふ。

　大の字になって倒れながら、悦楽の笑みを浮かべる。

　先輩は神からの贈り物としか思えないほど素晴らしくサディスティックな瞳ひとみで俺を見下ろしながら、

「ふん、なに気持ちよくなっちゃってるのよ。このド変態が」

　ぐりぐりと俺の腹を踏んづけてくれました。ナイス！

「あ、ああああ！　はあ、はあ、はあ……」

「ああキモい、マジでキモすぎるわ」

　先輩は俺の前で膝ひざを折ると、左手で俺の髪の毛を乱暴に掴つかんだ。

　そして。

　先輩の右手には、いつの間にか大きなヤカンが握られている。

　先輩はヤカンの注ぎ口を俺の口の上に持ってくると、

「あんたみたいなキモブタには――おしおきよっ！」

　と叫びながら勢いよくヤカンを傾けた。

　ヤカンの注ぎ口から出てきたのは、黒茶色の液体。

　その液体は、甘い匂においを放はなっていて、あと尋常じゃないほどに……

「じ、尋常じゃないほどに熱いいいいいっ!?　あぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ！」

「あーはっはっはっ！　あんたみたいな醜みにくいブタには『ホットチョコレートで気管をダイレクトに攻撃の刑』よ！」

「あ、あぼぼぼぼぼぼぼ！　き、きき、気管が焼けただれるよおおお――はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……」

「身み悶もだえなさい！　もっと身悶えなさい！　あーはっはっはっはっはっ！」

「ごべぼぼあぶぶぶぶ――っ！　ホットチョコレートが気管から肺に……こ、ここここ、このままじゃあ、熱々のホットチョコレートで溺でき死し――」




「熱々のホットチョコレートで溺死しちゃうよおおおおおお――っっ！」

　叫びながら、俺おれは上半身を起こした。

「はあ、はあ、はあ……えっ？　あ、あれ？」

　俺がいるのは、見慣れた自分の部屋。

　そのベッドの上だった。

「えーっと……」

　右手で頭を抱えながらつぶやく。

「い、いまのは……夢だったのか？」

　もしかして夢なのかと思っていたら、本当に夢でした。

「そっか……夢だったのか……」

　夢の中にも石動いするぎ先輩やチョコレートが出てくるとは……

「やれやれ……」

　俺は軽く頭を振る。

　窓からは陽光が斜めに進入してきている。どうやらまだ夜が明けたばかりらしい。

「今日は二月十四日……バレンタインデーだ……」

　混乱と混沌の原因となった運命の日。

　ゆっくりしてはいられない。〈カカオ・クラッシャー〉と〈乙女の気概〉の戦いを止めるため、早く学校に向かわないと。

　決然とした面おも持もちでベッドから降りようとした、そのとき――

　何気なくベッドの上に置いた左手が、なんかふにゃんとしたものに触れた。

「ぬおう!?」

　俺は慌あわてて手をどける。

　こ、この感触は、まさか……

　そして俺は気付いた。ベッドに誰だれかが寝ていることに。

　俺はヒクヒクこめかみを痙けい攣れんさせながら、

「あ、姉貴！　また俺おれのベッドに忍び込みやがって――」

「……太た郎ろうお兄ちゃん」

「へ？」

　ベッドに寝ているのは、姉貴ではなかった。母さんでもない。

　――見慣れない制服に身を包んだ、長身の美少女。

　光を通すと金色に輝いているように見えるほど綺き麗れいな髪をした、色の白い少女だった。モデルのような八頭身で大人おとなっぽい姿をしているが、表情はどこかあどけない感じがして、その不思議なアンバランスさがより彼女を魅力的にしている。

　俺は驚きながら、言う。

「え……な、七なな葉はちゃん？」

　この少女は、俺の従姉妹いとこである砂さ戸ど七葉ちゃんだった。

　ベッドに横になっている七葉ちゃんは、両腕を組むような感じで胸の辺りを隠し、恥ずかしそうに頬ほおを赤く染めている。

　その表情を見て、俺はハッと気付いた。

「あ……」

　さっき俺が触ったのは、七葉ちゃんの胸……

「ご、ごめん、七葉ちゃん！　わざとじゃないんだ！」

　テンパりながら必死にあやまる。

　七葉ちゃんはやわらかくほほ笑んで、

「んーん、いいよ。……太郎お兄ちゃんにだったら、いくら触られても」

　言うと、ゆっくりと上半身を起こした。

「で、でも、どうして七葉ちゃんがここに……」

　俺は首をかしげながら尋たずねる。

「えっとね……」

　七葉ちゃんは軽く握った右みぎ拳こぶしで口元を隠すようにして、もじもじと、

「どうしても太郎お兄ちゃんに会いたくて、始発電車に乗ってやって来たの。学校が終わるまで我慢できそうになかったから、この時間に……」

　七葉ちゃんは大人っぽい姿をしているが、まだ中学一年生だった。砂戸家から電車で一時間ほど離れた場所に住んでいる。

「こんなところにいて……学校は大丈夫なのか？」

「うん、大丈夫。急げば間に合うから。間に合わなかったら、体調が悪くて病院に行ってましたとか言っちゃえばいいし」

　七葉ちゃんはいたずらっぽく笑う。

「だけど、どうして俺に会いに……」

　訊きくと、

「だって……今日は、特別な日だから」

　七なな葉はちゃんは上うわ目め遣づかいで言った。

　俺おれのほうににじり寄ってくる七葉ちゃん。

　綺き麗れいな光沢をした瞳ひとみで見つめてくる。

　ほんと……我が従姉妹いとこながら、整った顔立ちをした女の子だと思った。

　つ、つーか顔が近い……

　こんなに近いと、俺のほうが照れて赤くなってしまう。

　俺は七葉ちゃんから顔を逸そらしながら、

「特別な日って……」

「今日は、バレンタインデー」

　と、いまの俺には憂ゆう鬱うつの材料でしかないイベントの名前を発した。

「だから、あたしは太た郎ろうお兄ちゃんに会いに来たの。太郎お兄ちゃんに、チョコレートを渡したくて……あたしは、太郎お兄ちゃんのことが大好きだから……」

　顔を真っ赤にして、はにかむような笑顔を浮かべながら、

「太郎お兄ちゃん……な、七葉の本命チョコレート、受け取ってくれますか……？」

「……七葉ちゃん」

　俺は微妙に疲れた顔をしながら告げる。

「――いい加減、猫かぶりはやめないか？」

「え？」

　七葉ちゃんは心底意味がわからないという表情で、首を傾ける。

「いや、七葉ちゃんが猫かぶりしているのはもうバレてるし。だから、もうやめてくれ」

　そう告げると――

　七葉ちゃんの表情がみるみる仏ぶつ頂ちよう面づらになり。

　それから、鋭するどく「カスが」と言った。

「…………」

　わかっていた変化だったが、なんか悲しくなった。

「あーあ……」

　と、舌打ち混じりの声。

　七葉ちゃんはベッドの上で胡座あぐらをかき、ジト目で俺を見てくる。

　清純で愛らしい感じの雰ふん囲い気きは一瞬で消え去り、腹黒く攻撃的な本性が前面に押し出される。

　七葉ちゃんは髪をかき上げ、

「まったく……太郎お兄ちゃんは馬ば鹿かなんだからおとなしく騙だまされてりゃあいいのに。チョーうざいんですけどマジで」

「いや、もう正体を知ってるんだから、騙だまされるわけは……」

「太た郎ろうお兄ちゃんって脳みそナッシングな感じだったから、正月のことなんて忘れてるって思ってたのに。マジＫＹだよこいつ。あり得なくね？」

「…………」

　俺おれは残念な気持ちでため息をついた。

「なにため息ついてんのよ」

　苛いらついた顔で言うと、

「感じわりー」

　七なな葉はちゃんは俺の腹を蹴けってきた。

「おぶう!?」

　ぐ、ぐおお、猛烈に痛い……

　身内以外の女性に加虐を受けるとマゾヒスト体質が目覚めてしまう俺だったが、七葉ちゃんからの加虐には反応しなかった。従姉妹いとこだから身内という意識が強いのだろう。

「んじゃ、これ。チョコレート」

　七葉ちゃんは面倒くさそうに言うと、ポケットから取り出したチョコレートを俺のほうに差し出してきた。けっこうちゃんとしたチョコレートだ。

「このチョコレートあげるから、太郎お兄ちゃんはあたしに惚ほれてね。……あ、惚れたあとはチョコレート返してほしいんだけど。そのチョコけっこう高かったんだから。つーかもう返せ」

　言うと、七葉ちゃんはチョコレートを再びポケットにしまう。返す返さない以前に、俺の手には一度も渡っていない。

「…………」

　俺は思わず苦にが々にがしい顔つきをしてしまう。

「なにその顔？　なんか感じ悪いんですけど」

「えーっと……俺が七葉ちゃんに惚れるのは、無理です」

「ああ？」

　七葉ちゃんは怖い顔で俺を睨にらみつける。

「なんでよ？」

「なんでって……七葉ちゃんは従姉妹だし、それに性格が悪いというか裏表の差がひどいというか七葉ちゃんは俺のこと別に好きじゃないだろ？」

　尋たずねると、

「当たり前じゃん。なんであたしが太郎お兄ちゃんを好きになんなきゃならないのよ。あり得ないって」

　半笑いで告げる。

「そ、そんなこと言う子に惚ほれるのは不可能というか……」

「わけわかんない」

　七なな葉はちゃんは首をひねると、自信満々な感じで、

「だって、あたしってばこんなにカワイイのに。こんなにカワイイんだから従姉妹いとことか性格とかカンケーなく自動的に惚れちゃうでしょ男の子なら」

　と、言った。

「…………」

「なに呆あきれた顔してんだよ。イラッ」

「い、いてえ！　蹴けらないでくれよ！」

「つーわけであたしに惚れなさいよマジで。太た郎ろうお兄ちゃんがあたしにベタ惚れしてくれなきゃ、あたしの復ふく讐しゆう計画がうまくいかないんだから」

　七葉ちゃんが不満そうに言った。

　そのとき。

　七葉ちゃんの表情がふいに鋭するどさを帯びた。

　そして、

「へ……？」

　七葉ちゃんは俺おれの襟首を掴つかみ、強引に前に引っ張った。

　俺は前のめりになる。

　ベッドに両手をつき、体を支えた。

　七葉ちゃんはそのままベッドの上に仰あお向むけになる。

　四よつん這ばいの格好になっている俺の下に、七葉ちゃんが仰向きで寝ている格好。

　七葉ちゃんは潤うるんだような瞳ひとみで俺を見つめてくる。頬ほおを赤く染め、なぜか猫かぶりモードを発動中。

「七葉ちゃん？」

　その行動の意図がわからず首をかしげたと同時――

　俺の部屋のドアが勢いよく開いた。

「太郎ちゃーん！」

「太郎さぁーん！」

　部屋に侵入してきたのは、さらさらの髪を肩の辺りまで伸ばした幼い顔立ちの女性と、長い髪を首の後ろで結った穏やかな雰ふん囲い気きの女性。

　俺の姉と母でございました。

「太郎ちゃん太郎ちゃん、今日はバレンタインデーだよねっ！　わたし、愛する太郎ちゃんに特別なチョコレートを渡しにきたんだよー！」

「私だってすんごいいい感じのチョコレートを持ってきたんですよっ！　太た郎ろうさんへの愛を込めた素晴らしいチョコレートを！」

　突進するように部屋に入ってきた二人は――

「え……？」

「は……？」

　ベッドのほうを見て、硬化した。

　ベッドの上にいる俺おれと七なな葉はちゃんを見て。

「た、太郎お兄ちゃん……」

　七葉ちゃんはどこか切なそうな声で告げる。

「い、いきなりベッドの上に押し倒してくるなんて……七葉はまだ中学生なのに、いったいなにをするつもりなの……？」

　七葉ちゃん、なにを言って――

　そこで俺はハッと気付いた。

　そうか。

　七葉ちゃんは姉貴と母さんの気配を事前に察知したから、こんなことを……

「た、たた、たろうちゃんと、ななはちゃん……」

「ふ、ふふ、ふたりはベッドのうえでなにを……」

　姉貴と母さんは立ったままビクビク痙けい攣れんしている。

　とてもやばい表情をしていた。

「くくく……ショックを受けてやがるわ。チョー気持ちいいんですけど」

　七葉ちゃんは邪悪な顔をしながらつぶやいていた。

　七葉ちゃんは子供の頃ころ、姉貴と母さんにとても酷ひどい目に遭あわされたらしいのだ。

　それをずっと恨んでいて、二人に復ふく讐しゆうしようと誓った。

　その復讐方法というのが、二人が溺でき愛あいしている俺を自分に惚ほれさせ、二人の前でイチャイチャラブラブな感じを見せつけることによって、姉貴と母さんを嫉しつ妬と心しんで身み悶もだえさせようとするものだったのだ。

　どうやらその復讐計画はいまも継続中らしい。

「あ……し、静しず香かお姉ちゃんと、智とも子こおばさん！」

　七葉ちゃんはいま二人に気付きましたという感じで、がばっと上半身を起こす。

「え、えっと、これは、その……」

　顔を赤く染めながら、激しくうろたえている。

　もちろんこれも演技なのだが。

「違うんです……悪いのは、あたしなんです……」

　泣き出しそうな表情と声で言う。

「思春期の男の子の部屋に、なんにも考えずに入ってしまったあたしが悪いんです。太た郎ろうお兄ちゃんは悪くないんです……ハァハァ言いながら押し倒してきたのは太郎お兄ちゃんなんだけど……」

「た、太郎ちゃんが……！」

「お、押し倒した……!?」

　姉貴と母さんの表情はさらにやばくなった。

　俺おれは慌あわてて立ち上がり、

「ち、違う！　いまのは七なな葉はちゃんの嘘うそだ！」

　なんて危険な嘘をつくんだ、この子は。

　姉貴と母さんは、七葉ちゃんに裏の性格があることにまだ気付いていない。だから、彼女の嘘に簡単に騙だまされてしまう。

「そ、それにしても――」

　七葉ちゃんはうつむきながら恥ずかしそうに、

「驚いちゃった……太郎お兄ちゃん、キス、うまいんだね……」

　思わずという感じでつぶやく。

「ハッ……あ、あたし、なんてはしたないことを……」

　両手を自分の頬ほおに触れさせながら、さらに顔を赤くする。この子、女優になれたりするんじゃないですかマジで。












　その言葉を聞いた姉貴と母さんは、

「キ、キキキキキ、キス!?」

「う、うううまいんだね!?」

　絶叫しながら体を仰のけ反ぞらせた。

　二人はぷるぷる全身を震わせながら、

「お、おお、お母さん。いまのは、いったい、どういう意味……？」

「し、しし、静しず香かさん。そんなこともわからないんですか？　い、いまのは『太た郎ろうお兄ちゃん、魚のキスって美お味いしいんだね』って七なな葉はちゃんが確認しただけですよ」

「な、なるほど！　魚のキスの感想だったんだね！　そっか、よく考えたらそうに決まってるよ！」

「ええそうです！　きっと、二人でキスの天ぷらでも食べていたんでしょう！」

　そんな二人を、七葉ちゃんはにやにや見つめ、

「とっても情熱的なキスで……すごく気持ちよかった……」

「情熱的なキス!?」

「すごく気持ちよかった!?」

　姉貴と母さんの全身から大量の汗が噴き出す。

「お母さん！　いまのは……」

「きっと、情熱的なほど新鮮で活いきのいいキスだったということでしょう！」

「なるほど！　でも、なんであんなエロい顔をしながら気持ちよかったとか……」

「それは、七葉ちゃんが魚を食べることで性的快感を得ることができる性せい倒とう錯さく者しやだからに決まってますよ！　だから、あんなエロい顔ができるんです！」

「そうだったんだね！　七葉ちゃんは異常だね！」

「ええ！　ほんと、親しん戚せきとして恥ずかしいです！」

　ますます壊れていく二人を見つめ、七菜ちゃんはさらに告げる。

「舌もあんなに絡からめてきて……」

　姉貴と母さんが吐血した。

「シシ、シタモ、アンナニ、カラメテキテ……？」

「う、うろたえることはありませんよ、静香さん」

「で、で、でも……」

「し、知らないんですか？　シタモアンナニカラメテキテ――これは古代チアキニフマーレタイーン語で『非通知のワン切りって意味わかんなくね？』という意味なんですよ！」

「な、なあんだ、そういう意味だったんだ！　お母さんはさすが翻訳家だね！　あははは、安心したよー！」

「うふふふふふふ！」

「あはははははは！」

　……なんか痛々しい。見ているだけで痛々しい。

　七なな葉はちゃんは、姉貴と母さんがショックを受けている姿を眺ながめながら「ふおおお……」と悦楽の声を発していた。ある意味、性せい倒とう錯さく者しやっぽかった。

　それから、

「あの……」

　七葉ちゃんは心配そうに二人を見つめる。

「大丈夫ですか？　ごめんなさい、あたしが変なこと言っちゃったから……」

　素晴らしい猫かぶりだった。

　姉貴と母さんはビキビキとこめかみを引きつらせながら、

「だ、大丈夫……大丈夫だから、ちょっとわたしの視界に入らないで……」

「そ、そうです……なんか、反射的に殺してしまいそうで……」

　まったく大丈夫じゃなさそうだった。

　七葉ちゃんは、

「あー、死ぬほど楽しいんですけど」

　二人から見えないところで、悪い笑みを浮かべている。

　もうそろそろフォローしないと、いろいろやばいな……

　俺おれは姉貴と母さんに向かって真剣な顔で、

「本当に、さっきのは誤解というかちょっと悪い偶然が重なってしまっただけなんだ……だから二人とも冷静になれ。吐血とかするな。従姉妹いとこに殺気を向けるな」

　言うと、二人は、

「わかったよ……太た郎ろうちゃんがそう言うなら……」

「ええ……深呼吸して心を落ち着けます……」

　二人はなんとか平静な表情を取り戻してくれた。

　うん、よかったよかった。七葉ちゃんだけはおもしろくない顔をしていたが。

　この子は気付いていないんだな……さっき、自分が生と死の狭はざ間まにいたことに。

　それから姉貴は、

「とにかく、太郎ちゃんにチョコレートを渡すよっ！」

　言って、俺のほうに大きな箱を差し出してきた。

　そういえば、さっきチョコレートを渡しに来たとか言ってたな。

「わたしが心を込めて作ったチョコレートをどうぞ！」

　箱を取り去る。

　箱の中から現れたのは、

「ぬぼおおうっ!?」

　さらさらの髪に、白い肌。小学生みたいな幼い顔立ち。

　なんと、姉貴の顔だった。

「こ、これは……」

　姉貴は「えへっ」と笑みを浮かべ、

「髪の毛は普通のチョコレート、肌はホワイトチョコレート、そんな感じでわたしの頭部を作ってみました～！　さあ太た郎ろうちゃん、食べて食べて！」

「た、食べられるわけねえだろ！」

　俺おれは反射的に叫ぶ。

　その姉貴の頭部を模したチョコレートというかお菓子は、あまりにもリアルすぎた。

　ちょっと離れると、マジで人の頭部があるのかと思ってしまうほどの完成度。なんだか猟奇的だった。

　これを食べるって……すげえ嫌だ。

　姉貴は泣きそうな顔で、

「ど、どうして!?　太郎ちゃん、どうして食べてくれないの!?　お姉ちゃん、すっごくがんばったのに！」

「がんばりすぎなんだよ！　こ、こら、それを近づけてくるな！　すげえ怖いから！」

　姉貴は、その切断された頭部っぽいチョコをぐいぐい近づけてくる。

　俺は怯おびえながら身を引く。

　と――

「う……うおりゃああああっ！」

「七なな葉はちゃん!?」

　七葉ちゃんがいきなり正せい拳けん突づきを放はなった。

　その拳こぶしが貫いたのは、姉貴の頭部チョコ。

　姉貴の頭部チョコはベキョオオと音を立てながら粉々になった。

「あ、あああああああ!?　お姉ちゃんの顔面が粉々に……な、七葉ちゃん、なにするんだよっ!?」

　姉貴は怒りの形ぎよう相そうで七葉ちゃんに詰め寄る。

　七葉ちゃんはハッとした表情で、

「し、しまった……ムカつく顔が二つもあるのがキモくて、つい……」

「七葉ちゃん！」

「ご、ごご、ごめんなさい、静しず香かお姉ちゃん……わざとじゃないんです……」

「思いっきり『うおりゃああああっ！』って言ってたよ！」

「そ、それは……」

　七なな葉はちゃんはかなりうろたえている。

　そのとき、

「七葉ちゃんの気持ちもわかります」

　と言ったのは、母さんだった。

「そんな愚おろかしいチョコレートを見続けることが苦痛で苦痛で仕方なかったんでしょう。私も同じ意見です」

　おお、母さん。その予想はわりと的中しているぞ。

　母さんは姉貴を押しのけ俺おれのほうに近づくと、

「太た郎ろうさん……今度は、私のチョコレートをどうぞ！」

　言って――

　なぜか、着ている衣服をすぽーんと全部脱いだ。

「ぬあ……!?」

「どうです、太郎さん！」

　母さんは大声を張り上げる。

　腰に手を当て、モデルのように立っている母さん。

　母さんが着ているのは、黒っぽいブラジャーとパンティーだけ。

　いや……違う。

　それはブラジャー＆パンティーじゃなく。

　その形に作られたチョコレートだった。

「な、なんと……」

　俺は呆ぼう然ぜんと声を上げる。

　母さんはバッと両手を広げ、

「ブラジャーとパンティーの形に作ったチョコレート！　それを食べ終えると、もっと甘くて美お味いしい私の体が現れるという完かん璧ぺきな仕掛け！　さあ、太郎さん、遠慮なくこのチョコレートと私の体を食べちゃってください！」

　と、言い放はなった。

　よく見ると、パンティーになにやら文字が書いてあった。『あなたの遺伝子が欲しい』。いや、そもそも俺の遺伝子はあなたから受け継いだものなのですが……

「…………」

　ふいに沈黙に包まれる俺の部屋。

　俺と姉貴と七葉ちゃんは母さんから目を逸そらし、

「ごめん、母さん……それはさすがに引く……」

「うん……今世紀最大のドン引きだよ……」

「ほんと、あり得ない感じです……」

　母さんはうろたえた様子で、言う。

「え――っ!?　ちょ、ちょっと三人とも、そんな露骨に引かなくても……そんな露骨に……うううう……」

　母さんはその場に体育座りし、

「どうせ私なんてただのイロモノですよ……年とし増まですよ……」

　いじけた。

「か、母さん……」

　しくしくと涙を流している。ちょっとかわいそうだった。

「……太た郎ろうお兄ちゃん」

　七なな葉はちゃんだった。

「太郎お兄ちゃんは、二人のチョコレートを受け取らなかった」

　俺おれの間近に立ち、意味ありげな上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「それは……あたしからのチョコレートしか受け取らないっていう意思表示だったのかな。そうだったら、すごくうれしい」

「いや、まったく違うんだけど……」

　そんなこと、本当は七葉ちゃんだってわかってるだろうに。

「じゃあ……これ、あたしからのチョコレート」

　言って、さっき渡そうとして渡さなかったチョコレートを再び差し出してくる。

「あとね……も、もし、太郎お兄ちゃんが望むんなら……」

　表情に恥じらいを込めながら告げる。

「チョコレートと一緒に、七葉も食べちゃっても、いいよ……？」

「…………」

　食べません絶対に。

「こ、このクソガキ！　なんて非常識なことを言ってんだよ!?」

「そうです！　恥を知りなさいこの義務教育が！」

　姉貴と母さんが鬼のような顔で叫ぶ。

「太郎お兄ちゃん、チョコレート受け取ってください」

「人の話を聞け！　太郎ちゃん、こんなガキは無視してわたしのチョコを――」

「いやいや、私のチョコを――」

　三人はぎゅうぎゅうと押し合いへし合いを繰り返しながら、俺の前に立とうとする。

　ああ、醜みにくい……

　やがて――

「このままじゃあ……ラチがあきません」

　母さんが言った。

「というわけで――勝負をしましょう」

「勝負……？」

「なんの勝負ですか？」

　姉貴と七なな葉はちゃんが尋たずねる。

「愛する太た郎ろうさんにチョコレートを渡したい……三人とも、そんな気持ちを抱いだいています。でも、愛する人に満足してもらうには、気持ちだけでは足りないのです。だから――」

　母さんはカッと両目を見開き、無駄に力みながら、

「だから、チョコレート作り勝負をするのですっ！」

　と、叫んだ。

「誰だれが一番おいしいチョコレートを、太郎さんを満足させることのできるチョコレートを作ることができるのか、勝負です！　そしてその勝者の一人だけがチョコレートを渡すことができ、そして太郎さんとエッチぃことができる！」

「お、おい、最後のはなんだ!?」

　俺おれは慌あわてて声を上げる。

　姉貴と七葉ちゃんは真剣な顔でうなずき、

「わかった……その勝負、受けてやるよ」

「自信はあんまりないけど……が、がんばります」

　俺はうんざりしながら、

「やめてくれ……どうせ、ろくでもない結果になるだけなんだから……」

　と、つぶやいていた。




　そして。

　俺たちは一階にあるダイニングに移動した。

　姉貴、母さん、七葉ちゃんの三人は、エプロンを着て頭に三角巾を着つけている。

「……チョコレート作り勝負、というかチョコレートを使ったお菓子で勝負ということにしましょう。今回は純粋に味の勝負。いいですね？」

　母さんが姉貴と七葉ちゃんに確認をとる。

「了解だよ」

「わかりました」

　二人はうなずく。

「審査員は、もちろん太郎さんにやってもらいます」

　俺はダイニングにあるテーブルにスタンバイさせられている。

「……もう勝手にしてくれ」

　俺は諦あきらめた気持ちでつぶやく。

　本当は、こんなことしてる暇はないんだけど……

「では――」

　三人はキッチンの中で睨にらみ合う。うちのキッチンはけっこう広めなので、三人が入ってもまだ少し余裕があった。

「バトルスタートです！」

　母さんの号令とともに、三人はお菓子作りを開始した。

「お母さん邪魔だよ！　どいて！」

「静しず香かさんこそどいてください！　……ぐわ!?　七なな葉はちゃん、いま私の足を思いっきり踏みましたね!?」

「ご、ごめんなさい、わざとじゃないんです……くくく……」

　三人はキッチンの中でせわしなく動きながら、時とき折おり攻撃とかをしながら、お菓子を作っている。

　やがて――

　三人のお菓子が完成した。

　ジャンケンでお菓子を出す順番を決める。

　一番目は姉貴。

　二番目は母さん。

　三番目は七葉ちゃん。

　ということに決まったようだ。

「わたしからだね」

　姉貴だった。

「今回はマジメにがんばったよ。おふざけなしの真剣勝負っ！」

　姉貴は気合いを込めた声で言うと、俺おれの前に皿を置いた。

　皿の上には、チョコレートクッキーが並べてある。

「な……」

　俺は戦せん慄りつしながらつぶやいた。

「ふ、普通だ……」

　俺はチョコレートクッキーを手に取り、しげしげと見つめる。マジで普通のチョコレートクッキーっぽい。

　俺は姉貴が作ったチョコレートクッキーを口の中に入れた。

「お、おお……」

　うまい。普通にうまい。

　優しい甘さの、上品なチョコレートクッキーだった。

　俺は顔を上げ、姉貴のほうを見る。

「姉貴、このクッキーはマジでうま――ぶばぶっ!?」

　いつの間に用意したのか。

　ダイニングの床から天井に、一本の長いポールが設置されている。

　姉貴は――

「はうっ！　おうん！　イエス！」

　そのポールに全身を絡からませるような感じで、情熱的にレッツダンシングしていた。

　しかも……なぜか体操服にブルマという姿で。

「イェアッ！　オイサァ！　太た郎ろうちゃん、どう!?」

　姉貴は足を振り上げたりポールを掴つかんで回転したり足を開いたり、なんかエロい感じに踊りながら言う。

「太郎ちゃんがおいしくチョコレートクッキーを食べられるように、ポールダンスのパフォーマンスをしてみました！　オウ、イエス！」

「なぜだっ!?」

　俺おれは激しく叫んだ。

「なんでポールダンスしちゃってるの!?　もうマジで意味わかんねえよ！」

「素晴らしいショーを見ながらのお食事のほうが、食べたものをよりおいしく感じるんじゃないかと思って……」

「アホか！」

　俺は頭を抱えた。

　わけわからん。ブルマ姿なのもわけわからん。

「ハァ！　ウィイ！　はふう！」

「いや、もういいからやめてくれ……」

　ダンスを続ける姉貴に向けて告げる。それにしても、どうしてそんな無駄に完成度が高いんだ？

　姉貴のチョコレートクッキーを食べ終える。

　意味不明なパフォーマンスはともかく、味はマジでよかった。

「次は私ですね」

　母さんが言った。

　俺の前にお菓子の盛りつけられた器うつわを置く。

「私が作ったのは、生チョコレートのプリンです。どうぞ、太郎さん」

　おお……これも見た目は普通だ……

　しかも、かなりうまそう。

　俺はスプーンを手に取り、やわらかいプリンをすくう。口の中に入れる。

「ん……濃厚でうまい……」

　舌の上でとろける甘いプリン。かなり美味だった。

　俺おれは顔を上げ、母さんのほうを見る。

「母さん、このプリンすげえうま……あ、あれ？」

　母さんの姿が見あたらない。

「母さんは？」

　と、姉貴と七なな葉はちゃんに尋たずねる。

「なんか、太た郎ろうちゃんにプリンを出したあとに、ダイニングを出て行っちゃったんだよ。大急ぎで」

「はい、そうなんです」

　二人もちょっと困惑している様子。

　まさか……母さんも、さっきの姉貴みたいに変なパフォーマンスをするつもりでは……

　いや、間違いない。そうに決まっている。パターン的に。

　そして――

　ダイニングの出入り口に、母さんが姿を現わす。

「……ほえ？」

　俺は両目をぱちぱちさせながら母さんを見た。

　テーブルのほうに近づいてくる母さん。

「太郎さん、プリンはどうでしたか？」

　たおやかにほほ笑みながら、母さんは言った。

「…………」

　俺は言葉を失っていた。

　いま俺の目の前にいる母さんは、いつも首の後ろで結っていた髪を下ろし、派手ではないが丁寧にしっかりとメイクをしていた。

　服装もなんだかよそ行きで上品な感じ。シックなグレイのスカートに、白いブラウスを着ている。

　胸元と手首には銀色に輝くアクセサリーをつけていた。

　普段から三十代前半くらいに若く見える母さんだが、いまはさらに若く見えて、二十代と言っても通用しそうなくらい。

　すっと背筋を伸ばし、おなかの前で両手を組み、首をかしげるようにして淡くほほえみを浮かべる母さん。

　その姿は……

　客観的に見て、かなり綺き麗れいだった。

「な……」

「え……」

　姉貴と七なな葉はちゃんも息を呑のんでいる。

　母さんは俺おれの前に座ると、両手の上に顎あごを乗せ、俺のほうを見つめる。

　なんか、いつもと雰ふん囲い気きの違う母さんを前にして、俺は変にギクシャクしてしまっていた。

「か、母さん、その格好は……」

「うふふ」

　落ち着いた、大人おとなの笑みを見せる。

「綺き麗れいな女の人が目の前にいたほうが、食べてるものをおいしく感じるんじゃないかと思って、ちょっと着飾ってみました」

　少しだけ、笑みを広げる。

　そうか、この準備をするためにダイニングを出て行ったのか……

「どうですか、太た郎ろうさん？」

「え？　い、いや、甘くてかなりおいしいと思う」

「プリンの感想じゃなくて……」

　指先を顎に添えるような感じで、ちょっと拗すねるような顔をしながら、

「私のことですよ」

「わ、私のことって……」

「太郎さんのために、がんばって綺麗になったんです。……だから、ちょっとぐらいは、褒ほめてください」

　懇こん願がんするように、でも大人の余裕を残しながら、告げてくる。

「お、お母さん！」

　と、姉貴が声を上げた。

「なに本気で色仕掛けしてるんだよ!?　馬ば鹿かじゃないの!?」

「そ、そうですよ！　自分がイロモノであるってことを自覚してください！」

　七葉ちゃんが叫ぶように言う。母さんの姿に動揺したのか、ちょっとだけ本性が出てしまっていた。

「あと……太郎さん、おまけでこんなオプションもあるんです」

　母さんは言って、俺のほうに丸いスイッチのついた四角い箱を渡してきた。

　俺は首をかしげながら、

「これは……？」

「太郎さん、そのスイッチを押してみてください」

「ああ」

　俺はそのスイッチを押してみた。

　すると――

「……あ、あん！」

　いきなり母さんが全身を震わせた。

「へ……？」

　スイッチから手を離すと、母さんの震えが停止する。

　もう一度スイッチを押した。

「う、うわあ……ああん！　おおう！」

　母さんはビクビクと全身を痙けい攣れんさせる。顔を上気させながら。

　スイッチを離すと、母さんは落ち着く。

「…………」

　えーっと……なんだこれは？

　もう一度、スイッチを押してみる。ちょっと長めに。

「お、おおわわ！　んんん！　くう、はあ、ああああ……ひゃひぃ！　ふう！」

　母さんは艶つやっぽい声を上げながら、我慢できないというような感じで身をよじっている。

　スイッチから手を離す。

「はあ、はあ、はあ……」

　母さんは息を荒らげていた。

「母さん、このスイッチは……」

「そ、そのスイッチは……私の肩とか腰とか全身に取り付けられた低周波マッサージ器のスイッチなんです……」

　母さんは潤うるんだ瞳ひとみで告げる。

「スイッチを押しているあいだは、私の全身に低周波が流れ続ける……わたしは低周波で体を震わせる。太た郎ろうさんの思い通りに身をよじらせる私は、まるで太郎さんのオモチャみたい……それって、すごく楽しくないですか……？」

「楽しいわけあるか！」

　俺おれはそのスイッチを放ほうり投げた。なんだよその怪しげなオプションは！　つーかなんのプレイだ！

　俺は呆あきれながら頭を抱える。

　と、母さんが、

「あ、あれ？　変です、なぜかスイッチが……ひやあああ！　あ、あふう！　ひょう！　いふああああああ――っっ！　ばるすっ！」

　絶叫しながら、床をのたうち回った。

　なんか低周波のスイッチが入っている模様。

　でもどうして……

　そこで俺は気付いた。

　俺おれが投げ捨てたスイッチ。床に落ちたそのスイッチを、姉貴と七なな葉はちゃんが二人で踏み続けていることに。素知らぬ顔で。

　うわあ……あいつらも悪魔だなあ……

「あ、あああ……やや、やめて……も、もも、もう、限界……ぶぶぶ……」

　着飾った母さんは、床の上でビクビク痙けい攣れんしている。

　それは、かなり残念な姿だった。

「やっぱりイロモノだな……」

　俺は深くため息をついた。

「さてと……」

　七葉ちゃんは言った。

「最後は、あたしですね」

　なんかもじもじした感じで、

「じ、自信はないんだけど……太た郎ろうお兄ちゃんのために、一生懸命作りました」

　そして、俺の目の前にお菓子が盛りつけられた皿が置かれる。

「あたしが作ったお菓子は、ザッハトルテです」

「お、おお……」

　俺は思わず感嘆の声を漏もらした。

　皿の上に盛りつけられたザッハトルテは、まるで一流レストランのデザートのようだった。

「ぬあ……」

「おう……」

　姉貴と母さんもかなり驚いているようだった。見た目がもう素人しろうとのレベルではない。

「で、でも、大事なのは味だからね……」

「そ、そうです、外面だけよくても……」

　まあ、確かにその通りだ。

　俺はフォークを手に取る。

　そして、七葉ちゃんが作ったザッハトルテを口に運ぶ。

「――っ!?」

　口の中に……

　桃源郷が広がった。

「こ、これは……」

　愕がく然ぜんとつぶやく。

「あ、あり得ないほどうまい……」

　姉貴と母さんの作ったお菓子もおいしかったが、七葉ちゃんのはそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。つーか、こんなにうまいお菓子を食ったのは生まれてはじめてだ。

「ぬあ……」

「そんな……」

　俺おれの反応を見た姉貴と母さんが、ショックを受けた顔をする。

　七なな葉はちゃんは「えへっ」とかわいらしくほほ笑む。

　そして、俺だけに聞こえる声で、

「……あいつらに復ふく讐しゆうするために、あたしは長いこと自分を磨き上げてきたんだから。料理とかお菓子作りの腕前がすごいのは当たり前じゃん。お菓子作りは一番得意な分野だしー」

　と、告げる。

　それから、表の顔に戻り、言う。

「さあ太た郎ろうお兄ちゃん、審査をしてください」

「あ、ああ……」

　俺はうなずく。

「純粋に……味の勝負だったよな？」

「うん、そうだよ。どのお菓子が一番おいしかったか、素直に言ってくれればいいの。……あたしなんかの腕前じゃあ、静しず香かお姉ちゃんや智とも子こおばさんに敵かなうわけないと思うけど」

　白しら々じらしいことを言ってます。

「えーっと、じゃあ……勝者は七葉ちゃん」

　味だけの勝負なら、完全に彼女の勝ちだった。

「え……」

　七葉ちゃんは両手で口元を押さえ、

「あ、あたしの勝ち……ほんと？」

「ああ」

「うれしい……」

　七葉ちゃんは泣きそうな顔で告げる。

「あたし、静香お姉ちゃんや智子おばさんがしたみたいなお笑い芸人っぽいパフォーマンスもできなかったから、絶対に負まけたと思ってたのに……」

「お、お笑い芸人っぽいパフォーマンスだと……？」

「だ、誰だれが、いつ、そんなことをしましたか……？」

　姉貴と母さんが怒りに全身を震わせる。

「でも、勝ててすごくうれしい……」

　七葉ちゃんは両手で俺の手を握ってくる。

　あどけなさと妖よう艶えんさが同居しているような笑顔。

　不覚にも、その笑顔に見とれてしまう。

　そのとき――

「では！」

「二回戦の開始です！」

　姉貴と母さんが大声で言った。

「え……？」

　七なな葉はちゃんはきょとんとした様子で二人を見る。

「二回戦……？　え、でも、そんなこと一言も……」

　姉貴と母さんは七葉ちゃんの声を無視し、

「二回戦は……バーリトゥード」

　言いながら、ファイティングポーズをとった。

　ちなみにバーリトゥードとは、なんでもありっぽい格闘技である。

「待て！　待て待て待て！」

　俺おれは慌あわてて二人の前に立つ。

「バーリトゥードってなんだよ!?　バレンタインデーとなんの関係もないじゃねえか！」

　そもそも二回戦をやるなんて話はまったく出ていなかった。あまりにも卑ひ怯きようすぎる。見過ごすわけにはいかない。

「大丈夫だよ、太た郎ろうお兄ちゃん……」

　七葉ちゃんは告げる。

「バーリトゥード、あたし、やってみる」

「はあ!?」

　俺は七葉ちゃんに顔を向ける。

「な、七葉ちゃん、なにを言って……」

「あたし、これでも、小さい頃ころから少しよう林りん寺じ拳けん法ぽうを習っていたの」

　ほわんとした雰ふん囲い気きで言ってくる。

「だから、格闘技の勝負も大丈夫だよ。がんばる」

　両りよう拳こぶしを軽く振り上げながら、にっこり笑顔。

　そして、裏の顔。

「くくく……あいつらを思いっきり殴れるチャンス到来！　チョー楽しみなんですけどマジで！」

　にやにや邪悪な笑みを浮かべている。

　七葉ちゃん、ダメだ……この勝負を受けるのはまずい……

「七葉ちゃんも了承したということで――」

「二回戦、スタート！」

　姉貴と母さんは言った。

「まず最初は……」

「クソガキを血祭りです！」

　二人は床を蹴けり、七なな葉はちゃんに襲来する。

　それは人外の速度だった。

「え……？」

　七葉ちゃんの表情が驚きよう愕がくに染まる。

　姉貴のアッパーと母さんの上段蹴りが七葉ちゃんに迫る。

「ひ、ひゃあっ！」

　七葉ちゃんは悲鳴を上げながらその場から飛とび退のく。

　姉貴がすぐに反応し――跳んだ。

　天井近くまでジャンプ。

　そこから矢のような蹴り。

「そりゃああああああ――っ！」

「う、うわあ！」

　七葉ちゃんは身をよじる。

　姉貴の蹴りは、床に穴を空けていた。

「ちょ……え、なにこの威力？」

　七葉ちゃんは怯おびえた顔でつぶやく。

　次は母さん。神速の右みぎ拳こぶしが七葉ちゃんの顔面を狙ねらう。

「どりゃああああああ――っ！」

「ひいいいいん！」

　七葉ちゃんは頭を抱えるようにして逃げる。母さんの拳は後ろにあった壁に亀き裂れつを走らせた。

「お、おまえらやめろ！　このままじゃあ家が崩壊してしまう！」

　俺おれは顔を青くしながら叫ぶ。

　が、怒りに我を忘れた狂戦士は止まらない。止まってくれない。

　母さんはキッチンにあった冷蔵庫を両手で持ち上げると、

「死ねえええええ――っ！」

　それを七葉ちゃんに向けて放ほうり投げた。

「ふああああ！」

　七葉ちゃんは涙目になりながら避よける。

　ドギャアアと轟ごう音おんを立てながら、床が陥かん没ぼつする。

　姉貴はポールダンスに使っていたポールを取り外し、剣を持つようにして大きく振りかぶると、

「おまえ苛いらつくんだよおお――っ！」

　叫びながら、それを七なな葉はちゃんの脳天に向かって叩たたき下ろした。

「ぎゃあああああ――っ！」

　七葉ちゃんは狂乱の体ていで逃げる。

　ポールは七葉ちゃんの近くにあったテーブルを真っ二つに割った。

「な、なんなのこれ……」

　壁に追いつめられた七葉ちゃんは声を震わせている。

「マジあり得ないって……」

　七葉ちゃんはわかっていなかったのだ。少しよう林りん寺じ拳けん法ぽうぐらいでは、この狂った獣たちに太た刀ち打うちできないということに。

「うひひ……」

「うふふ……」

　姉貴と母さんが、圧倒的な殺気を放はなちながら七葉ちゃんの前に立つ。

　恐怖に縛られた七葉ちゃんは、

「あ、あああ……」

　もう逃げることすらできないようだった。

　絶体絶命。

　姉貴が右みぎ拳こぶしを、母さんが左ひだり拳こぶしを、振り上げる。

「うりいいいいい！」

「せいやああああ！」

　襲いかかる二つの拳。

「――っ！」

　七葉ちゃんはぎゅっと両目をつぶる。

　が、その拳は――

　七葉ちゃんには届かなかった。

「え……？」

　両目を開けた七葉ちゃんは、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「た、太た郎ろうお兄ちゃん……？」

　姉貴と母さんの拳は、俺おれの背中に突き刺さっていた。

　七葉ちゃんを庇かばうように抱きしめた俺の、その背中に。

「げ、げふ……」

　一瞬で他界してしまいそうなほどの激痛。

　俺はピクピク痙けい攣れんしていた。口から泡も吹いていたかもしれない。

「あ、あああっ!?」

「た、太た郎ろうさん!?」

　姉貴と母さんが死ぬほど慌あわてた声を上げる。

「た、太郎ちゃん、大丈夫!?　ああ、しっかりして……」

「た、太郎さん、大丈夫ですか!?　ああ、なんてことでしょう……」

　おろおろとうろたえている。パニック寸前な感じだった。

　尋常じゃないほど混乱した二人は、

「お、お母さんのせいだよ！　お母さんの攻撃のせいで太郎ちゃんが……」

「な――そ、それはお互い様でしょう!?　静しず香かさんだって太郎さんを殴っちゃってたじゃないですか!?」

「わ、わたしは寸前で気付いて威力を弱めたもん！」

「う、嘘うそをつかないでくださいっ！　メキョオッて感じで思いっきり拳こぶしがめり込んでましたよっ！」

「それはおまえの拳だけだろうがババァ！」

「このチビガキがなにをほざいてるんですかあ！」

　再び噴出する殺気。

　そして、二人は責任なすりつけ合いバトルに突入した。




　姉貴と母さんが争っている隙すきに、俺おれは七なな葉はちゃんを連れて家の外に出た。

　門戸の前で七葉ちゃんと向き合う。

「う、ううう……すげえ痛い……」

　俺は涙目になりながらつぶやく。

　奴やつらの攻撃をこの身で受けるなんて、我ながら無茶なことをしたものだ。

「な、なんで……」

　七葉ちゃんは俺から顔を逸そらしながら言う。

「なんで、あたしをたすけたりなんかしたわけ？」

「え？」

「太郎お兄ちゃん、自分を復ふく讐しゆうの道具に利用しようとしているあたしをうざいとか思ってたんじゃないの？　あのまま放ほうっときゃあ、あたしは再起不能になってたかもしれないのに……」

　本気で疑問に思っている口く調ちようで尋たずねてくる。

　だから――

「確かに……」

　俺は素直な気持ちを告げることにした。

「七なな葉はちゃんは、裏表の差が激しくて性格が悪くて俺おれのことを復ふく讐しゆうの道具として利用しようとしている尋常じゃないほど酷ひどい女の子だけど……」

「ああ？」

　ぎろりと睨にらみをきかせてくる七葉ちゃん。

　俺は苦笑しながら、

「それでも……」

　七葉ちゃんに言った。

「俺はやっぱり、七葉ちゃんのことがかわいいんだよ」

「え……？」

　驚いたような声を漏もらす七葉ちゃん。

　性格にかなり問題はあるかもしれないけど、不思議と七葉ちゃんのことが嫌いになれない。かわいいと思ってしまう。それが俺の素直な気持ちなのだ。

「なんかさ――妹ができたみたいで、うれしいんだ」

　言って、触り心ごこ地ちのいい髪をくしゃくしゃと撫なでる。愛いとしい気持ちと、ちょっとだけ叱しかる気持ちも込めながら。

　七葉ちゃんは――

　少しうつむき加減、唇をきゅっと引き結びながら、ボッと火がついたように顔を真っ赤にした。それはそれは見事な赤だった。












　そして、

「ふ、ふざけたこと言わないでほしいんですけどっ！」

　七なな葉はちゃんは叫ぶように言うと――

　思いっきり、俺おれの股こ間かんを蹴けり上げた。

「ぬ、ぬぼおおおおおおおおおおお――っっ!?」

　たとえることもできないほどの超激痛が、股間に炸さく裂れつした。

「う……う、おおお……」

　前のめりになりながら呻うめく。

　泣いてしまうのは仕方のないことだった。

「な、七葉ちゃん……これは、酷ひどすぎる……」

「太た郎ろうお兄ちゃんってマジうざいっ！」

　言って、俺の顔面に向けてなにかを投げつけてくる。

「ふぎゃ!?」

「も、もう学校に行かなきゃ！」

　七葉ちゃんはそう言いながら、全速力で俺のもとから走り去っていった。

「ううう……」

　激痛の波が穏やかになってくれたあと、俺はなんとか上半身を起こす。

「股間を蹴り上げるなんて――ん？」

　そのとき、俺は足もとになにかが落ちていることに気が付いた。

　それは、七葉ちゃんが俺の顔面に投げつけていったもの。

　七葉ちゃんが、俺の部屋で俺に渡そうとして渡さなかった、チョコレートだった。



















第三話　バレンタインデー狂想曲　～後編～







　石動いするぎ先輩たち〈カカオ・クラッシャー〉の集団がいた場所から逃げ去った俺おれと辰たつ吉きちは、焼却炉の近く辺りをとぼとぼ歩いていた。

　俺は憂ゆう鬱うつな気分で、さっきみちる先生が提案した作戦のことを考える。

　――俺を捕獲して人質にする。

　みちる先生の奴やつ、なんて作戦を考えてくれちゃったんだ。

「はあ……」

　深い、深いため息。

　俺は前を向いたまま、隣を歩く辰吉に、

「辰吉……これからどうしよっか？」

「…………」

「俺を人質にって……マジで最悪だよ。なあ、辰吉」

「…………」

「おい、辰吉」

「もう――」

　辰吉は低い声で告げた。

「もう、限界ですわ」

　そして、ぴたりとその場に立ち止まった。

　辰吉の顔を見た俺は――ビクッとなってあとずさった。

　辰吉は両目をくわっと見開き、狂気に満ちた表情で、わなわなと全身を震わせている。

　そして、広げた両手のひらを見下ろすような格好で、

「ど、どうして……どうして貴族のわたくしが、こんなふうに逃げ回らなくてはいけないんですの？　まるで脱獄犯のように。借金取りに追われる貧乏庶民のように。あり得ない……マジであり得ないですわあああああ……うふふふふ……」

　ノイローゼ寸前な感じの笑みを浮かべながら、ぶつぶつつぶやきはじめた。

「…………」

　俺は言葉を失った。

　いかん。辰吉が壊れかけている。

　辰たつ吉きちはシャキンと背筋を伸ばすと、両手を大きく広げ、

「わたくしは貴族！　カリスマ貴族であるタツミ・アントワネット十六世っ！　この世で最も美しく高貴な存在ですわ！　すべての愚おろかすぎる劣等種ども、地べたに埋もれるほど這はいつくばりわたくしの靴をぺろぺろ舐なめながら至福の嗚お咽えつを漏もらさんかいボケエエ！　オーホッホッホッホッホッ！　オーホッホッホッホッホッホッ！」

「こ、こら！　高笑いは辺りに響くし目立つからやめろ！」

　俺おれは慌あわてて声を上げる。

「だまらっしゃい！　貴族であるわたくしは誰だれの指図も受けませんわ！　オーホッホッホッホッホッ！　オーホッホッホッホッホッホッ！　オーホッホッホッホッ――げほっ、げっほ！」

「咳せき込むほど笑うんじゃねえよ！　マジでやめろ！　内うち原はらくんとかに見つかったらどうするつもりだよ！」

　そう言うと――

　辰吉はぴたっと高笑いを止めた。

　右手を口元に当てた格好で、停止する。

　そのこめかみには一粒の汗が光っていた。

　俺はできるだけ優しい声で、

「わかるだろ、辰吉？　いま〈カカオ・クラッシャー〉の奴やつらに見つかるのはやばいんだ。だから、おとなしく――」

「う、うううう……」

　辰吉は地面に両手をつき、えぐえぐと涙を流す。

　それから、ごろんっと背中を下にして地面に寝転がると、

「いーやーでーすわーっ！　わたくしは、偉そうにしたいんですわよーっ！」

　そんなことを叫びながら、手足をばたばたさせた。

「…………」

　完全なるだだっ子スタイル。

　俺はもう呆あきれるしかなかった。

「わたくしは貴族ですのよーっ！　貴族のお仕事は、庶民を顎あごで使ったり、庶民に崇あがめられたりすることですのよーっ！」

「いや、それは間違ってる……」

　俺はびくびくしながら辺りを見回す。

　ストレスが溜たまるのはわかるけど……頼むからおとなしくしてくれ。

　女装辰吉は立ち上がると、涙に滲にじんだ瞳ひとみを三角に尖とがらせ、ぷくーっと不機嫌そうに頬ほおをふくらませながら、

「あなた……」

「ん？　なんだよ？」

「あなた、わたくしにかしずきなさい」

「は？」

　かしずきなさい？

「せめてあなただけでも、わたくしにかしずきなさい。わたくしの命令に従いなさい。つまり、わたくしの下僕になりなさい」

「…………」

　な、なぜに俺おれが……

「不服でして？」

「そりゃあ、まあ……」

「そう、ですの……」

　辰たつ吉きちは過剰なストレスのせいで全身を震わせながら、口元に右手を――

「おい、ちょっと待て！　高笑いはやめろ！」

「高笑いぐらいしないと、頭がおかしくなってしまいますわっ！　オーホッホッホッホッホッ！」

「わ、わかった、わかったよ！　俺がおまえの下僕になってやるから！」

「ほんとですの？」

　辰吉は胸の前で両手を組み、瞳ひとみをキラキラさせながら俺を見つめる。

「本当だ」

　俺は仕方なくうなずく。

　女装辰吉はにまっと笑みを浮かべ、

「では……まずは足をマッサージしなさい」

　と、言った。

「へっ？」

「さっきから走ったり逃げたりでわたくしの貴族的脚部はとてもお疲れですわ！　というわけですので、わたくしの足を優しくマッサージするのですわよ！」

　偉そうに言うと、辰吉は地面に腰を下ろし、右足をすっと伸ばした。

「さあ、早くしなさい」

「…………」

「さっさとマッサージをするのですわよ。このグズ」

「…………」

　あ、やばい。いまちょっとキレそうになった。

　俺は深呼吸して自分の気持ちを整えると、辰吉の前に片かた膝ひざをついた。

　男のものとは思えないような細い右足。そのふくらはぎ辺りに触れる。

「…………」

　辰たつ吉きちの足に触れている俺おれは、微妙にドキドキしてしまっていた。

　な、なんで俺はこんなにドキドキしてるんだよ……

　こいつの正体は男なのに。完全に男なのに。それなのにどうして……こいつの女装姿はこんなに綺き麗れいなのだろうか。

　やべえ、顔面が熱くなってきた。なんか辰吉の顔をまともに見ることができない。

「で、では、マッサージを……します……」

　俺はそっと息を吐いたあと、ふくらはぎをもみもみする。

　辰吉は眉まゆをしかめるようにして両目を細めながら、

「ん……い、いたっ！　ちょっと！　痛いですわよ！」

「あ……わ、わりい」

　今度は丁寧に優しくマッサージをする。

「あ……うん、その調子ですわ……」

　辰吉が気持ちよさそうな声を漏もらす。

「ん、んんっ……いいですわよ、んふう……」

　ちょっとコツがわかってきた。もみもみ。もみもみもみ。

「あ、あん……いい、すごくいいですわ……やればできるじゃないですの……」

　辰吉はうっとりとした口く調ちようで言う。その声は艶つやっぽく色っぽくて、妙に耳に心ここ地ちいい。

「ん……い、いまのはちょっと痛かったですわ。……もっと優しく……」

「……こうか？」

「あ……そ、そうですわ……んん、きもちいい……もっと上のほうも……」

　リクエストに応こたえ、俺は右の太ももをマッサージする。

「どうだ？」

「いい、とってもいいですわよ……あ、すごくいい……んんん……」

　そのとき――

　俺の背筋に鋭するどい悪寒が走った。

　ハッとして顔を上げると、

「て、てめえら……こんなところでエロいことをしやがって……」

「そ、その行為は、非モテである俺たちへの宣戦布告と捉とらえていいんだな……？」

「そんなカワイイ美少女と……これはもう滅めつ殺さつするしかないですね……」

「確実に滅殺」

「滅殺」

「滅殺」

「滅めつ殺さつ」

　軍服を着た男子生徒たちが、俺おれたちを取り囲んでいた。

　言うまでもなく、〈カカオ・クラッシャー〉の方々でございました。

「あ、あああああ……」

「ひ、ひょえええ……」

　俺と辰たつ吉きちは顔面を蒼そう白はくにした。

　エロいことなんてしていない。それは誤解だ。つーかこいつは男だ。

　そう言おうと思ったが、恐怖で声が出なかった。

「ん？　奴やつはみちる参謀が捕獲しろと命じた、砂さ戸ど太た郎ろうではないのか？」

「確かに……参謀から配られた写真の人物で間違いないようです」

「命令では、生きたまま捕らえよということでしたが……」

「もう、そんなこと、どうでもいいよねっ」

　軍服の生徒たちはギラギラした殺気を放はなちながら、俺たちに近づいてくる。

「…………」

「…………」

　俺と辰吉は、冷や汗まみれの顔を見合わせた。

　やばい。

　これはマジでやばい。

「おらあああああああっ！」

「し、死にやがれえええ！」

　軍服の生徒たちが一斉に襲いかかってくる。

　俺は死を覚悟した。

　が、しかし――

「ぐ、ぐはあああっ!?」

「ぬ、ぬあにいいっ！」

「そんなああああっ！」

　どこからともなく飛来した小さな影たちが、襲ってきた男子生徒たちを攻撃した。

　小さな影たちに打ち倒された男子生徒たちが、昏こん倒とうして地面に伏せる。

　俺と辰吉はぽかんとしていた。

　状況がわからず困惑していると、

「砂戸くん！　大丈夫ですかっ!?」

　と、ちょっと舌っ足らずな感じの声が聞こえてくる。

　細い手足をぱたぱた振りながら俺たちのほうに駆け寄ってきたのは、小学生みたいな体型の、髪の毛を頭の右側で結った女子生徒。

「ひ、柊ひいらぎさん？」

　二年生で発明部の部長をしている天才少女、柊ノアさんだった。

　柊さんは必死な表情で走ってきて――

　俺おれの目の前で派手にこけた。べちゃっと。

「柊さん!?」

　俺は慌あわてて柊さんに駆け寄る。

「だ、大丈夫ですか？」

「う、うう～、痛いですう～」

　涙目になってつぶやく。

　俺は柊さんの右腕を掴つかみ、立ち上がるのを手伝ってあげた。

「あ……ありがとう、です……」

　こけたことがよっぽど恥ずかしかったのか、柊さんは顔を真っ赤にしていた。

　立ち上がった柊さんの足もとに――なにかが集まってきた。

「へ……？」

　俺は目を丸くした。

　柊さんの足もとに集まったのは、二頭身の人形……に見える物体だった。

　その人形たちはみんな同じ姿をしていて、まるで柊さん自身をデフォルメしたかのように、柊さんによく似ていた。ちっちゃくてかわいらしい。

　だが……

「う、動いてる？」

　その人形たちは皆、とても滑なめらかに動き回っていた。

　柊さんは俺を見上げ、

「この子たちは、ノアが造った自律型の戦闘ロボット――チビノアちゃんです」

　と、言った。

　俺は首をかしげながら、

「せ、戦闘ロボット？　チビノアちゃん？」

「はいです」

　全部で七体。チビノアちゃんは親猫にじゃれつく子猫みたいな感じで、柊さんの足もとに集まっている、

　俺はハッとして、

「まさか……さっき、俺たちをたすけてくれたのは……」

「そうです。この子たちです」

　うなずき、柊さんはにっこりと笑った。

「砂さ戸どくんが〈カカオ・クラッシャー〉の奴やつらに襲われそうになっていたところを見つけて、それでチビノアちゃんたちをけしかけたです」

「そ、そうだったのか……」

　俺おれは安あん堵どの息を吐きながら、

「ありがとうございます。たすかりました」

「えへへ……」

　褒ほめられた柊ひいらぎさんは、肩をすくめるようにしてくすぐったそうな笑みを浮かべる。

　そのときになってやっと俺は気付いた。

　柊さんが薄緑色の戦闘服を着ていることに。

「柊さん、その戦闘服は……〈乙女の気概〉の……」

「はい、そうです。ノアは六番隊隊長なのです」

　どこか誇らしげに告げる。

「柊さんも〈乙女の気概〉のメンバー……あっ、でも柊さんは結ゆう野のとあんまり仲がよくなかったんでは……」

「確かに……結野嵐あらし子ことは犬猿の仲です」

　柊さんはつぶやくように言う。

「でも！　でも、今回は利害が一致したです！　バレンタインデーを……恋する乙女たちにとってはとても大切で特別な日を、守りたい……ノアはそう思ったです。だから今回だけは、結ゆう野の嵐あらし子こと同盟を結ぶことにしたです！」












「そうだったんですか……」

「はいです！」

　大きな動作でうなずく。

　それから、頬ほおを赤らめながら、

「ノ、ノアは、バレンタインデーのために、手作りチョコレートを作って……それを渡したいと思ってて……えっと……」

　なんだか意味ありげな瞳ひとみで見上げてくる。その『意味』がなんなのかはよくわからなかったのだが。

「なんとなく……疎外感を感じますわ……」

　地面に腰を下ろした格好の辰たつ吉きちがつぶやいた。

「――っ!?」

　いきなり――全身に戦せん慄りつが走る。

　強烈な殺気を感じた。

　そして次の瞬間。

「へ、へぎゃああ――っ!?」

「ひ、柊ひいらぎさん!?」

　柊さんが絶叫しながら、前のめりに倒れた。

　一瞬遅れて、チビノアちゃんたちが臨戦態勢に入る。『敵』を見つけて。

　七体のチビノアちゃんたちが『敵』に向かって飛ひ翔しようする。

　だが――

　生き物のようにしなる黒い鞭むちが――柊さんを背後から襲った鞭が――急迫するチビノアちゃんたちを悪魔のような正確さで迎撃した。

　戦闘能力を失ったチビノアちゃんたちが地面に転がる。

　唖あ然ぜんとする俺おれと辰吉。

　そんな俺たちに近づいてくる『敵』。

　それは……

「い、委員長？」

　俺たちのクラス委員である、綾あや瀬せ川がわ霧きり乃のさんだった。

　長い黒髪を三つ編みにした、眼鏡めがねをかけた女子。委員長は眼鏡の奥の瞳を怜れい悧りに細め、俺たちを見つめている。

　その右手には黒い鞭。

　そして委員長は――赤色の軍服を着ていた。

　俺はあんぐり口を開けながら、

「い、委員長……委員長も〈カカオ・クラッシャー〉に……」

「そうです」

　委員長は左手で眼鏡めがねの蔓つるをくいっと上げる。

　右手に持っていた鞭むちを軽く振ると、告げた。

「〈四天王〉が一人――〈朱雀すざく〉の綾あや瀬せ川がわ霧きり乃の……」

「しかも、幹部なんだ……」

「ええ」

　委員長は小さくうなずく。

　俺おれは愕がく然ぜんとしながら、

「そんな……委員長だって女の子なのに……」

　訴えかけるように言った。

「女の子にとって、バレンタインデーっていうのはすげえ大事なイベントじゃないのか？　たとえそのときはチョコレートを渡したいと思う相手がいなかったとしても、いつかは恋する相手にチョコレートを渡したいと……そんなふうに願って……」

　女の子なら誰だれだってバレンタインデーを大切に思う気持ちがあるのではないだろうか。俺はそう思っていた。

　それなのに、委員長は〈カカオ・クラッシャー〉というバレンタインデーをぶっ潰つぶそうとしている組織に入っている。

　いったいどうして……

「…………」

　委員長はわずかに下唇を噛かむと、

「確かに……砂さ戸どくんの言うとおりです」

「えっ？」

「私も、今年のバレンタインデーは……少し楽しみでした……」

　囁ささやくように告げると、委員長は軍服のポケットに手を入れた。

　そこから取り出したのは、綺き麗れいに包装されたハート型の物体。

　まさか、それは……

「チョコレート……？」

　俺がつぶやくと、委員長はこくりとうなずいた。

　委員長はほんの少しだけ頬ほおを赤らめながら、

「バレンタインデーに渡そうと思っていました……美み緒おさまに……」

「あ、ああ、そう……」

　そうだった。委員長は、石動いするぎ先輩のことが大好きだったのだ。かつてファンクラブを作ってしまったほどに。

「ですが、美み緒おさまはバレンタインデーをぶっ潰つぶすと宣言した。そんな美緒さまに、このチョコレートは渡せない」

　そう告げる委員長は、微妙に残念そうだった。

「あの……」

　俺おれはおそるおそる尋たずねる。

「委員長はもしかして、石動いするぎ先輩がバレンタインデーを潰すと言ったから、それに従ったのか？　自分の気持ちとは関係なく」

「その通りです」

　委員長ははっきりとうなずいた。

「美緒さまに付き従い、美緒さまの願いを叶かなえること。それこそが私の願い」

「…………」

　俺は絶句してしまった。

　盲目的だ。あまりにも盲目的だ。恐ろしいほどに。

「砂さ戸どくん」

「は、はい」

「私は、あなたを捕獲しろという命令を受けています」

　委員長はまっすぐ俺を見つめ、

「ですので、おとなしく私に捕まってください」

「お、お断りだ！」

　俺は叫んだ。

「人質として利用されるなんて……そんなのは絶対に嫌だ！　だから、〈カカオ・クラッシャー〉に捕まるわけにはいかない」

「そうですか。たぶん、そう言うだろうと思っていました」

　言うと――

　委員長は、手に持っていたチョコレートを俺のほうに放ほうってきた。

「え……？」

　俺は反射的にそれをキャッチする。

　きょとんとしながら手の中のチョコレートを見つめる。

　顔を上げ、

「あの……委員長、これ……」

「それをしっかりと持っていてください」

「へ？　も、もしかして……俺にチョコレートを……」

「違います。馬ば鹿かですか？」

「すみません……はあ、はあ、はあ……」

「〈朱雀すざく〉の綾あや瀬せ川がわ霧きり乃の――参ります」

　そう告げると、委員長は鞭むちの柄つかを持った右手で口元を隠すような感じで構え、臨戦態勢に入る。〈四天王〉の位にふさわしい、強大な闘気が全身から迸ほとばしった。

「こんな組織に属していながらまだ美み緒おさまにチョコレートを渡したいと願う、私の中の愚おろかな想おもいを、その本命チョコレートと砂さ戸どくんの肉体を破壊することで払ふつ拭しよくします」

　不思議だ。なぜそこに俺おれの肉体がおまけされているのだろうか。

「い、委員長、落ち着け……話せばわかる……はあ、はあ、はあ……」

　俺は若干気持ちよくなりながら、言った。

　やばい。

　あの鞭を喰くらってしまったら、俺の中のマゾヒストは確実に覚かく醒せいする。

　そうなったら、委員長にドＭ体質のことがバレてしまう。

「い、いいい委員長！　マジでやめてくれ！」

　俺は必死に懇こん願がんする。顔はにやついてしまっていたが。

　委員長は聞く耳を持たない様子で――じりっと左の足裏を前に滑すべらせ――

「さらば――私のバレンタインデー！」

　どこか悲痛な声で叫ぶと、一片の容よう赦しやもない感じで鞭を振るった。

　チョコレートと俺の肉体と俺の社会的立場を破壊せんとする黒き鞭が、神速で迫る。

　ああ、こりゃあもうほんまにあかんわあ……

　俺が関西弁であきらめの言葉を吐いた、そのときだった。

「――っ!?」

　俺を庇かばうように目の前に立つ人影が。

　長い髪を揺らすその人物は――

「た、辰たつ吉きちっ!?」

「ぎゃあああああああああああ――ですわあああああっ！」

　鞭はむごいほど思いっきり辰吉の体を八つ裂きにする。

「げ、げふ……」

　辰吉は短くうめくと、その場にゆっくりと倒れた。

「辰吉っ！　だ、大丈夫か!?」

「に……逃げなさい……」

「え……？」

　辰吉は弱々しくほほ笑みながら、

「下僕を守るのも……貴族のお仕事ですわ……」

「辰吉……」

　こいつ、俺のドＭがバレることを心配して……

　そんなことを話しているあいだにも――第二撃が迫る。

「ふんぬあっ！　ですわっ！」

　辰たつ吉きちはすぐさま立ち上がると、二撃目もその体で受けた。

「ぐううううう……！」

　今度は倒れない。

　辰吉はぷるぷる震えながら、委員長を睨にらみつけている。

　視線で三撃目を制止している。

「逃げなさい……早く……」

　ちらりと俺おれを見る。

　そこには、俺のよく知る親友の瞳ひとみがあった。

「……っ！」

　ここで躊ちゆう躇ちよしていては辰吉の想おもいが無駄になる。

　そう思った俺は、

「すまん辰吉！」

　という言葉を残し、そこから全速離脱した。




「はあ、はあ、はあ……」

　委員長がいた場所から充分離れたところで、俺は息をついた。

「辰吉のおかげで、なんとか逃げ出すことができたな……」

　本当にありがとう辰吉。

　今度奴やつにラーメンでもオゴろう。生きていれば。

「……ん？」

　俺の右手がなにかを握りしめている。

「チョコレート……」

　それは、委員長から渡されたチョコレートだった。

　逃げることに必死すぎて、このチョコレートを握っていることにすらいままで気付かなかった。

「これ、どうすっかな……」

　うーむ、と難しい顔をする。

　捨てるのも気が引ける。

　しょうがなく、俺はそのチョコレートを制服のポケットに入れた。腹が減ったら非常食代わりにでもしよう。

　それにしても――

「これから、どうしよう……」

　俺おれはため息混じりでつぶやく。

　辰たつ吉きちを失い、いまの俺は独ひとりぼっち。

　なんか……すごく心細かった。

「〈カカオ・クラッシャー〉の奴やつらには捕まるわけにはいかないし……むむう……」

　俺は両腕を組み、考える。

　しばらくして、

「やっぱり……」

　結論を出した。

「〈乙女の気概〉に保護してもらうしかないか……」

　このまま学内をさまよっていても、いずれは〈カカオ・クラッシャー〉に見つかってしまうだろう。

　その前に〈乙女の気概〉に身柄を保護してもらう。

　それが最良の選択のような気がした。

「どっちかの組織に頼ったりするのは嫌だったんだけどな……」

　どちらかの組織に寄り添ってしまえば、そちらの組織の味方をしなければならないような気がしたからだ。

　そうなってしまうと、もう片方の組織を打ち倒すために活動しなければならない。それが嫌だった。

「でも、そんな悠長なこと言ってられないよな……」

　俺が〈カカオ・クラッシャー〉に捕まると、〈乙女の気概〉に多大な迷惑をかけてしまうかもしれない。それは最悪だと思った。

　というわけで、俺は第一校舎に向かった。

　第一校舎の四階。

　そこが〈乙女の気概〉の本部。

　そこまで無事に辿たどり着くことができれば、〈カカオ・クラッシャー〉の奴らもそう簡単には手出しできないはずだ。

　俺はこそこそと辺りをうかがいながら、第一校舎に侵入した。

　細心の注意を払いながら四階を目指す。人の気配を感じると、すぐに隠れた。

　そして――

「やっと三階まで来た……」

　ふう、と一息つく。

　この上、四階は〈乙女の気概〉の本拠地。

　当然、四階のフロアの前には見張りの生徒などが立っているはず。その生徒に事情を話し、保護してもらおう。怪しく思われたら結ゆう野のか間ま宮みやさんを呼んでくれと言おう。

　そう思っていると――

　背後に人の気配を感じた。

「え……？」

　振り向こうとした俺おれの首筋に――強烈な衝撃。

「あ……」

　抗あらがうことなど不可能だった。

　俺の意識はスイッチを切るように暗転した。




「ん……」

　気け怠だるさとともに、意識が現実世界とつながる。

　どうやら、俺はどこかに倒れているようだった。

　ここは……教室だ。

　俺のクラスではない、どこかほかの教室。

　俺は起きあがろうとして――起きあがれなかった。

「へ……？」

　自分の体を見下ろし、大きく目を見開く。

　俺の体は、ロープでぐるぐる巻きにされていた。

「ぼべっ!?　な、なんで……」

　そこでようやく思い出す。

　そうだ、俺は誰だれかに首筋を打たれ、気絶してしまったのだ。

　気絶しているあいだにロープを巻かれ、この場所に連れてこられた。そういうことなのだろう。

　でも、いったい誰が……

　そのとき――教室の扉が開く。

　俺はそちらに顔を向けた。

「あ……」

　教室に足を踏み入れたのは、

「ま、間ま宮みやさん……」

　ツインテールでスポーティな体をした女の子、間ま宮みや流りゆうマッサージ術の使い手である間宮由ゆ美みさんだった。

　間宮さんは教室にあった椅い子すを俺の目の前に持ってくると、そこに座った。

　間宮さんは両腕を組み、足を交差させると、

「こんにちは、砂さ戸どくん」

「間宮さん……」

　俺おれは間ま宮みやさんを見上げ、

「俺を気絶させたのは……ロープでぐるぐる巻きにしてここに連れてきたのは、もしかして間宮さんなのか？」

「ええ、そうよ」

　間宮さんはうなずく。

「な、なんで……」

「砂さ戸どくんがわたしたちの本部に向かおうとしているところを見つけたから、もしかすると〈カカオ・クラッシャー〉の鉄砲玉にでも成り下がったのかと思って、とりあえず気絶させて捕縛したのよ」

「ひ、酷ひどいじゃねえか！」

　俺は大声を張り上げる。

「〈カカオ・クラッシャー〉の鉄砲玉だなんて……俺はそんなんじゃねえよ！　しかも、こんなロープでぐるぐる巻きにして……こ、こんな、ロープで、ぐるぐる巻きに……はあ、はあ、はあ……」

　自分の意志に反して呼吸が速くなってしまう。えへえへと気持ち悪い笑みを浮かべてしまう。

　俺はいま、ロープでぐるぐる巻きにされ、無造作に床に転がされている。

　そして、そんな俺の姿を見下ろすのは、サディスティックな雰ふん囲い気きを持つ美少女な女子高生。ドＭ的にはかなり素晴らしいシチュエーションだった。

　間宮さんは両の瞳ひとみを怜れい悧りに細める。

「あなた……興奮しているの？」

「す、すみません、はあ、はあ、はあ……」

「……本当に気持ち悪いわね、あなたは」

　間宮さんは嫌そうにつぶやくと、右足を伸ばし足裏で俺の頬ほおをぐりぐりした。ぐりぐり。ぐりぐりぐり。

「あ、あああ、あああああ――っ！」

　う、うわあ、やばいくらいに気持ちいいよお、涎よだれが出まくりだよお、はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあ……

「まったく……」

　間宮さんはため息をつくと、俺への攻撃を止めてしまった。

「で、あなたはどうして本部の近くにいたの？」

「それは――」

　俺は間宮さんに説明した。〈カカオ・クラッシャー〉の奴やつらが俺を人質として利用しようとしていること。どうしようもないほど困った俺は、〈乙女の気概〉に保護を求めるため本部に向かっていたことを。

　間ま宮みやさんは細い指を顎あごに当て、

「なるほどね……砂さ戸どくんを人質に……」

「そ、そうらしいんだよ」

「確かに、その作戦は怖いわね。うちのリーダーの弱点を的確についてくる……さすがはみちる先生……」

　間宮さんは一人でぶつぶつつぶやいている。

　それから、俺おれを見下ろし、

「わかったわ。〈乙女の気概〉はあなたを保護します」

　と、言った。

「ほ、本当か!?」

　俺は顔を輝かせる。

「たすかるよ！　いやあ、よかった！　これで一安心だ！」

「じゃあ保護するから、ここでおとなしくしてなさい」

　言って、間宮さんは立ち上がる。俺に背を向ける。

「ほえ？」

　ここでおとなしくって……

「あ、あの、間宮さん……」

「なに？」

　間宮さんは肩越しに振り返り、俺を見る。無機質な瞳ひとみで。

「も、もしかして……俺をこの格好のまま放置するつもりですか？」

「そのつもりだけど？」

「…………」

　えーっと……それはちょっと酷ひどすぎるというか、保護とは言わないというか……

「戦争は正念場。あなたごときに時間を使っている暇はないのよ。ここにいたら安全だと思うから、おとなしくしてなさい。万が一〈カカオ・クラッシャー〉の奴やつらに見つかったら、人質になる前に舌を噛かんで死になさいよ。それじゃあ」

　間宮さんはとても冷たいことを言うと、俺を残して教室を出て行った。

　俺は呆ぼう然ぜんとその背中を見送る。

　そ、そんな……

「そんな……なんという放置プレイ……はあ、はあ、はあ……」

　俺は全身をぷるぷる震わせながらつぶやいた。




　間宮さんが去ってしまってから、もう何時間ぐらい経たっただろうか。

「あ、あの……もしもーし！　誰だれかいませんかー？」

　俺おれは芋いも虫むしのような格好でもぞもぞしながら、声を上げる。

「ちょ、ちょっとトイレに行きたくなってきたんですけど……誰かロープをほどいてくれませんかーっ？　お願いしますーっ」

　俺は興奮に息を荒らげながら、大声を張り上げる。

「あ、あああ……酷ひどいよぉ、こんな放置プレイ、酷すぎるううう……」

　でもちょっと斬ざん新しんで気持ちいいよお……はあ、はあ、はあ……

　俺が一人で身み悶もだえていた、そのときだった。

「ん……？」

　教室の扉がゆっくりと開いた。

　扉の縁に両手を触れさせ、うかがうような感じでこちらを見ているのは……

　ショートカット気味な髪の、大きな瞳ひとみが印象的な女の子。

　結ゆう野のだった。

「タロー……」

　結野は俺の名前を呼ぶと、花が咲くような笑みを浮かべた。

　結野はぱたぱたとちょっと駆け足で俺のところに近づいてくる。

「ゆ、結野……」

「由ゆ美みの雰ふん囲い気きがなんかおかしかったから、なにか隠してることがあるんじゃないかって思って問いつめたら……ここにタローがいるって……」

「そうか……」

「ごめんね、タロー。痛かったでしょ？　すぐにロープをほどくから……」

　自分が痛そうな顔をしながら言うと、俺のロープをほどくために手を伸ばす。

　結野はロープの結び目に手をかける。

　それと同時――

「あ……」

　結野の口から、驚いたような声が漏もれる。

　俺はそこで気付いた。ロープの結び目に手をかけるということは、結び目と密着している俺の体に触れるということで……そして男性の体に触れた結野は……

「あ、あ、あうううう……」

　結野は涙目になりながら、ガクガクブルブル全身を震わせている。

　顔は真っ青、おびただしい量の冷や汗をかき、口元をわなわなさせる。

　そして、

「イ――イヤアアアアアアア――――ッッ！」

　絶叫が、大気を引き裂いた。

「こ、ここここ、ここここここわいよおおお――っっ！」

「ろぉびんますくあ――っ!?」

　真上から打ち下ろされた結ゆう野のの鉄てつ拳けんが、俺おれの背中の中心を陥かん没ぼつさせた。

　背骨を砕きかねないほどの強烈な一撃。

　ドＭの変態野郎である俺は――

「あちょーっ！　ちょっちょっちょーっ！　ちょちょちょちょちょちょ――っっ！」

　完全に理性を失った。

「ほ、放置プレイのあとの超鉄拳っ！　す、すすすんごいっ！　すんごいコラボだよおおおおおっ！　あん、ああん！　もっともっともっともっとちょうだいちょうだい拳こぶしをちょうだいプリーズギブミー悦楽なのだういっしゅ！」

「ヒィィイィ――ッ！」

　結野は怯おびえながら立ち上がると、右足でゲシゲシ俺のスーパーブタボディを蹴けってくださった！　蹴ってくださったのだああああああっ！

「こわいこわいこわいこわいおとこのこキモこわいいいいい――っっ！」

「はあ、はあ、はあ、結野さんのストンピングは超珍しい！　う、うれしい、うれしくてもう人として大切なものを失っちゃいそうだよおおお、はあはあはあはあ……」

　俺はビクンビクンと痙けい攣れんしながら愉ゆ悦えつの声を垂れ流していた。あ、あああああ、マジで最高ですううう……はあ、はあ、はあ……

「あ……」

　ハッと我に返った様子の結野は、

「タ、タロー！　ああ、またわたし……ご、ごめんなさいっ！」

「えへへ……き、気にしなくていいんだ、いいんだよお……」

　俺は怪しげな笑みを浮かべながらつぶやく。

　それから、結野は俺の体に触れないように細心の注意を払いながらロープをほどいてくれた。

　拘こう束そくから解放された俺は、安あん堵どの息を漏もらしながら立ち上がる。

「ふう、やっと自由になれた……ありがとな、結野」

　隣に立つ結野に告げる。

　が、どうしたのだろう。結野はなんだかしゅんとしているように見えた。

「ダメだな、わたし……」

　落ち込んだ声でつぶやく。

「男性恐怖症、ぜんぜん治ってないや……」

　握った右みぎ拳こぶしを胸に当てるような格好でうつむく結野は、泣きそうな顔をしていた。

　俺はちょっと焦あせりながら、

「結ゆう野の……そんなにヘコまなくても……」

「それでも……そんなわたし、だけど……」

　結野は薄い唇を引き締め、俺おれを見つめる。

　瞳ひとみに真しん摯しな輝きを宿しながら、まっすぐ俺を見つめている。

「わたしは……タローが……」

　そのあとの言葉を――結野は続けなかった。

　ぐっと唇を噛かむようにして言葉を呑のみ込み、そして、

「これから……」

　別のことを告げる。

「これから、第二校舎の四階……〈カカオ・クラッシャー〉の本部に総攻撃を仕掛けるの」

　俺は驚きながら、

「そ、総攻撃？」

「うん。残存する〈乙女の気概〉のメンバー全員で、奇襲気味な感じで総攻撃を仕掛ける。本部を占拠し、そこにいるはずの美み緒おさんを拘こう束そくして、その胸にある赤い薔ば薇らを散らす……それで、この戦争を終わらせるの」

　結野は決然とした表情で言った。

　総攻撃って……マジですか？

「タローはここにいて。間違っても第二校舎には近づかないでね。あそこは……これから地獄になるはずだから……」

　結野はそう告げると、教室を出て行こうとする。

　俺は慌あわてて、

「ゆ、結野！　ちょっと待――」

「タロー」

　俺の言葉を遮さえぎり、結野は言った。肩越しに振り返るような感じで。

「もしね……わたしがこの戦いに生き残ることができたなら……」

　結野はどこか儚はかなげなほほ笑みを浮かべると、

「わたし、タローに伝えたいことがあるんだ……」

　と、告げた。

　結野があまりにも死亡フラグなセリフを発した、そのときだった――

「あ、嵐あらし子こっ！」

　飛び込むように教室に駆けてきたのは、間ま宮みやさんだった。

　どうしたのだろう。間宮さんはこれまで見たこともないほど切せつ羽ぱ詰つまった表情をしている。

「た、大変よ！　〈カカオ・クラッシャー〉の奴やつらが、ここ……わたしたちの本部に総攻撃を仕掛けてきたわ！」

「えっ!?」

　結ゆう野のは両目を見開く。

「総攻撃って……」

「あいつらもわたしたちと同じ考えをしてたのよっ！　ちくしょう、先手をとられたわね……」

　間ま宮みやさんは悔しそうに親指の爪つめを噛かむ。

　結野は間宮さんに近づき、

「それで、状況は？」

　と、リーダーの顔になって尋たずねる。

「いま、三階から四階への階段で応戦しているところよ。奇襲気味だったからかなり押し込まれたけど、なんとか持ちこたえてる。こっちも総攻撃の準備や編成で全兵力を一カ所に集めていたのが幸いだったわね、ほとんどの兵を階段に集中させてるから、簡単には破られないと思うんだけど……」

「敵の中に……美み緒おさんの姿は？」

「いまのところ確認できてないわ。まだ見つけられないだけか、それともこの総攻撃には参加せず〈カカオ・クラッシャー〉の本部に居座っているのか……そこまではまだわからないわね……」

「美緒さんはきっとどこかにいるわ。きっと」

　結野は確信した口く調ちようで告げる。

　俺おれも同じ意見だった。あの人が本部でおとなしくしてるとかあり得ない。

「とにかく、嵐あらし子こは階段から一番遠い教室に移動して――」

　間宮さんが言ったそのとき――

　ドガシャアアン！　という派手な音とともに、教室の窓が粉砕された。

　窓を割りながら教室に突入してきたのは、赤色の軍服を着た男子生徒たち。

「カ、カカオ・クラッシャー!?　そんな、いったいどうやって……」

　間宮さんが戦せん慄りつの声を上げる。

　窓の外には数本のロープが垂れている。

　彼らはあのロープを使い、屋上から下ってこの教室に突入してきたのだろう。まるでテレビドラマとかに出てくる特殊部隊みたいな感じで。

　だが、この第一校舎の屋上に行くには、〈乙女の気概〉の本部がある四階からのルートを通るしか……

「ま、まさか、第一校舎の壁をよじ登って屋上に……」

　俺が驚きよう愕がくしながら言うと、男子生徒たちはにやりと笑みを浮かべた。どうやら正解だったみたいだ。なんという根性と身体能力。

　男子生徒たちは結ゆう野のと間ま宮みやさんを囲い込む。

　間宮さんは結野を後ろに庇かばいながら、

「なるほど……下からの総攻撃は陽動。本命は、少数精鋭による屋上からの奇襲だったというわけね。これもみちる先生が考えた戦術かしら？」

「ふはははは！　その通りだあああ！」

「結野嵐あらし子こ！　おとなしくその胸の薔ば薇らをよこせえええ！」

「ちょあああああああ――っ！　死ねえええええ！」

〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーたちが結野のほうに疾しつ駆くする。

　そこらの雑ざ魚ことは明らかに動きの質が違っている。おそらくこの奇襲部隊は運動部の主力メンバーによって構成されているのだろう。

　が、しかし。

「ふっ……舐なめられたものね……」

　間宮さんは残虐な笑みを浮かべながら言った。

　拳こぶしを振り上げながら突撃する奇襲部隊。

　間宮さんは迫りくる奇襲部隊を見み据すえると、カッと双そう眸ぼうを見開く。

　それに呼応するかのように全身から闘気が迸ほとばしり、

「間ま宮みや流りゆうマッサージ術奥義――説ぜつ・点てん楼ろう抜ばつ闘とう牙が――！」

　間宮さんの両腕が牙きばとなって奇襲部隊に襲いかかる。

「あびよおおおお――っ！」

「どひゅああああ――っ！」

「がびょおおおお――っ！」

　奇襲部隊……〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーである男子生徒たちが一瞬で吹っ飛ぶ。

　どがしゃ、と背中から床に落ちる男子生徒たち。

　皆、幸せな表情で気絶している。

「ふん。たわいもないわね」

　涼しげな顔で言う間宮さん。

「つ、強い……」

　さすがの戦闘力だった。規格外すぎる。

「間宮由ゆ美み……噂うわさ通りの手て練だれですね」

　いつの間にそこにいたのか。

　窓のそばに新たな人影が。

「――っ!?」

　俺おれたちは弾はじかれたようにそちらに顔を向ける。

　長い髪を三つ編みにし、眼鏡めがねの奥の怜れい悧りな瞳ひとみでこちらを見つめているのは――

「……い、委員長」

　俺たちのクラス委員長である綾あや瀬せ川がわ霧きり乃のさんだった。いまは〈カカオ・クラッシャー〉四天王の一人である。どうやら委員長はさっきの奇襲部隊から少し遅れて突入してきたらしい。

　委員長はちらりと俺のほうに目をやり、

「砂さ戸どくん。いくら探しても見つからないと思ったら、〈乙女の気概〉の本部に隠れていたのですね。あなたが見つからないせいで人質作戦は諦あきらめることになってしまいましたが……まあ、そんなことはもうどうでもいいことです。状況は次のステージに進んでいるのですから」

　言ったあと、間ま宮みやさんのほうに視線を向ける。

　二人の視線が交こう錯さくする。

　間宮さんは再び臨戦態勢に入る。

「間宮さん。あなたは〈乙女の気概〉で最も強力な戦士です。あなたを倒すことができたなら、この戦いくさは私たちのもの」

　委員長は冷静な口く調ちようで告げる。

　鞭むちを握る右手に力を込める。

「じゃあ――」

　間宮さんの体がわずかに沈む。

「倒してみなさいよっ！」

　床を蹴けり、委員長に向かって突進する間宮さん。

「言われるまでもありません」

　委員長はいつもの冷たい無表情のまま、鞭を持つ右手を振るう。

　高い殺傷力を秘めた黒い線が、縦横無尽に跳ね回りながら目標に襲いかかる。

　それは悪魔のような鞭さばき。

　だが――

「フッ――！」

　間宮さんは床の上を滑すべるような足さばきで委員長が放はなつ黒い牙きばをかいくぐる。それはまるでダンスを踊っているかのような鮮やかな動きだった。

　委員長はわずかに両目を細めたあと――回転数を上げる。

　悲鳴のような風切り音。黒い鞭が嵐あらしのような勢いと鋭するどさで空間を切り刻む。

　使い手の表情とは正反対、荒々しく狂乱的な動きで敵に襲いかかる黒い蛇は、未いまだにその破壊欲を満たすことができないでいる。

　委員長が下唇を噛かんだのは焦あせりのためだろうか。

　黒い暴風圏内で――間ま宮みやさんはにやりと唇を歪ゆがめる。

　頭部への攻撃を上半身を前に倒すことでやり過ごした間宮さんは、次の瞬間、委員長の眼前にいた。それはもう人知を超えた瞬発力だった。

「――っ!?」

　委員長の表情が驚きよう愕がくに染まる。

「なかなかだったけど……まだ甘いわね」

　間宮さんは余裕のコメントを残すと、すれ違いざま、両手で撫なでるようにして委員長の全身をマッサージした。

「あ……んん……！」

　委員長の口から艶つやっぽい声が漏もれる。鞭むちが床の上に落ちる。

　そして、委員長は力なくその場に倒れ込んだ。

「く……」

「ふふ……どう、委員長？　気持ちいいでしょ？」

　間宮さんは仁王立ちになりながら、委員長を見下ろしている。

「うう……」

　委員長は頬ほおを上気させながら、間宮さんを睨にらむように見上げている。よく見ると、床に後ろ手をつく細い両腕がぷるぷると震えていた。

「さっきのマッサージで意識を失わないのは大したものね……ふふふ……」

「くう……はあ、はあ……」

　委員長は快感に支配されそうになる自分を恥じるような表情で、間宮さんを見つめている。薄い唇から漏れるなまあたたかそうな呼気と、いまにも涙がこぼれそうなほど潤うるんだ瞳ひとみ。あんな顔をしている委員長は見たことがない。

　間宮さんは左手で委員長の襟元を握ると、左腕の力だけで委員長の体をつり上げた。

「これは、ご褒ほう美びよ……」

　囁ささやくように言ったあと、間宮さんは右手で委員長の体に触れる。マッサージする。

「あ、ああああ……！」

「くくく……ど、どこまで理性が保もつかしらね……」

　間宮さんの右手が委員長の全身を這はい回る。

　委員長はびくんびくんと全身を痙けい攣れんさせながら、

「う、あああああ……！　あああああああ！」

「ふはははは！　楽しすぎるわ……ハァハァ……」

　とても邪悪な顔。

　というか、完全に悪役の顔をしていた。

「あなたをマッサージで廃人にして、わたしの奴ど隷れいにしてあげるわ……」

　間ま宮みやさんは息を荒らげながらつぶやく。

　そのとき、委員長が微かすかに笑みを浮かべたような気がした。

「――っ!?」

　間宮さんの頭部が――見えない拳こぶしに殴られたかのように横に吹っ飛ぶ。

「え――っ!?」

　俺おれは驚きの声を上げる。

　床に倒れる間宮さん。

　いったいなにが起こったんだ……？

「あ……」

　と声を上げたのは、結ゆう野のだった。

「あれ……」

　結野が指さす先。

　割れた窓の向こう。第一校舎から少し離れたところにある体育倉庫。

　その屋根の上に――

「み、みちる先生!?」

　白衣を着た保健医、みちる先生がいた。

　みちる先生は屋根の上に寝そべるような体勢で……なんと、長身のライフルを構えているのだった。

　俺は床に倒れる間宮さんに目を向ける。

　倒れる間宮さんのそばには、銀色に光るパチンコ玉が落ちていた。

「作戦通りです……」

　委員長が言った。

「〈乙女の気概〉で最大の戦力を誇る間宮さん……彼女を打ち倒すために、この奇襲作戦を実行しました。下からの総攻撃、そして窓からの私たちの奇襲でさえも、すべて布石……間宮さんを油断させるための伏線です。敵をすべて無力化したことで安心した間宮さんは、みちる参謀の狙そ撃げきを察知することができなかった……ふふふ……」

　わかりやすく説明してくれたあと、委員長は力尽きるように気絶した。

　なんと……間宮さんが委員長を倒すところまで計画のうちだったとは……

「つーか狙撃って……そんなのアリか？」

　俺は唖あ然ぜんとしながらつぶやく。

　あのライフルは本物ではないようだが、恐ろしいほどの殺傷力を秘めた危険な武器であることは間違いないようだった。ＢＢ弾ではなくパチンコ玉を弾丸にしていることがすでにやばすぎる。

「ゆ、由ゆ美み！　しっかりして！」

　結ゆう野のは間ま宮みやさんの亡なき骸がら――いや死んでないだろうけど――にすがりつきながら、大声を張り上げる。

　間宮さんは両目を『×』のマークにしながら、ぴくぴく痙けい攣れんしている。あの様子ではしばらく復活できないだろう。

　そのとき俺おれは気付いた。みちる先生がライフルに次弾を装そう填てんし、スコープ越しにこちらを見つめていることに。

　みちる先生が間宮さんの次に狙ねらうのは、間違いなく……

「ゆ、結野！　伏せろ！」

「えっ……きゃっ！」

　俺の声に反応した結野が反射的に体をかがめる。ライフルの弾丸は結野の体には当たらず、後ろに通過していった。

「結野！　みちる先生はおまえの胸の薔ば薇らを狙ってるんだ！」

「あ……」

　結野は愕がく然ぜんとした顔をする。

　柱に当たった弾が跳ね返り、床に落ちる。今度のはさっきとは違いプラスティックの弾丸のようだった。人を昏こん倒とうさせるほどの威力はないだろうが、薔薇の花を散らせることぐらいはできるだろう。












「結ゆう野の、とりあえず教室から出るぞ！」

「う、うん！」

　俺おれと結野は慌あわてて教室を出る。

　四階の廊下。

　ここは安全だ――そう思っていたのだが……

「がっはっはあああ――っ！」

　階段のほうから、なんか破滅的な笑い声が響いてくる。

　ぎょっとしてそちらに顔を向ける俺と結野。

　階段の上のほうにいた〈乙女の気概〉のメンバー数人が、なにかの爆発に巻き込まれたかのように吹っ飛ぶ。

　そして、廊下に姿を見せたのは……

「ぐっふっふっふ……」

　破壊神・内うち原はらくんだった。

　階段の防衛ラインを突破した内原くんは、大剣を振り回しながら廊下を突き進む。

「お、おう……」

　俺は顔を青くしながら内原くんを見つめる。

　内原くんが健在だということは、ロリコンマイスター日ひ村むらは彼に倒されてしまったのだろうか……？

「う、うう……」

　俺は激しくうろたえた。

　あのクレイジーモンスターに対抗できるのは、おそらく間ま宮みやさんだけ。でも、その間宮さんもいまはもう……

「む？」

　内原くんの血走った瞳ひとみが、俺たちのほうを向く。

「そこにいるのは〈乙女の気概〉リーダー、結野嵐あらし子こ……」

　にたあ、と気持ち悪い笑みを浮かべる。

　結野の全身がびくりと跳ねた。

「その命……もらいうけるぞおおおっ！」

　内原くんは叫びながら、こちらに猛進する。

　俺たちは「ひいい！」と悲鳴を上げた。

　その内原くんの顔面に、

「むう……!?」

　どこからともなく飛んできた一万円札が張り付いた。

　視界を防がれた内うち原はらくんは、その場で足を止める。

　内原くんは苛いらついた様子でその一万円札をはがす。

「なんだあ、この一万円札は……？」

「――そこまでよ！　そこのふとっちょさん！」

　そう叫ぶように言ったのは、そばにあった教室から出てきた女子生徒だった。

　髪を後ろで結った、なんかとろんとした雰ふん囲い気きの女子生徒。あと、異様なほど胸が大きかった。そしてなぜか両手に札束を持っていた。

「貴様は……？」

「わたしは――」

　女子生徒は、札束を持った両手を胸の前で交差するような感じで構え、

「〈乙女の気概〉三番隊隊長――お金持ちの花はな片ひら！」

　と、言った。

「あの忌いむべき貧乳石動いするぎの味方は、すべてわたしの敵……というわけで、ここであなたを倒すことにするわ！　お金の力で！」

「ふん。こざかしい」

　そう笑う内原くんの背後に、

「小太り、待ちなさい！」

「リーダーはわたしたちが守るわ！」

「こ、こわいけど……がんばります！」

〈乙女の気概〉のメンバーが数人集まる。

「む……？」

　内原くんは肩越しに彼女たちを見る。階段を防衛していたメンバー何人かを、内原くん退治のために派遣したらしい。

　どうやら防衛ラインを突破できたのは内原くん一人だけみたいだ。ほかの〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーはまだ階段のところで足止めを喰くらっているっぽい。

　派遣されたメンバーたちと花片とかいう女子との挟撃。形だけ見れば〈乙女の気概〉のほうが優勢なのだが、あのモンスターにはそんな単純な計算は通用しない。

「くくく……」

　内原くんの全身から禍まが々まがしい闘気が放出される。

「命知らずどもが……いいだろう、まずはおまえたちから墓場に送ってやる……」

「それはこっちのセリフよ！」

　胸の大きな女子生徒は威勢よく言い放はなつと、

「喰らえ――秘技・諭ゆ吉きちタイフーン――！」

　両手に持っていた一万円札をばらまいた。

　女子生徒から放はなたれた無数の一万円札が内うち原はらくんに襲いかかる。

　だが。

「ふはははは！　ぬるいわあ！」

　内原くんにはまったく効いてない感じだった。

「は、花はな片ひら隊長！　もうちょっと効果的な攻撃をしてください！」

「そうですよ！　お札なんかぶつけられても痛くもかゆくもないじゃないですか！」

「むしろ、うれしいぐらいです……」

「だ、大丈夫よっ！　いまのはセレブ的なジョークだから！　これからプライスレスな攻撃がはじまっちゃうんだからっ！」

「ごちゃごちゃうるさいぞおおおお――っ！」

　内原くんは大声を放ちながら大剣をぶん回す。

「は、はきゃああああ――――っ!?」

　その一撃で、三番隊隊長の巨乳を含む〈乙女の気概〉のメンバーたちは呆あつ気けなく倒されてしまった。

「む、むきゅう～」

　床に倒れながら目を回すお金持ち。

　い、いったいなにしに出てきたんだか……

「さあて……次は、貴様らの番だ……」

　内原くんがゆっくりとした動作で俺おれたちのほうに近づいてくる。

　俺と結ゆう野のは蛇に睨にらまれたカエル。その場で震えることしかできない。

　が――

「む……」

　大剣を構えようとした内原くんの気配が変わる。

　内原くんは視線を俺たちの背後に向ける。

　俺たちはその視線を追った。

　そこには――

「チェックメイトには……まだ早いんじゃないですか？」

　色白で線の細い美少年。

　ロリコンマイスター日ひ村むらの姿があった。

「貴様……」

　内原くんの声は微かすかに驚きの色を帯びている。

　日村は俺と結野の前に立ち、内原くんを見み据すえる。

「日村、おまえ……」

　俺はおずおずと声をかける。

「だ、大丈夫なのかよ……？」

　日ひ村むらは明らかに満まん身しん創そう痍いだった。

　全身に包帯を巻かれ、足取りもおぼつかない。表情もどこか虚うつろだった。

「ひ、日村さん！」

　奥のほうにあった教室から出てきた〈乙女の気概〉の女子生徒が、悲痛な声を上げる。

「日村さん、ダメです！　日村さんは絶対安静の体なのに……」

　女子生徒が出てきた教室の中には、戦闘持続が不可能なほどの大おお怪け我がを負おったメンバーたちが集まっているように見えた。

　たぶんあの教室は怪我人を収容するために使われているのだろう。

　そして、さっきまで日村もあの教室にいた……

「大丈夫……僕は、まだ戦える……」

「ひ、日村、無理はするな。ここはおとなしく――」

「それはできません」

「どうして……」

「僕はさっき……内うち原はらくんに負まけてしまいました……」

　日村はうつむきながら告げる。

「内原くんのバレンタインデーに対する憎しみの気持ちに負けてしまったのです……僕の、幼女を愛する気持ちが……」

　ぐっと奥歯を噛かみしめる。強く噛みしめる。

　そして顔を上げ、力のこもった視線を内原くんに向ける。

「だから――僕は、このまま引き下がるわけにはいかない。ここで負けを認めてしまうわけにはいかない。それは、僕の中にある幼女への愛情を裏切ることになるから。……僕は、自身の中の幼女愛を信じるために、取り戻すために、内原くんに戦いを挑まなければならないのです」

「日村……」

　俺おれは日村を見つめる。

　日村……すまんが、おまえがなにを言っているのかさっぱりわからない……

「日村よ」

　内原くんだった。

　内原くんは真剣な表情で告げる。

「おまえ……死ぬぞ？」

　日村はにやりと唇だけで笑みを浮かべ、

「知っています」

　と、言った。

「…………」

　内うち原はらくんは一瞬だけ両目をつむると、

「手加減はせんぞ」

「当然です」

　日ひ村むらの全身から――圧倒的な闘気が放はなたれる。

　その闘気は、日村の生命力と幼女への愛情を燃料にした、この世で最も美しい炎だった。

　俺おれはその炎の中に、幼女の笑顔を見たような気がした。

「うううおおおおお――――っ！」

「ロリロリロリロリ――――っ！」

　再び激突する二つの変態巨星。

　俺は結ゆう野ののほうに顔を向け、

「ゆ、結野。いまのうちに逃げるぞ」

「逃げるって……でも、どこに……」

「えっと……」

　俺は辺りを見回す。

　確かに、逃げ込む場所は教室ぐらいしか……

「いや……」












　俺おれの視線は階段のほうに向けられている。内うち原はらくんが突破してきたほうとは逆側の階段に。

　こちらの階段は机や椅い子すなどで封鎖され、使えないようにしてある。が、それは四階までの話。四階から屋上へと続く階段は使用可能だった。

「あそこから、屋上に逃げるんだ」

「屋上に？」

「ああ」

　屋上の昇降口に続く階段はあそこだけ。屋上に逃げ込んで扉を閉め外からつっかえ棒でもすれば、攻め込んでくるのはかなり難しいのではないだろうか。屋上からロープを使って奇襲してきた部隊の男子生徒たちのような、校舎の壁をよじ登って屋上まで上がってこられるほどの身体能力の持ち主がほかに何人もいるとは思えないし。

「とりあえず屋上に行こう。四階よりは安全だと思うから」

「わ、わかった」

　俺と結ゆう野のは階段を上がり、屋上に向かった。

　鉄製の扉を開け、屋上に足を踏み入れる。

「ここでしばらく時間を――」

　言いかけた、そのとき。

「え……？」

　俺は、屋上に人影があることに気付いた。

　屋上の端のほうに立ち、外の風景に目を向ける人影。

　風になびくのは、亜あ麻ま色いろの長い髪。

「――待ちくたびれたわよ」

　言って、ゆっくりとこちらに振り向く。

　俺と結野は息を呑のんだ。

　そこにいたのは、俺たちのよく知る美しい少女。

　石動いするぎ先輩だった。




「ど、どうして石動先輩がここに……」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらつぶやく。

　石動先輩は俺たちのほうに体を向けると、

「すべては……みちる姉ねえの作戦通り」

　と、告げた。

「えっ？」

「みちる姉のライフルで間ま宮みやを倒す。そのあと、内原が四階の本部に突入する。間宮を失った嵐あらし子こは逃げるしかない。どこに逃げれば一番安全か。それはこの屋上。屋上に逃げ込んで扉を封鎖すれば安全を確保できる――でも、それが罠わなだった……」

「せ、先輩は、ここで結ゆう野のが来るのを待ってたんですか……？」

「そうよ。壁をよじ登る奇襲部隊と一緒に、屋上にやって来た。あとは計算通りに嵐子が罠にかかるのを待つだけ……」

　くくく、と嫌な笑みを浮かべる石動いするぎ先輩。

「あとは……あたしが、嵐子を倒せば決着よ……」

　余裕の足取りでこちらに向かってくる。

「ブタロウがいるのは計算外だけど。まあ、どうでもいいか。あんたなんかじゃあ、あたしを止めることなんてできないだろうし」

「く……」

　悔しいがその通りだ。

　間ま宮みやさんならともかく、俺おれなんかでは先輩に敵かなうわけがない。

「み、美み緒おさん……」

　結野は怯おびえた表情で先輩を見つめる。

「嵐子。おとなしくその胸の薔ば薇らを渡しなさい」

「イ、イヤです！　絶対に！」

「そう……だったら……」

　先輩の全身から殺気が滲にじむ。

「少し痛い目にあってもらうわよ……」

「あう……」

　結野はもう泣きそうな顔をしていた。

　結野は尋常じゃないほどの運動音痴なのである。

　身体能力で先輩と争って勝てるわけがない。間違いなく。

　勝利を確信した笑みを浮かべながらこちらに向かって歩いてくる〈カカオ・クラッシャー〉の総統。

「くそ……」

　このままでは、戦争は〈カカオ・クラッシャー〉の勝利になってしまう。

　つまり、バレンタインデーという行事が完全に潰つぶされてしまうのだ。

　それは最もダメな結末だった。

　願いを叶かなえることのできた先輩は狂喜するかもしれないが、そのあとどうなるかを考えたら怖い……まあ確実に第二ボランティア部は消滅することになるだろう。

　結果的に誰だれも幸せになれない結末。

　残念な未来。

　そんなものを迎えさせるわけにはいかない。

　だから、俺おれは――

　結ゆう野のの体に触れないように注意しながら、結野の胸から白い薔ば薇らを抜き取った。

「え……タロー？」

　結野は両目をぱちぱちさせながら俺を見上げる。

　俺はその白い薔薇を、自分の制服の胸ポケットに挿した。

「……それは、なんのつもり？」

　先輩は両目を鋭するどく尖とがらせながら、尋たずねてくる。

　俺は黙って先輩に向き直る。

　結野が戦うよりは、俺が戦ったほうがまだ少しはマシ。

　そう思っての決断だった。

　少なくとも、より多くの時間は稼げるだろうと思って。いくら時間を稼いだってなんにもならないのかもしれないが。

「そう……」

　先輩は微かすかに顔をうつむかせる。

「あんたは、あくまで嵐あらし子この味方ってわけね……」

　そうじゃない。

　俺は、先輩にも結野にも不幸になって欲しくないだけだ。

　だがその言葉は、いまの先輩には届かないだろう。

　先輩は修しゆ羅らの形ぎよう相そうで、

「だったら――あんたごとぶっ殺してやるわ！　覚悟しなさい！」

　と、言い放はなった。

　そして、小柄な体が超スピードで突進してくる。

「ひ、ひい……」

　俺は恐怖に顔をゆがませながら一歩後ろに下がる。

「でやあああああ――っ！」

　恐ろしい速度で放たれる上じよう段だん蹴げり。

　俺はそれをかろうじてかわした。かわしたというか、怖くて逃げたら運良く当たらなかったみたいな感じだけど。

　追撃の右みぎ拳こぶし。狙ねらうのは胸の薔薇。

　なんとか反応し、俺はその拳を避よける。

　通り過ぎた拳はすぐに違う方向に跳ねる――裏うら拳けん。頭を後ろに引く。先輩の拳が俺の鼻先をかすめた。

　先輩は舌打ちをすると、体をぐっと低くする。両手を前に出しながら猛進。あの手に捕まったら完全にアウトだ。

　俺おれは、

「そ、そりゃああ――っ！」

　先輩の小さな体の上を、跳び箱を跳ぶような感じで跳び越えた。

　先輩はすぐに反転すると、俺の体勢が整う前に攻撃を繰り出してくる。

「おらああああ――っ！」

「ひ、ひょえ……はあ、はあ、はあ……」

　悪魔のようなプレッシャーとともに、超速の拳こぶしと神速の蹴けりが迫り来る。攻撃を喰くらったわけでもないのに興奮に熱くなる俺の体。

　反撃なんてできるわけがない。

　俺は無ぶ様ざまに逃げ回るだけだった。

　このままではジリ貧。

　いずれ胸の薔ば薇らを散らされてしまう。

　なんとかしないと……

「くそ……」

　戦闘では勝ち目なし。

　だったら、言葉による説得しか方法は残っていない。

　でも、どんなふうに説得すれば……

　ええい、考えるよりも前にいろいろ言ってしまえ！

「せ、先輩！」

　なんとか距離をとることに成功した俺は、先輩に語りかける。

「あ？　なによ？」

「石動いするぎ先輩は……ひ、人を好きになったことがないんですかっ！　恋をしたことがないんですか！」

「……は？」

　先輩は予想通り、ぽかんとした顔をしていた。

　俺はかまわず声を張り上げる。

「好きな人に自分の気持ちを伝えたい、自分の気持ちを知って欲しい、恋をしている人間がそんなふうに考えるのは当然の感情です！　バレンタインデーは、女子たちのそんな気持ちを後押ししてくれる、素敵なイベントなんです！　も、もし先輩に、人を好きになる気持ちがわかるなら、恋する乙女の気持ちがわかるなら……バレンタインデーがどれだけ重要なイベントかわかるはず！　そんなイベントをぶっ潰つぶそうとするなんてことは、年とし頃ごろの乙女として激しく間違った行為だと思います！」

「あんたなにが言いたいの？　さっぱり意味がわからないんだけど」

　先輩は苛いら々いらした顔で告げる。

　さあ、なにが言いたいんでしょう。

　自分でもよくわかりません。

「つーか恋ってなんなのよ。わけわかんないし」

　と、またもや先輩らしいセリフを返してくれる。

　うおお、気持ちいいぐらいの一刀両断っぷり。そんなことを言われてしまったらもう言葉を続けられなくなってしまう。

　俺おれは萎なえそうになった心を叱しつ咤た激げき励れいし、

「こ、恋というのは……」

「恋というのは？」

「ひ、人を好きになる気持ちです」

「…………」

　先輩はジト目で俺を見つめてくる。

　う、うう……確かに内容ゼロな感じのセリフだったけど、そんな冷たい目で見ないでも……はあ、はあ、はあ……

「こ、恋というのはっ！」

　そう叫んだのは――結ゆう野のだった。

　握った右みぎ拳こぶしを胸に当てるような格好で、懸命に声を張り上げる。

「その人のことを考えると胸の奥が痛くなったり、その人が笑っている顔を見ると顔が熱くなったり、その人と一緒にいるとうれしすぎて逃げ出したくなったり、その人が優しいとなんだか泣きそうな気持ちになったり、その人がほかの女の子と仲良くしていると苦しくなったり、その人は自分のことをどんなふうに思ってるんだろうって考えると不安になったり、その人と恋人どうしになれたらどんなに幸せだろうかって……そんな幸福な未来を願ってしまったり、でも自分なんかじゃあその人にふさわしくないって卑ひ屈くつな気分になって悲しくなったり、それでも諦あきらめられなくて――その人のことが好きで、どうしようもないほど好きで、胸が張り裂けそうで……そんな、気持ちのこと、です！」

「嵐あらし子こ……」

「美み緒おさんは！　美緒さんは、本当にそれがわからないんですか!?　それと似たような気持ちを、ほんの少し……ほんの少しだけでも、誰だれかに対して抱いたことはないんですか!?」

「似たような気持ち……ほんの少しだけでも……恋……」

　石動いするぎ先輩はどこか呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやいている。

　それから――

　先輩はなぜか、俺のほうに顔を向けた。

　とまどうように揺れる両の瞳ひとみ。その顔は微妙に赤くなっているように見える。

　俺おれはその反応の意味がわからず、首をかしげた。

　結ゆう野のの言葉は続く。

「好きな人に自分の気持ちを伝えたい。でも、怖くてそれができない。そんな女の子たちの気持ちを、バレンタインデーは後押ししてくれるんです。バレンタインデーというのは、そんな素晴らしいイベントなんです」

「…………」

　先輩は拳こぶしを下げ、うつむいている。

　もしかして……結野の言葉は、先輩の胸に響いているのか？

　結野は必死な表情と声で、

「美み緒おさん、お願いです！　バレンタインデーをぶっ潰つぶすなんてやめてください！」

「う、うるさい！」

　先輩はかぶりを振ると、凶暴な表情を復活させる。

「あたしは願いごとを叶かなえるのよ！　絶対に！」

　まっすぐに俺を見つめる。

　正確には、俺の胸にある白い薔ば薇らを。

「だから――いまさら止まることなんてできないわっ！」

　先輩は破裂するような声で叫ぶと、床を蹴けった。

　こちらに向かってくる先輩。

　言葉は、届かなかった。

「く……！」

　俺は覚悟を決め、両足を踏ん張った。右みぎ拳こぶしを固める。

　運がよければ相打ちに持ち込めるかもしれない。……かなり絶望的だと思うが。

　俺は拳を後ろに引き、狙ねらいを定める。狙うのはもちろん左胸の赤い薔薇。

　先輩の体が眼前に迫る。

　タイミングはここ。呼気を吸い込み――腰を回転させるとともに右拳を――

　が、すでに先輩の拳は俺の胸元に。俺の迎撃はあまりにも遅く、そして無意味だった。

　あーあ、やっぱダメか……そんなことを考えながら、諦あきらめムードで拳を振るう。どうせこの拳が薔薇に到達することはないのに……

　斜め下からアッパー気味な感じで振るった俺の右拳は――

　拍子抜けするほど呆あつ気けなく、先輩の胸にあった薔薇を打ち抜いた。

「……へ？」

　赤い花びらが舞い散る。

　先輩の右拳は……

　白い薔薇の手前で止まっている。

「ど、どうして……」

　俺おれは呆ぼう然ぜんと先輩の顔を見つめる。

　石動いするぎ先輩は無表情で、

「くそ……油断しちゃったわ……」

「先輩……」

　俺はつぶやく。

「まさか、わざと――」

「油断したって言ったでしょ。あーあ、マジで不覚だわ」

　ぷいっと顔を逸そらし、先輩は告げる。

　両手を腰に当て仕方なさそうに、

「薔ば薇らを散らしちまったから……約束通り、負まけを認めるわ。〈カカオ・クラッシャー〉は解散よ」

「……美み緒おさん」

　結ゆう野のはほほ笑みながら先輩を見つめている。

　俺は安あん堵どの息を吐いた。

　よかった……本当に……

「まあ、それはそれとして」

　先輩はぎろりと俺を睨にらみつける。

「あんた……胸の薔薇を散らすとき、拳こぶしであたしの胸に触ったでしょ？」

「は、はあ!?」

　俺はぶんぶんと首を左右に振りながら、

「さ、触ってませんよ！　つーかそもそも触れるほどのボリュームが――」

　失言に気付いたのは、先輩の羅ら刹せつのような表情を目にしたあとだった。

「ボリュームが……なに？」

「いや、えっと……」

　いまの失言、撤回することはできませんか？

　無理ですか。そうですか。

「触れるほどのボリュームがなくて悪かったなコンチクショウ！」

「ぎょばああああああ――っ！」

　先輩の鋭するどいアッパーが顎あごに炸さく裂れつし、俺はきりもみ回転しながら吹っ飛んだ。

「ふん。このエロブタが」

「あ、あひょう……はあ、はあ、はあ……」

　俺は屋上のコンクリートの上に倒れながら悲惨な笑みを浮かべる。

「美緒さん」

　結ゆう野のが言った。

「もう決着がついたんだから、早く下の騒ぎを止めないと……無駄な犠牲が出る前に」

「ええ……そうね」

　先輩はうなずく。

　俺おれたち三人は屋上を出て下の階に向かった。

　四階は――

「う、うわあ……」

　完全に修しゆ羅ら場ばになっていた。

「おらああっ！　死にさらせバカ女どもがあああっ！」

「キモい非モテどもを殺せええええええええ！」

「うおおおおおおおおっ！」

「でやあああああああっ！」

　――大混戦。

　嵐あらしのような大混戦が目の前で演じられている。

　両組織のリーダーが不在だったせいか、四階は血で血を洗う殲せん滅めつ戦せんとなっているようだった。廊下にあふれる〈カカオ・クラッシャー〉と〈乙女の気概〉のメンバーたちが雄お叫たけびを上げながら戦闘に没頭している。みんな正気の目をしていなかった。

　石動いするぎ先輩はすっと前に出て、

「みんな！」

　と、〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーに呼びかけた。

　戦闘状態が一瞬止まる。

　皆、石動先輩に注目している。

　先輩は自分の左胸に手を当て、

「見ての通り……赤い薔ば薇らは散ってしまったわ……」

〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーたちが息を呑のむ。

「この戦争はあたしたちの負まけよ。みんな、おとなしく投降しなさい」

　先輩は沈痛な面おも持もちで告げた。

　沈黙が廊下を支配する。

　これで長きにわたった戦争が終結する。

　そう思っていたのだが――

「……まだだ。まだ、我らは負けてはいない」

　と言ったのは、内うち原はらくんだった。

「まだ我らの心は折れていない！　戦闘は続行だあああ！」

　狂気の叫びを放はなちながら、大剣を振るう。

「な……ひ、卑ひ怯きようよ、小太り！」

「そうよ！　薔ば薇らを散らされたほうが負まけってルールだったじゃない！」

「非モテは最低限のルールも守れないの!?」

〈乙女の気概〉のメンバーが非難の声を上げる。まあ当たり前だが。

　内うち原はらくんに追従するように〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーたちが戦闘を再開する。そうなってしまっては〈乙女の気概〉も反撃せざるを得ない。廊下はまた阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図と化した。

「あ、あんたたち！」

　先輩は慌あわてて声を上げる。

「あたしたちは負けたって言ってるでしょうが！　戦闘を中止しなさい！」

　が、先輩の声は届かない。

　途方に暮れる両組織のリーダー。

　もう先輩では、結ゆう野のでは、止めることはできない。

　激化していく争乱。

　一人、また一人と地面に倒れていく生徒たち。

　このままでは、こいつらは最後の一人になるまで戦うだろう。

　そんな破滅的な結末を迎える前に、なんとかしないと……

　そのとき俺おれの目に映ったのは、修しゆ羅らの形ぎよう相そうで大剣を振るう内原くんの姿だった。

　この騒ぎの発端となった人物。

　バレンタインデーを憎んでいる内原くんが、バレンタインデーをぶっ潰つぶして欲しいと石動いするぎ先輩にお願いした。そのせいで〈カカオ・クラッシャー〉と〈乙女の気概〉が生まれ、学校全体を巻き込むカオスな争乱が生まれてしまった。

　そうだ。

　俺は思い違いをしていた。

　この戦争を収めたければ、石動先輩を止めるのではなく――この騒ぎの真の発端である内原くんをなんとかしなければならなかったのだ。

「でも……どうすれば……」

　考えろ。

　考えろ、砂さ戸ど太た郎ろう。

「あ……」

　一つだけ――案が浮かんだ。

「いや、でも……それは……」

　俺は口元に手を当て、迷う。

　決していい案とは言えない。

　ただ、思い浮かんだのがその案だったというだけのこと。

　それに……この案を実行するのは、非常に抵抗があった。非常にだ。

「や、やりたくねえ……」

　頭を抱えてうずくまってしまうほど、嫌だった。はっきり言って。

　だけど……

　このままなにもしないのは、なんというか、寝覚めが悪い。

「しょうがないか……」

　俺おれは深くため息をつき、つぶやくと――

「タロー!?」

「ブタロウ!?」

　結ゆう野のと先輩から離れ、階段に向かって疾走した。

　階段を全速力で下りる。

　俺が目指す場所。それは、第二ボランティア部の部室だった。




　急いで準備を終え、再び第一校舎に戻る。

　三階から四階に上がる階段の途中に立ち、四階の様子をうかがう。

　廊下に倒れた生徒の数はさらに増えている。

　内うち原はらくんは……

　いた。まだ健在だ。

　俺はホッと安あん堵どの息を吐いた。

　さすがに疲れが出てきたのか、両組織のメンバーは少し距離を置き、いまは視線だけで戦闘を続けていた。ぴりぴりとした緊張感を保ったまま、ぜえぜえと息を荒らげている。

　チャンスはここしかない。

　それにしても……なんで俺がここまでしなければ……

　ダメだ。油断すると泣いてしまいそうだ。

「……がんばれ、砂さ戸ど太た郎ろう」

　俺は小さくつぶやくと、勇気を振り絞って体を前に進めた。

　――睨にらみ合っていた両組織のメンバーが、近づいてくる俺の存在に気付く。

　場違いな人間の乱入に、みんなきょとんとしている。

　そんな中、石動いするぎ先輩と結野だけが驚いた表情を浮かべていた。

「あ、あれは……ブタロ……」

「ど、どうして、あんな格好……」

　先輩と結野のつぶやきが耳に入る。

　そして、両組織のメンバーたちは、

「いったい誰だれ？　――あの女の子は？」

「見覚えのない顔だけど……すげえカワイイな……」

「ほんと……身長も高くて、モデルさんみたい……」

「やばい。マジで好みなんだけど」

「綺き麗れいな子……」

　俺おれは恥ずかしさを必死で隠しながら、歩を進める。

　そう、いま俺は――女装しているのだった。

　第二ボランティア部の部室に戻り、一人で女装した。化粧は見よう見まね、かなり苦労したけど、なんとか違和感のないぐらいに仕上げることができた。

　俺が女装したのは、そういう趣味に目覚めてしまったからではない。断じて違う。

　ただ、俺が思いついた案に必要だったというだけだ。

　どうしても、必要だったのだ。

　俺は唇を噛かみしめながら歩き――

　内うち原はらくんの目の前で立ち止まった。

「え……？」

　内原くんはぽかんとした顔をしながら、俺を見つめている。

　俺の顔は女装の恥ずかしさで真っ赤になっている。これは、いまのこの状況においてだけは、好都合と言えた。

「あ、あの……」

　俺はできるだけ女の子っぽい声を出して、

「内原くん……ですよね？」

「そ、そうだけど……」

　内原くんは微妙に緊張した声こわ音ねで告げた。

「えっと……」

　俺はポケットに入れていたものを取り出し、それを内原くんに渡した。

　綺麗に包装された、ハート型のチョコレートを。

「こ、ここ、これは……」

　内原くんは、自分の手の中にあるチョコレートを凝視している。

「ま、まさか、チョコレート……？」

　俺は黙ってうなずく。

「俺――じゃなくて、わたし、内原くんにチョコレートを受け取って欲しくて……どうしても……」

　言って、俺はほほ笑んだ。

　俺に笑顔を向けられた内原くんは、呼吸が止まったように硬直した。

　その顔面が――みるみる赤くなっていく。

　がしゃん、と音がした。それは内うち原はらくんが大剣を廊下に落とした音だった。

　そして――

「バレンタインデー……」

　内原くんはぽけーっとした顔で、あさっての方向を見つめながら、

「バレンタインデー……悪くない、かも……」

　と、つぶやいた。

　憤ふん慨がいしたのは、〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーたちだった。

「――そ、そりゃないっすよ、内原の旦だん那なっ！」

「そ、そうっすよ！　いまさらなに言ってんすか！」

「女の子にチョコレートもらった途端、バレンタインデー悪くないとか言い出すなんて……そんなほいほい意見を変えて、恥ずかしくないんすか!?」

「しかも、そんな超一級の美少女からチョコレートを……」

「うらやましくなんか……うらやましくなんか……ないとは言えない自分を殺したい……」

「ち、ちくしょう！　お、俺おれだって……本音を言えば、チョコが欲しかったんだ……」

「そうだよ……好きで非モテに生まれたわけじゃないんだよ……」












「う、うう、うえーんっ！　うえええーんっ！」

　切ない号泣が廊下に響く。

　そんな男子生徒たちの様子を見た〈乙女の気概〉のメンバーたちは、しょうがないなあという顔を見合わせ、

「まったく……最初から、素直にそう言えばいいのに」

「本当よ。――はい、これあげる。義理チョコだけど」

「わたしもあげる。あんたたちに捨てられたりするんじゃないかと思って、予備のチョコレートをいっぱい持ってきてたの」

「そうそう。あまらせるのももったいないし、あげるわ」

「わたしは……えっと、本命なんだけど……」

「ええーっ！　ちょっとあんた、〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーの中に本命の相手がいたのー？」

「じ、じつは、私もなんですけど……」

〈乙女の気概〉のメンバーである女子生徒たちが〈カカオ・クラッシャー〉のメンバーである男子生徒たちに歩み寄り、義理チョコや本命チョコを渡す。男子生徒たちは感激した顔でそれを受け取る。

　内うち原はらくんはぽけーっとした顔で、石動いするぎ先輩のほうを見た。

「……石動先輩」

「な、なに？」

「バレンタインデーをぶっ潰つぶして欲しいって願いごと……あれ、取りやめにします」

「……へ？」

「バレンタインデーって、けっこう楽しいイベントだったんですね。うん」

　内原くんは以前の温厚な表情を取り戻していた。

「……ああ、そう」

　先輩は呆あきれた顔で告げる。

「それは……よかったわね……」

　こうして――

　桜さくら守もり高校全体を巻き込んだ争乱は、幕を閉じたのだった。




「ほわっちゃあああ――っ！」

　第二ボランティア部の部室に戻った瞬間、俺おれは頭に被かぶっていたカツラを投げ捨てた。

　音速で服を着替える。

　光速で化粧を落とす。

「はあ、はあ、はあ……」

　男の姿に戻った俺おれは、肩で息をしていた。

「ああ、くそ……もう女装は二度としないからな。もう二度と」

　というか、最近女装の頻ひん度どが高くなってないか？

　これはやばいんじゃないのか？

「貴族的な人格が出てきたりする前に、女装はやめないと……」

　俺は一人つぶやいた。

　まあでも、考えた案がうまくいってよかった。

　バレンタインデーに一人だけチョコレートをもらえなかったことなどの経験から、バレンタインデーを憎むようになってしまった内うち原はらくん。

　そんな内原くんに思いっきり本命な感じのチョコレートを渡すことによって、バレンタインデーに対する憎しみを消し去る。

　そうなったら、バレンタインデーをぶっ潰つぶして欲しいなんていう願いごとは取りやめてくれるんじゃないかと思ったのだ。

「ほんと、予想以上にうまくいったよな……マジで……」

　ちなみに、内原くんに渡したハート型のチョコレートは、委員長が石動いするぎ先輩に渡そうと思って用意していたものだ。捨てずに持っておいて本当によかった。

「でも……」

　俺はぶはあと盛大に息をつく。

「これで、学校に平和が戻ってきた……」

　それがなによりもうれしい。

　と、そのとき――

「……タロー」

　背後から俺の名前を呼ぶ声が。

　振り返ると、そこには結ゆう野のが立っていた。

　どこかで着替えたのだろう。〈乙女の気概〉の戦闘服ではなく、いつもの制服姿。

「結野……」

　結野は部室に足を踏み入れ、俺の前に立つと、

「お疲れさま、タロー」

　くすりと笑いながら言った。

「わ、笑うんじゃねえよ」

　俺はそっぽを向きながらつぶやく。

　結野が笑っている理由は明らかだった。

「俺だって女装なんてしたくなかったよ……でも、しょうがないだろうが。あんな案しか思い浮かばなかったんだから」

「けど、タローの女装姿、すっごく綺き麗れいだったよ。相変わらず」

「……まったくうれしくねえ」

　俺おれはふてくされたように告げた。

　ほんと、今日は散々な日だった……

　そんなことを思って憂ゆう鬱うつになっていると、

「でも……タローはすごいよね」

　結ゆう野のがつぶやくように言った。

「誰だれかのために……自分以外のみんなのために、一生懸命になることができて。女装とか本当はすっごく嫌だったはずなのに、みんなのためを思って、がんばってくれて……それって、本当にすごいことだと思う。か、かっこいいと思う」

「そ、そりゃあどうも……」

　俺は照れながら言った。

　なんか、そんなまっすぐに褒ほめられると、恥ずかしくなってしまう。

　俺はそんな大した奴やつじゃないのに……

「そんな立派なタローに、ご褒ほう美びです」

　結野はちょっと冗談っぽく言ったあと、

「――はい、これ」

　俺のほうに両手を伸ばす。

　その両手の上には。

　綺麗に包装された四角い箱が乗っていた。

「へ……？」

　俺はきょとんとしながら結野を見つめる。

「これは……」

「チョ、チョコレートに決まってるでしょ」

　結野は耳の先まで真っ赤にしながら言う。

「だって……今日は、バレンタインデーなんだから……」

「あ、ああ、そっか……」

　と、自分でも間抜けと思うような言葉を吐く。

　チョコレート……

　バレンタインデーのチョコレート……

　そう思ったら――なんか急に気恥ずかしくなってきた。

「ど、どど、どうも、アリガトウ……」

「う、うん」

　俺はギクシャクした感じで、結野からチョコレートを受け取った。指に触れないように注意しながら。

　俺おれは結ゆう野のからもらったチョコレートを見つめる。

　なんか……すごくうれしかった。

　自分でもびっくりするくらいに。

「……タロー」

「ん？　なんだ？」

「わたしね……今日、タローに言おうと決めていたことがあるの……」

「えっ？」

　言おうと決めていたこと。

　それはいったいなんだろう。

　俺は結野を見つめる。

　結野は俺とは目を合わさず、うつむいている。

「チョコレートと一緒に、わたしの気持ちを伝えよう。そう思ってたの」

　そのとき俺は気が付いた。

　結野の両りよう膝ひざが小刻みに震えていることに。

　結野……？

　なぜだかよくわからないけど、俺の鼓動はすごい勢いで速くなった。












　俺おれは怖いような気持ちを抱きながら、結ゆう野のを見下ろす。

　結野は顔を上げる。

　泣き出す寸前みたいに瞳ひとみを潤うるませながら、それでも涙をこぼさずに、決意と覚悟を宿したまなざしで俺を見つめ、

「わ、わたしは……」

　――告げた。

「わたしは……タローのことが、好きです……」

　俺の呼吸が止まる。

　心臓の鼓動も止まっていたかもしれない。

　い、いま……結野は、なんて言ったんだ？

　混乱しながら結野を見下ろす。

　そのとき――

　部室の扉のほうから、息を呑のむ気配が伝わってきた。

　俺と結野は驚いてそちらに顔を向ける。

　そこに立っていたのは……

「あ、あの……」

　石動いするぎ先輩だった。

「こ、小太りを止めてくれたブタロウに、一言ねぎらいの言葉でもかけてやろうと思って……ここに……」

　先輩はうろたえたような、怯おびえたような表情を浮かべている。

「聞くつもりじゃなかったんだけど……えっと……」

　俺と結野はなにも言えないでいる。

　石動先輩は俺たちに背を向け――

　逃げるように部室から去っていった。

　遠くなっていく先輩の足音が、真っ白になった俺の頭を叩たたくように響いていた。






あとがき









　どうも、松まつ野の秋あき鳴なりです。『えむえむっ！』もいつの間にか七巻！　うれしい！

　これも、応援してくださっている読者様のおかげです。ああ、本当にありがとうございます。ありがたすぎて魂が解げ脱だつしてしまいそうです。『小五』と『ロリ』という文字を合わせると『悟リ』という文字が出現するのです。関係ないけど。




　先日、ＭＦ文庫Ｊ編集部にて『えむえむっ！』６巻特別アンケートハガキを拝見いたしました！　アンケートにお答えくださった皆様、本当にありがとうございました。

　ご意見やメッセージを書く欄に書かれてあった皆様のお言葉がとてもあたたかくて……松野は冗談ではなく泣いてしまいそうになりましたよ。くすん。

　あと、いろいろおもしろい感想もあって楽しかったです。私が本を買うのは松野先生と某直なお木き賞しよう作家だけ（すごい極端！）、彼女に流し読みされてドン引きされた（……なんかすみません）、私もタローのように美み緒おさまに踏まれてみたい（女の子がなに言ってんの!?）、エムエムエムエムエムエムエムエムエムエムフヒヒ（こ、怖いよ！）、嵐あらし子こ様ＬＯＶＥです。あんなステキな嵐子様を私という人が好きになっていいのか不安になってしまいます（なんでそんな卑ひ屈くつなんですか!?　好きになっていいに決まってますよ絶対！）、太た郎ろうと辰たつ吉きちの女装シーンをもっと出してください（この意見はほんと多かったです）などなど、とても楽しく読ませていただきました！　ありがとうございました！

　皆様のおかげで、元気とやる気と変態気が出ました！　ウオオオ――ッ！

　これからも精一杯がんばっていきますので、よろしくお願いします！




　謝辞です。今回も神イラストを描いてくださったQP:flapperの小お原はらトメ太た様とさくら小こ春はる様、ありがとうございました。担当のＳ様、編集長のＭ様、いつも迷惑ばかりかけてしまってすみません。ありがとうございます。装丁を担当してくださった松まつ井い様、校正様、編集部の皆様、営業の皆様、いつも本当にありがとうございます。

　そして最後は読者様に。最大級で無限大な感謝を。

　ではでは、次巻でお会いできればうれしいです。


二〇〇九年　一月　松野秋鳴

























　著者

　松野秋鳴（まつの・あきなり）

　　兵庫県川西市在住。

　　第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞してデビュー。

　　正月に「今年は陽気な人間になる！　イタリア人のように！」という目標を立てたのですが、三が日を抜ける前に無理だと悟りました。今年も残念な自分とたたかっていきます。




　イラストレーター

　QP:flapper（きゅーぴーふらっぱー）

　　さくら小春と小原トメ太によるユニット。ゲームの原画、ライトノベルの挿絵、よくわからない漫画を描いたりしています。

　　代表作は『鎖－クサリ－』（Leaf）キャラクターデザイン＆原画担当、『ラッキーチャンス！』（電撃文庫）挿絵、など。

　　公式ＨＰ「QPchick（キューピチック）」

　　http://qp.banbi.net/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／QP:flapper

　　装丁／松井庸介（KARORI DESIGN）
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